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序文
Cloud Integration Hub を使用して、アプリケーション、トピック、パブリケーション、サブスクリプション
を含む Cloud Integration Hub アセットを作成して管理する方法を学びます。組織管理やアセット移行のよう
な管理タスクを実行する方法、および Cloud Integration Hub イベントを追跡し監視する方法を学びます。
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第  1  章

Cloud Integration Hub 入門
Cloud Integration Hub は、組織内の異なるアプリケーション間でデータの共有と同期に使用できるクラウド
ベースのアプリケーション統合ソリューションです。
データを Cloud Integration Hub にパブリッシュするには、まず、管理するデータセット（販売、顧客、注文
など）を定義します。データセットは、トピックを定義することによって定義します。トピックは、Cloud 
Integration Hub がパブリケーションリポジトリに格納するデータの構造と、データを格納するパブリケーシ
ョンリポジトリのタイプを定義します。Cloud Integration Hub では、さまざまなデータセットを表すトピッ
クを複数管理できます。アプリケーションは、トピックにデータをパブリッシュし、トピックによって表され
るデータセットにサブスクライブします。
複数のアプリケーションが同じトピックにパブリッシュできます。例えば、別々の注文アプリケーションが、
それぞれの注文を同じ注文トピックにパブリッシュできます。複数のサブスクライバが 1 つのトピックのデー
タをコンシュームすることができます。サブスクライブするアプリケーションは、定義されているスケジュー
ルに基づき、異なる形式と待ち時間でデータをコンシュームすることができます。
Cloud Integration Hub は次の方法で、アプリケーションがトピックにパブリッシュするデータを、Cloud 
Integration Hub パブリケーションリポジトリに格納します。
• 各パブリケーションインスタンスについて、コンシュームされるデータの保持期間は、すべてのサブスクラ

イバがデータを正常にコンシュームまたは破棄した場合にスタートします。つまり、パブリケーションイン
スタンスに関連付けられたすべてのイベントのステータスが［完了］または［破棄済み］になった後です。
すべてのサブスクライバがデータをコンシュームまたは破棄する場合、Cloud Integration Hub は、コンシ
ュームされるデータの保持期間が終了するまでデータをパブリケーションリポジトリに保持し、その後デー
タをパブリケーションリポジトリから削除します。

• Cloud Integration Hub は、コンシュームされないデータの保持期間が終了するまでデータをパブリケーシ
ョンリポジトリに保持し、その後パブリケーションリポジトリからデータを削除します。

アプリケーションは、PowerExchange（R）アダプタおよび Informatica Intelligent Cloud Services℠コネク
タを使用して、データベーステーブル、ファイル、Informatica がサポートする任意のソースなどの、さまざ
まなソースからのデータを共有します。各アプリケーションは、さまざまなトピックのパブリッシャおよびサ
ブスクライバとして機能します。
パブリケーションは、特定トピックに対してパブリッシュします。パブリケーションは、データソースタイプ
と、アプリケーションがパブリッシュするデータを Cloud Integration Hub が取得する場所を定義します。サ
ブスクリプションは、1 つ以上のトピックをサブスクライブします。サブスクリプションは、データターゲッ
トタイプと、パブリッシュされたデータを Cloud Integration Hub が送信するサブスクライブするアプリケー
ション内の場所を定義します。 
例
組織では複数のアプリケーションを使用します。アプリケーションはオンプレミスまたはクラウドにあります。
アプリケーションには以下のデータが必要です。
マーケティングアプリケーション

運営目的でキャンペーン、取引先、契約、および従業員に関するデータが必要です。
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データウェアハウス
分析目的でキャンペーンと契約に関するデータが必要です。

ビジネスインテリジェンス（BI）アプリケーション
分析目的でキャンペーンと注文に関するデータが必要です。

顧客関係管理（CRM）アプリケーション
運営目的で営業部門の従業員（営業担当者など）に関するデータが必要です。

Cloud Integration Hub を使用すると、以下の場合に対処できます。
日次取引先データを共有する。

以下のように、CRM アプリケーションからの日々の取引先最新情報をマーケティングアプリケーションと
共有できます。
1. 取引先トピックを作成する。
2. CRM アプリケーションから取引先トピックに取引先の詳細をパブリッシュするパブリケーションを定

義し、データを毎日パブリッシュするようにスケジュールを設定します。
3. マーケティングアプリケーションから取引先トピックへのサブスクリプションを定義し、Cloud 

Integration Hub で利用可能な場合にパブリッシュ済みデータをコンシュームするようにサブスクリ
プションを設定します。

必要に応じてキャンペーンの詳細を共有する。
以下のように、CRM アプリケーションからのキャンペーンの詳細をさまざまなスケジュールでマーケティ
ングアプリケーション、データウェアハウスアプリケーション、および CRM アプリケーションと共有で
きます。
1. キャンペーントピックを作成する
2. CRM アプリケーションからキャンペーントピックにキャンペーンの詳細をパブリッシュするパブリケ

ーションを定義し、データを毎日パブリッシュするようにスケジュールを設定します。
3. マーケティングアプリケーションからキャンペーントピックへのサブスクリプションを定義し、デー

タがパブリッシュされたらコンシュームするようにスケジュールを設定します。
4. データウェアハウスアプリケーションからキャンペーントピックへのサブスクリプションを定義し、

週に 2 回データをコンシュームするようにスケジュールを設定します。
5. BI アプリケーションからキャンペーントピックへのサブスクリプションを定義し、週に 1 回データを

コンシュームするようにスケジュールを設定します。
週次の契約詳細を共有する。

以下のように、CRM アプリケーションからの週次の契約詳細をマーケティングアプリケーションおよびデ
ータウェアハウスアプリケーションと共有できます。
1. 契約トピックを作成する。
2. CRM アプリケーションから契約トピックに契約詳細をパブリッシュするパブリケーションを定義し、

データを毎週パブリッシュするようにスケジュールを設定します。
3. マーケティングアプリケーションから契約トピックへのサブスクリプションを定義し、データがパブ

リッシュされたらコンシュームするようにスケジュールを設定します。
4. データウェアハウスアプリケーションから契約トピックへのサブスクリプションを定義し、データが

パブリッシュされたらコンシュームするようにスケジュールを設定します。
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隔週の注文データを共有する。
以下のように、CRM アプリケーションからの日々の注文最新情報をマーケティングアプリケーションと共
有できます。
1. 注文トピックを作成する。
2. CRM アプリケーションから注文トピックに注文詳細をパブリッシュするパブリケーションを定義し、

隔週で週の最終日にデータをパブリッシュするようにスケジュールを設定します。
3. BI アプリケーションから注文トピックへのサブスクリプションを定義し、Cloud Integration Hub で

利用可能な場合にパブリッシュ済みデータをコンシュームするようにサブスクリプションを設定しま
す。

月次の従業員詳細を共有する。
以下のように、HR アプリケーションからの月次の従業員詳細を CRM アプリケーションと共有できます。
1. 従業員トピックを作成する。
2. HR アプリケーションから従業員トピックに従業員詳細をパブリッシュするパブリケーションを定義

し、毎月月初にパブリッシュするようにスケジュールを設定します。
3. CRM アプリケーションから従業員トピックへのサブスクリプションを定義し、営業部門の従業員に関

するデータのみをコンシュームするようにサブスクリプションをフィルタリングします。データがパ
ブリッシュされたらコンシュームするようにサブスクリプションスケジュールを設定します。

Cloud Integration Hub アーキテクチャ
Cloud Integration Hub 環境は、ユーザーインタフェースクライアント、Informatica Intelligent Cloud 
Services ホスティングサービスにホストされている Cloud Integration Hub サービスとリポジトリ、および
Informatica Intelligent Cloud Services に配置されている Informatica Intelligent Cloud Services Secure 
Agent と Cloud Integration Hub コネクタで構成されています。
オンプレミスまたはプライベートクラウドで組織のパブリケーションリポジトリをホストするように選択でき
ます。この場合、リポジトリは Informatica Intelligent Cloud Services ホスティングサービスにホストされま
せんが、組織によってインストールおよび管理されます。
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以下の図は、Cloud Integration Hub コンポーネントを示しています。
図 1.

Cloud Integration Hub には、以下のコンポーネントが含まれています。
Cloud Integration Hub Web クライアント

アプリケーション、トピック、パブリケーション、およびサブスクリプションの管理と、パブリケーショ
ン、サブスクリプション、およびイベントの監視を行うユーザーインタフェース。管理者は、Web クライ
アントを使用して、Cloud Integration Hub に組織を作成します。

Informatica Intelligent Cloud Services ユーザーインタフェース
ソースとターゲットを定義し、接続、マッピング、およびタスクを作成するためのユーザーインタフェー
ス。

Informatica Intelligent Cloud Services ホスティングサービス
Cloud Integration Hub サービスとリポジトリをホストするサービス。サービスは、すべてのタスクと組
織の情報を格納します。

Cloud Integration Hub サービス
Cloud Integration Hub でパブリケーション処理およびサブスクリプション処理を管理するサービス。

Cloud Integration Hub メタデータとランタイムリポジトリ
Cloud Integration Hub のアプリケーション、トピック、パブリケーション、サブスクリプション、およ
びイベントのメタデータと実行時データを格納するデータベース。

パブリケーションリポジトリ
ここでは Cloud Integration Hub がパブリッシュ済みデータまたはファイルをデータまたはファイルの保
存期間が終了するまで保存します。次の種類のパブリケーションリポジトリを使用できます。
• リレーショナル。リレーショナルデータを格納します。リレーショナルパブリケーションリポジトリ

を、ホストされたリポジトリまたはプライベートリポジトリで使用できます。
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• ファイルストア。ファイルを現状のまま保存します。オンプレミスの Secure Agent でファイルストア
パブリケーションリポジトリを使用できます。

データソースとデータターゲット
データのパブリッシュと消費に使用するソースとターゲット。以下のタイプのソースとターゲットを使用
できます。
• データベース。テーブルとカラム。
• ファイル。バイナリ、テキスト、または非構造化ファイル。
• アプリケーションの接続。アプリケーションの接続オブジェクト。

システム要件
次の表に、Cloud Integration Hub の最小システム要件を示します。
組織の設定に適用される要件をシステムが満たしていることを確認します。

コンポーネント/ユースケ
ース

最小要件

Informatica Intelligent 
Cloud Services Secure 
Agent

- 8GB のメモリ
- 2 つの CPU コア

Secure Agent とプライベー
トパブリケーションリポジ
トリのデータベース間のネ
ットワーク

10 秒未満の Ping 待ち時間
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コンポーネント/ユースケ
ース

最小要件

プロキシゲートウェイ経由
のアクセス

次の URL は、Secure Agent がインストールされているマシンからアクセスで
きます。
https://<pod><baseUrl>/
説明：
- <pod>は Cloud Integration Hub にアクセスする Informatica Intelligent 

Cloud Services の point of delivery（PoD）の名前です。例えば、cih-pod1
または emw1-cih です。

- <baseUrl>は Informatica Intelligent Cloud Services の URL です。例えば、
dm-us.informaticacloud.com/です。

以下に例を示します。
https://cih-pod1.dm-us.informaticacloud.com/
ヒント: Cloud Integration Hub の URL から<pod>および<baseUrl>の値をコピー
するには、まず Informatica Intelligent Cloud Services の［マイサービス］ペ
ージからその URL にアクセスする必要があります。
この URL をプロキシサーバーの許可リストに追加することをお勧めします。

Cloud Integration Hub プラ
イベートパブリケーション
リポジトリ

以下のデータベースシステムのいずれかを使用できます。
- Oracle
- Microsoft SQL Server
- MySQL
注: サポートされているエディションとバージョンの詳細については、製品可
用性マトリックス（PAM）を参照してください。
Cloud Integration Hub プライベートパブリケーションリポジトリには、保持
する必要のあるパブリケーションとパブリケーションインスタンスの数に基
づいて、パブリケーションリポジトリデータベース用に少なくとも 512MB の
ディスク領域が必要です。
注: Unicode データは、シングルバイト文字セットの 2 倍のストレージが必要
です。
プライベートパブリケーションリポジトリの複数のデータベース接続が常に
利用可能である必要があります。必要な接続の数は、同時に実行されるパブ
リケーションとサブスクリプションの数によって異なります。次の計算式を
使用し、必要なデータベース接続の数を計算します。
NumberOf ConcurrentPublicationsOrSubscriptions X 3 + 2
使用できるデータベース接続が十分ない場合は、Cloud Integration Hub が停
止したり、データベースがデッドロックしたりする可能性があります。

システム要件の詳細については、Informatica Intelligent Cloud Services の製品可用性マトリックス（PAM）
を参照してください。PAM には、製品リリースでサポートされるオペレーティングシステム、データベースな
どのデータソースおよびターゲットが示されています。PAM は、Informatica Network

（https://network.informatica.com/community/informatica-network/product-availability-matrices/）で
ご確認いただけます。

Cloud Integration Hub ユーザーインタフェース
Cloud Integration Hub にログインすると、Cloud Integration Hub のホームページが表示されます。Cloud 
Integration Hub のホームページには、ページの左側にナビゲータと Hub 概要図、ページの右側に検索とフィ
ルタが表示されます。
ナビゲータを使用して、アセットの作成、イベントの追跡、既存のアセットに対するアクションの探索と実行
を行います。
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Hub 概要図では、既存のアセットの概要が視覚的に示されます。［検索］フィルタを使用して、ホームページ
からアプリケーションを検索し、関連するトピック、パブリケーション、およびサブスクリプションを Hub 概
要図に表示します。［ビュー］フィルタを使用して、Hub 概要図に表示されるアセットをフィルタ処理します。
ホストされたパブリケーションリポジトリを使用する場合は、リポジトリのストレージ使用量が Hub 概要図の
左上に表示されます。
次の図は、Hub 概要図のサンプルです。

Hub 概要図
Cloud Integration Hub にアプリケーション、トピック、パブリケーション、またはサブスクリプションなど
のアセットが含まれている場合、Cloud Integration Hub の概要ページには Hub 概要図が表示されます。
Hub 概要図では、既存のアセットがカテゴリにグループ化され、その概要が視覚的に示されます。
図のアセットにカーソルを置くと、関連するすべてのアセットがハイライトされます。例えば、トピックにカ
ーソルを置くと、トピックにパブリッシュするアプリケーションおよびパブリケーションと、トピックにサブ
スクライブするサブスクリプションがハイライトされます。アセットをクリックすると、そのアセット、およ
びその他のアセットへのリレーションのドリルダウンビューが表示されます。例えば、パブリケーションをク
リックすると、パブリッシュ元のアプリケーション、パブリケーションがデータをパブリッシュするトピック、
トピックにサブスクライブするサブスクリプションがドリルダウンビューに表示されます。
ドリルダウンビューでアセットを右クリックすると、［アクション］メニューが開きます。アセットタイプに基
づいて、メニューから以下のアクションを実行できます。
• 表示。すべてのアセットに適用します。ビューモードでアセットを開きます。
• 実行。パブリケーションおよびサブスクリプションに適用します。パブリケーションまたはサブスクリプシ

ョンを実行します。
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フィルタ
Cloud 統合ハブのホームページの右側で、検索フィルタと表示フィルタを使用できます。
ホームページからアプリケーションを検索し、関連するトピック、パブリケーション、およびサブスクリプシ
ョンを Hub 概要図に表示します。
Hub 概要図は次のビューにフィルタリングできます。
• 処理エラー。現在エラーイベントがあるエンティティ。
• 無効なエンティティ。有効でないエンティティ。
• パブリケーションのないトピック。パブリケーションが関連付けられていないトピック。
• サブスクリプションのないトピック。サブスクリプションが関連付けられていないトピック。
• 最もよく使用されるトピック。トピックを使用するパブリケーションおよびサブスクリプションの数に基づ

いた最もよく使用されるトピックの上位 3 つ。
図をフィルタリングすると、選択したフィルタに関連しないエンティティは表示専用モードで表示されます。

ナビゲータ
ナビゲータを使用して、アセットの作成、イベントの追跡、既存のアセットに対するアクションの探索と実行
を行います。
次の表に、ナビゲータアイコンと実行する機能を示します。

アイコン 名前 機能
新規 新しいアセット（アプリケーション、パブリケーション、サブスクリプショ

ン、トピック、または監視ルール）を作成します。

ホーム ［概要］ページに移動します。

イベント ［イベント］ページに移動します。

エクスプローラ 既存のアセットを検索して、既存のアセットに対してアクションを実行しま
す。

［エクスプローラ］ページ
［参照］ページを使用して、Informatica Intelligent Cloud Services プロジェクトとアセットを操作します。

［参照］ページでのプロジェクトとアセットの検索
次のいずれかの方法を使用して、［参照］ページでプロジェクトとアセットを検索します。
• プロジェクトやフォルダで検索。すべてのプロジェクトを表示するか、または特定のプロジェクトを選択し

ます。
• アセットタイプで検索。すべてのアセットを表示するか、または特定のタイプのアセットを表示します。
• タグで検索。特定のタグに関連付けられたアセットを表示します。
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• プロジェクトまたはアセットを検索します。組織内のすべてのプロジェクト、フォルダ、およびアセットを
検索するには、［すべてのプロジェクト］により［エクスプローラ］ページを表示して、［検索］ボックスに
名前または説明を入力します。または、検索を絞り込むには、［すべてのアセット］により［エクスプロー
ラ］ページをフィルタし、特定のアセットタイプ、プロジェクトまたはフォルダを選択して、［検索］ボッ
クスに名前または説明を入力します。

• 検索結果をソートします。［名前］、［最終更新日］、［説明］、または［タイプ］で［参照］ページをソートし
ます。［タイプ］でソートすると、［参照］ページではアセットがアセットタイプ別にグループ化されます。
アセットタイプはアルファベット順で表示されるわけではありません。

使用するすべてのサービスのプロジェクト、フォルダ、アセットを表示できます。アセットを選択して開くか、
アクションを実行して、開いたアセットとは別のサービスでアセットを作成すると、サービスは新しいブラウ
ザタブを開きます。
次の文字は使用できません。
# ? ' | { } " ^ & [ ] / \
これらの文字を、プロジェクト、アセット、タグ名に使用しないでください。

［参照］ページでのプロジェクトとアセットの操作
［参照］ページで、プロジェクト、フォルダおよびアセットに対するアクションを実行します。オブジェクトに

対して実行できるアクションを確認するには、オブジェクトを含む行で、［アクション］アイコンをクリックし
ます。［アクション］メニューに、ユーザーロール特権に基づいて実行できるアクションがリストされます。

［参照］ページのカスタマイズ
［参照］ページでは、オブジェクトのプロパティを表示、非表示、または再配置できます。プロパティを表示ま

たは非表示にするには、カラム見出し領域を右クリックし、プロパティをチェックまたはオフにします。次の
図は、［参照］ページのカラム見出し領域のプロパティメニューを示しています。

列を再配置するには、カラム見出しをクリックし、別の場所にドラッグします。

Cloud Integration Hub へのアクセス
［マイサービス］ページから Informatica Intelligent Cloud Services 経由で Cloud Integration Hub にアクセ

スします。
Cloud Integration Hub に初めてアクセスする前に、管理者は Informatica Intelligent Cloud Services で組織
を設定し、Cloud Integration Hub でその組織を設定します。Cloud Integration Hub に初めてログインした
ときに［組織 Cloud のセットアップ］ダイアログボックスが表示された場合、管理者が組織をハブにプロビジ
ョニングするプロセスを実行しなかったことを示しています。管理者に問い合わせるか、画面に記載された手
順に従ってください。詳細については、「組織管理」  (ページ 26)を参照してください。
1. Informatica Intelligent Cloud Services のログインページで、Informatica Intelligent Cloud Services の

ユーザー名およびパスワードを入力します。 
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2. ［ログイン］をクリックします。 
Informatica Intelligent Cloud Services の［マイサービス］ページが表示されます。

3. ［Integration Hub］を選択します。 
Cloud Integration Hub アプリケーションが表示されます。
注: 必要なライセンスを組織が持っていれば、［マイサービス］ページに［Integration Hub］リンクが表
示されます。リンクが［マイサービス］ページに表示されない場合は、管理者に連絡してください。

Cloud 統合ハブのトピック
Cloud Integration Hub トピックは、Cloud Integration Hub でパブリッシュおよびコンシュームされるデー
タドメインを表すエンティティです。
処理済みデータをリレーショナルデータベースに格納するトピックを作成するか、またはファイルを現状でフ
ァイルストアに格納するトピックを作成できます。リレーショナルデータベースでは、トピックは標準のデー
タ構造およびデータ保持期間などの追加のデータ定義を定義します。ファイルストアでは、トピックはデータ
保持期間を定義します。

パブリケーションリポジトリ
Cloud Integration Hub は、実行が必要なパブリケーションタスクとサブスクリプションタスクのタイプに応
じて、トピックデータとファイルをパブリケーションリポジトリに保存します。
パブリケーションリポジトリは、すべてのサブスクライバがデータまたはファイルをコンシュームした後、し
ばらくの間そのデータまたはファイルを格納します。
Cloud Integration Hub は次の方法で、データおよびファイルをパブリケーションリポジトリに格納します。
• 各パブリケーションインスタンスについて、コンシュームされるデータまたはファイルの保持期間は、すべ

てのサブスクライバがデータまたはファイルを正常にコンシュームまたは破棄した場合に開始されます。つ
まり、パブリケーションインスタンスに関連付けられたすべてのイベントのステータスが［完了］または

［破棄済み］になった後です。すべてのサブスクライバがデータまたはファイルをコンシュームまたは破棄
する場合、Cloud Integration Hub は、コンシュームされるデータまたはファイルの保持期間が終了するま
でそれらのデータまたはファイルをパブリケーションリポジトリに保持し、その後データまたはファイルを
パブリケーションリポジトリから削除します。

• Cloud Integration Hub は、コンシュームされないデータまたはファイルの保持期間が終了するまでそれら
のデータまたはファイルをパブリケーションリポジトリに保持し、その後データまたはファイルをパブリケ
ーションリポジトリから削除します。

ホストされたパブリケーションリポジトリおよびプライベートパブリケーションリポジトリ
組織が必要とする機能に応じて、ホストされたパブリケーションリポジトリまたはプライベートパブリケーシ
ョンリポジトリを選択します。
ホストされているパブリケーションリポジトリ

Cloud Integration Hub は、Informatica Intelligent Cloud Services ホスティングサービスでパブリケー
ションリポジトリをホストして管理します。リポジトリのストレージの使用状況は Cloud Integration 
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Hub のホームページに表示されます。ホストされたパブリケーションリポジトリを使用して、リレーショ
ナルデータベースをホストします。オンプレミス Secure Agent を使用する場合は、ホストされたパブリ
ケーションリポジトリを使用して、ファイルストアパブリケーションリポジトリをホストできます。
注: ホストされたパブリケーションリポジトリをサポートしているのは、Amazon Web Services ポッドと
Azure NTT ポッドのみです。

プライベートパブリケーションリポジトリ
独自のプライベートリポジトリを使用します。プライベートパブリケーションリポジトリは、オンプレミ
スまたは組織のプライベートクラウドに配置できます。プライベートパブリケーションリポジトリを使用
して、リレーショナルデータベースをホストできます。リポジトリがオンプレミスにある場合は、そのリ
ポジトリを使用してファイルストアパブリケーションリポジトリをホストできます。プライベートパブリ
ケーションリポジトリの設定の詳細については、「プライベートパブリケーションリポジトリの設定」  (ペ
ージ 32)を参照してください。

次の表に、ホストされたパブリケーションリポジトリおよびプライベートパブリケーションリポジトリの代表
的な機能の違いを示します。

機能 説明 ホステッド プライベート
Cloud 統合ハブの
プロセッサライセ
ンス

Cloud 統合ハブのプロセッサ
へのアクセスに必要なライセ
ンス

なくてもよい 必須

データ暗号化 データ暗号化のプロセス 有効 該当なし
ステージングデー
タベースのタイプ

データ処理実行に使用するデ
ータベースのタイプ

該当なし ユーザ選択

ゼロダウンタイム 中断なくデータにアクセスす
るための環境

有効 Data Integration タスクをト
リガするパブリケーションお
よびサブスクリプションで有
効にできます

Informatica 
Intelligent Cloud 
Services のホスト
された Secure 
Agent

Informatica Intelligent Cloud 
Services によりホストされる
Secure Agent

アクセス可能 該当なし

ホストされたパブリケーションリポジトリのサイズ仕様
トピックテーブルを作成するときホストされたパブリケーションリポジトリを使用する場合は、トピックテー
ブルの行とストレージの最大許容サイズを超えていないことを確認してください。ホストされたパブリケーシ
ョンリポジトリでトピックテーブルが行またはストレージの最大許容サイズを超えると、トピックテーブルの
作成に失敗します。
最大行サイズ

行サイズは、トピックテーブルに含まれるすべてのカラムの合計の長さで、文字セットに応じて異なりま
す。
トピックテーブルの最大許容行サイズは 8,000 バイトです。

最大ストレージサイズ
トピックテーブルの最大ストレージサイズに収まるカラムの数は、個別のカラムのストレージ要件によっ
て決まります。
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トピックテーブル行の最大許容ストレージサイズは 64,000 バイトで、許容される合計ストレージサイズ
は 25GB です。

データ型に応じてカラムが占有する行とストレージのサイズについては、次の表を参照してください。

データ型 行サイズ（バイト単位） ストレージサイズ（バイト
単位）

文字列、精度 85 以下 ASCII 文字を含むデータの場合: 精度 + 1
Unicode 文字を含むデータの場合: （精度 x 
3） + 2

（精度 x 3） + 2

文字列、精度 85 超 22 （精度 x 3） + 2
Decimal 20 20
Double 8 8
INT32 4 4
INT64 8 8
テキスト 22 12
日時 8 8

トピックテーブルの暗号化されたカラムは、行サイズ 22 バイトとストレージサイズ 12 バイトを占有します。
例えば、トピックテーブルに精度 80 のデータ型文字列が 100 カラム含まれている場合、最大許容行サイズ
8,000 バイトを超えてしまいます。トピックテーブルに精度 255 のデータ型文字列が 84 カラム含まれている場
合、最大許容行ストレージサイズ 64,000 バイトを超えてしまいます。
トピックテーブルの必須フィールドが占有する行サイズとストレージサイズについては、次の表を参照してく
ださい。

フィールド 行サイズ（バイト単位） ストレージサイズ（バ
イト単位）

PUBLICATION_DATE_FIELD_TYPE 8 8
PUBLICATION_INSTANCE_ID 20 20

API ベースのサブスクリプションの最大許容応答サイズは 5MB です。

リレーショナルパブリケーションリポジトリおよびファイルストアパブリケーションリポジトリ
リレーショナルパブリケーションリポジトリを使用して、リレーショナルデータを格納できます。オンプレミ
スのパブリケーションリポジトリを使用する場合は、ファイルストアパブリケーションリポジトリを使用して
ファイルを現状のまま格納することもできます。
リレーショナルパブリケーションリポジトリ

Cloud Integration Hub は、サブスクライバがコンシュームできるようにリレーショナルデータをリレー
ショナルパブリケーションリポジトリに格納します。データ統合タスクを実行するパブリケーションおよ
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びサブスクリプションを使用するか、または API を使用してデータをパブリッシュするパブリケーション
およびサブスクリプションを使用する場合は、リレーショナルパブリケーションリポジトリを使用します。
リレーショナルパブリケーションリポジトリをホストされたリポジトリで使用できます。

ファイルストアパブリケーションリポジトリ
Cloud Integration Hub は、サブスクライバがコンシュームできるようにファイルを現状のままファイル
ストアパブリケーションリポジトリに格納します。ファイル取り込みタスクを実行するパブリケーション
およびサブスクリプションを使用する場合、ファイルストアパブリケーションリポジトリを使用します。
オンプレミスの Secure Agent でファイルストアパブリケーションリポジトリを使用できます。ファイル
ストアパブリケーションリポジトリを使用するには、組織に有効な一括取り込みファイルライセンスがあ
る必要があります。詳細については、Informatica グローバルカスタマサポートにお問い合わせください。

Data Integration タスク
Cloud Integration Hub は、Data Integration タスクを使用して、ソースのアプリケーションから Cloud 
Integration Hub パブリケーションリポジトリにデータをパブリッシュします。このパブリケーションリポジ
トリのデータは、ターゲットアプリケーションによってコンシュームされます。
Cloud Integration Hub 用の Data Integration タスクは、他の Data Integration タスクと同じ方法で開発しま
す。Cloud Integration Hub 接続を、パブリケーションタスクのターゲットと、サブスクリプションタスクの
ソースとして使用します。
詳細については、「Data Integration タスクのルールとガイドライン」  (ページ 71)を参照してください。

ファイル取り込みタスク
Cloud Integration Hub はファイル取り込みタスクを使用して、ファイルを現状のままファイルストアパブリ
ケーションリポジトリにパブリッシュし、ファイルを現状のままファイルストアパブリケーションリポジトリ
からコンシュームします。
Cloud Integration Hub のファイル取り込みタスクは、一括取り込みで他のファイル取り込みタスクを開発す
るのと同様の方法で開発します。
詳細については、「ファイル取り込みタスクのルールとガイドライン」  (ページ 82)を参照してください。

Cloud 統合ハブのパブリケーションおよびサブスクリプション
パブリケーションおよびサブスクリプションは、アプリケーションが Cloud Integration Hub にデータおよび
ファイルをパブリッシュする方法、およびアプリケーションが Cloud Integration Hub のデータおよびファイ
ルをコンシュームする方法を定義するエンティティです。パブリケーションは定義されたトピックにデータお
よびファイルをパブリッシュし、サブスクリプションはトピックにサブスクライブします。
パブリケーションおよびサブスクリプションは、データとファイルのフロー、およびデータとファイルのパブ
リケーションまたはデータとファイルの消費のスケジュールを制御します。アプリケーションにはパブリッシ
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ャおよびサブスクライバを使用できます。同じトピックに対して複数のアプリケーションから公開できます。
複数のアプリケーションが同じトピックのデータまたはファイルをコンシュームできます。
パブリケーションおよびサブスクリプションでは、Informatica Intelligent Cloud Services がサポートする任
意のタイプのソースおよびターゲットに対してパブリッシュおよびサブスクライブできます。データおよびフ
ァイルのさまざまなソースに対してパブリッシュおよびサブスクライブできます。公開プロセスおよび使用プ
ロセスは完全に分離されているため、公開ソースおよび使用ターゲットに同じデータ型またはファイルタイプ
を指定する必要はありません。例えば、ファイルからデータを公開し、そのデータを使用してデータベースに
格納することができます。
パブリケーションおよびサブスクリプションは、データ統合タスクをトリガするか、ファイル取り込みタスク
をトリガするか、または API を使用して、データまたはファイルをパブリッシュおよびコンシュームできます。
データ統合タスクをトリガするパブリケーションおよびサブスクリプションの場合、データ統合でタスクを作
成します。次に、Cloud Integration Hub でパブリケーションまたはサブスクリプションを作成する場合に、
データ統合タスクを選択します。ファイル取り込みタスクをトリガするパブリケーションおよびサブスクリプ
ションの場合、一括取り込みでタスクを作成します。次に、Cloud Integration Hub でパブリケーションまた
はサブスクリプションを作成する場合に、ファイル取り込みタスクを選択します。API でパブリケーションお
よびサブスクリプションをトリガする場合は、その API を手動で実行します。

パブリケーションとサブスクリプションのプロセス
パブリケーションプロセスは、パブリケーションに定義したスケジュールに従って、外部プロセスによってパ
ブリケーションがトリガされたとき、またはパブリケーションを手動で実行したときに開始されます。
データ転送が完了すると、トピックのデータセットは、サブスクライバに提供できる状態になります。サブス
クリプションプロセスは、サブスクリプションのデータコンシュームの設定に基づいて、次のいずれかの条件
が満たされた場合に開始されます。
• データがトピックにパブリッシュされるとき。
• トピックに対してパブリッシュするすべてのパブリッシャがパブリッシュを完了するとき。
データのパブリッシュ先であるトピックにサブスクライバが存在する場合、Cloud Integration Hub はサブス
クライバごとに Cloud Integration Hub サブスクリプションワークフローをトリガして、データをコンシュー
ムします。
Cloud Integration Hub は、パブリケーションとサブスクリプションのプロセスの進捗を追跡するイベントを
生成します。アプリケーションがデータをパブリッシュすると、Cloud Integration Hub は親パブリケーショ
ンイベントを作成します。パブリケーションプロセスが完了し、パブリッシュされたデータがコンシュームで
きる状態になると、Cloud Integration Hub はサブスクリプションごとに子イベントを生成します。
パブリケーションとサブスクリプションのプロセスが進行するにつれてイベントのステータスが変化し、プロ
セスが正常に完了した後で完了済みステータスに達します。イベントは、プロセス中に発生する可能性がある
問題の監視とトラブルシューティングにも使用できます。
パブリケーションまたはサブスクリプションプロセスの間、Cloud Integration Hub は、次の段階を経て
Informatica Intelligent Cloud Services と通信を行います。
• クラウドアプリケーションがデータセットをパブリッシュすると、Cloud Integration Hub サーバーは、

Informatica Intelligent Cloud Services REST API によってパブリケーション用に定義された Data 
Integration タスクをトリガします。

• クラウドパブリケーションの場合、ターゲットは Cloud Integration Hub クラウドコネクタを使用して定義
されます。パブリケーションプロセスは、そのコネクタを使用してデータを Cloud Integration Hub に書き
込みます。

• データのパブリッシュ先であるトピックにサブスクライバが存在する場合、Cloud Integration Hub はサブ
スクリプションワークフローをトリガして、データをコンシュームします。
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• クラウドサブスクリプションの場合、ソースは Cloud Integration Hub クラウドコネクタを使用して定義さ
れます。サブスクリプションプロセスは、そのコネクタを使用して Cloud Integration Hub からデータを読
み取ります。

• Cloud Integration Hub は、タスクの処理ステータスを監視します。

Informatica のリソース
Informatica は、Informatica Network やその他のオンラインポータルを通じてさまざまな製品リソースを提
供しています。リソースを使用して Informatica 製品とソリューションを最大限に活用し、その他の
Informatica ユーザーや各分野の専門家から知見を得ることができます。

Informatica Network
Informatica Network は、Informatica ナレッジベースや Informatica グローバルカスタマサポートなど、多
くのリソースへの入口です。Informatica Network を利用するには、https://network.informatica.com にア
クセスしてください。
Informatica Network メンバーは、次のオプションを利用できます。
• ナレッジベースで製品リソースを検索できます。
• 製品の提供情報を表示できます。
• サポートケースを作成して確認できます。
• 最寄りの Informatica ユーザーグループネットワークを検索して、他のユーザーと共同作業を行えます。

Informatica ナレッジベース
Informatica ナレッジベースを使用して、ハウツー記事、ベストプラクティス、よくある質問に対する回答な
ど、製品リソースを見つけることができます。
ナレッジベースを検索するには、https://search.informatica.com にアクセスしてください。ナレッジベース
に関する質問、コメント、ご意見の連絡先は、Informatica ナレッジベースチーム

（KB_Feedback@informatica.com）です。

Informatica マニュアル
Informatica マニュアルポータルでは、最新および最近の製品リリースに関するドキュメントの膨大なライブ
ラリを参照できます。マニュアルポータルを利用するには、https://docs.informatica.com にアクセスしてく
ださい。
製品マニュアルに関する質問、コメント、ご意見については、Informatica マニュアルチーム

（infa_documentation@informatica.com）までご連絡ください。

Informatica 製品可用性マトリックス
製品可用性マトリックス（PAM）には、製品リリースでサポートされるオペレーティングシステム、データベ
ースなどのデータソースおよびターゲットが示されています。Informatica PAM は、
https://network.informatica.com/community/informatica-network/product-availability-matrices で参照
できます。
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Informatica Velocity
Informatica Velocity は、Informatica プロフェッショナルサービスが開発したヒントとベストプラクティス
のコレクションで、多数のデータ管理プロジェクトから得た実体験に基づいています。Informatica Velocity
には、世界中の組織と連携してデータ管理ソリューションを計画、開発、デプロイ、管理する Informatica コ
ンサルタントによる集合知を表しています。
Informatica Velocity リソースには、http://velocity.informatica.com からアクセスしてください。
Informatica Velocity についての質問、コメント、またはアイデアがある場合は、ips@informatica.com から
Informatica プロフェッショナルサービスにお問い合わせください。

Informatica Marketplace
Informatica Marketplace は、お使いの Informatica 製品を拡張したり強化したりするソリューションを検索
できるフォーラムです。Marketplace で、Informatica デベロッパーやパートナーからの多数のソリューショ
ンを活用すれば、生産性を向上したり、プロジェクトでの実装時間を短縮したりできます。Informatica 
Marketplace は、https://marketplace.informatica.com からアクセスしてください。

Informatica グローバルカスタマサポート
電話または Informatica Network を介してグローバルカスタマサポートに連絡できます。
各地域の Informatica グローバルカスタマサポートの電話番号は、Informatica Web サイト

（https://www.informatica.com/services-and-training/customer-success-services/contact-us.html）を参
照してください。
Informatica Network のオンラインサポートリソースを見つけるには、https://network.informatica.com に
アクセスして eSupport オプションを選択します。
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第  2  章

Hub の管理
組織が Cloud Integration Hub を使用する前に、Informatica Intelligent Cloud Services で組織を設定し、
Cloud Integration Hub で組織を設定する必要があります。
Informatica Intelligent Cloud Services で組織を設定した後で、次の 1 つ以上のタスクを実行することができ
ます。
• Cloud Integration Hub を介して Salesforce から他のアプリケーションへデータを迅速に同期するために

は、Cloud Integration Hub Salesforce アクセラレータパッケージをデプロイします。パッケージをデプロ
イすると、Salesforce アプリケーションを Cloud Integration Hub に接続するために必要なコンポーネン
トが作成されます。一部のコンポーネントは、Cloud Integration Hub で作成され、一部は Informatica 
Intelligent Cloud Services で作成されます。

• トピックデータを格納するためのプライベートパブリケーションリポジトリを設定します。
• プライベートパブリケーションリポジトリのゼロダウンタイムを有効にして、中断なくデータにアクセスで

きるようにします。
• データをサブスクリプションフローの中間ステージングに書き込むためのポリシーを変更します。
• Cloud Integration Hub で Data Integration Hub のパブリケーションイベントとサブスクリプションイベ

ントを表示するには、Cloud Integration Hub のシステムプロパティを構成します。
• 外部ロードバランサの URL を、API を使用してプライベートパブリケーションリポジトリにデータをパブ

リッシュおよびコンシュームするパブリケーションおよびサブスクリプションのベース API URL として構
成します。

組織管理
組織が Cloud Integration Hub を使用する前に、Informatica Intelligent Cloud Services で組織を設定し、
Cloud Integration Hub で組織を設定する必要があります。
Cloud Integration Hub で組織を設定するとき、Cloud Integration Hub により、Informatica Intelligent 
Cloud Services に Informatica Intelligent Cloud Services 接続が作成されます。
警告: 接続の名前は変更しないでください。 変更できる接続プロパティは［サブスクリプションフローに中間
ステージングを使用しない］オプションだけです。詳細については、「サブスクリプションの中間ステージング
ポリシー」  (ページ 35)を参照してください。 
その他の接続プロパティの編集や接続名の変更を行うと、実行時にエラーが発生する場合があります。
ホストされたパブリケーションリポジトリを使用するように選択した場合、Cloud Integration Hub は 
Informatica Intelligent Cloud ServicesCloud Integration Hub に Cloud Integration Hub パブリケーション
リポジトリを作成します。Informatica Intelligent Cloud Services
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始める前に
Cloud Integration Hub で組織を設定する前に、次の条件が Informatica Intelligent Cloud Services のに存在
していることを確認します。
Cloud Integration Hub で組織を設定する前に、Informatica Intelligent Cloud Services で組織を設定する必
要があります。組織の設定の詳細については、Informatica Intelligent Cloud Services Administrator のヘル
プを参照してください。
設定

［設定］メニューの［ランタイム環境］で、Secure Agent が実行されていることを確認します。
管理

［管理］メニューの［ライセンス］で、以下の条件が満たされていることを確認します。

ライセンスカテゴリ 必要な条件
REST API ライセンス ［最大同時セッション数］が 100 セッションなど高い値に設定されている。
コネクタライセンス 有効な Cloud 統合ハブコネクタ。

プロキシ設定
組織が送信プロキシサーバーを使用してインターネットに接続する場合、次の JVM オプションを Secure 
Agent で設定します。

名前 値
JVMOption1 -Dhttp.proxyHost=<proxy host>
JVMOption2 -Dhttp.proxyPort=<proxy port>
JVMOption3 -Dhttp.useProxy=true
JVMOption4 -Dhttp.proxyUser=<proxy user name>
JVMOption5 -Dhttp.proxyPassword=<proxy password>

Secure Agent を再起動した後で、Agent Core ログファイルをチェックして正しいプロキシサーバーが使用さ
れていることを確認します。Agent Core ログファイルは次のファイルです。
<Secure Agent installation directory>\apps\agentcore\agentcore.log
プロキシ情報を探すには、ログファイルで「proxy」を検索します。
注: NTLM 認証を使用するプロキシサーバーを使用して、Cloud 統合ハブコネクタに接続することもできます。

Informatica Cloud 統合ハブでの組織の設定
Cloud 統合ハブのアセットを作成および管理するように、Cloud Integration Hub で組織を設定します。組織
に必要な設定を定義する必要があります。
1. Cloud Integration Hub にアクセスして、ライセンス契約に同意します。 

［組織 Cloud のセットアップ］ダイアログボックスが表示されます。
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2. 以下の設定を定義します。 

プロパティ 説明
組織名 Informatica Intelligent Cloud Services での組織の名前。表示専用モードで表

示されます。
組織 ID Informatica Intelligent Cloud Services での組織の ID。表示専用モードで表示

されます。
Informatica Cloud ユ
ーザー

実行時に使用する Informatica Intelligent Cloud Services ユーザーの名前。ユ
ーザーは Informatica Intelligent Cloud Services で管理者のユーザーロールを
持っている必要があります。ユーザーは、パブリケーションおよびサブスク
リプションに関連付けられたデータ統合アセットの更新および実行権限も持
っている必要があります。

Informatica Cloud パ
スワード

実行時に使用する Informatica Intelligent Cloud Services ユーザーのパスワー
ド。

ランタイム環境 実行時に使用する Informatica Intelligent Cloud Services Secure Agent ランタ
イム環境。

回転キー ［回転キー］をクリックして、データ暗号化に使用する暗号化キーを交換しま
す。

3. プライベートパブリケーションリポジトリを使用する場合には、次の設定を定義します。 

プロパティ 説明
リポジトリ
タイプ

［プライベート］を選択します。

リポジトリ
データベー
スタイプ

Oracle、Microsoft SQL Server、または MySQL データベースを選択します。SQL Server
データベースを使用する場合、照合には大文字と小文字の区別がありません。

リポジトリ
URL

データベースタイプに基づいた、リポジトリの JDBC URL。
- Oracle: jdbc:informatica:oracle://<ip>:<port>;sid=<sid>;
- Microsoft SQL Server: jdbc:informatica:sqlserver://<ip>:<port>; 

DatabaseName=<DatabaseName>;
- MySQL: jdbc:mysql://<ip>:<port>/<DatabaseName>;

注: MySQL 8.x プライベートパブリケーションリポジトリを設定する場合は、Cloud 
Integration Hub の URL に disableMariaDbDriver=true を追加して、適切なドライバを
選択します。

- Aurora MySQL: jdbc:mariadb://<ip>:<port>/<DatabaseName>;
プロキシサービスへの接続を確立するには、リポジトリ URL に次の文字列を追加しま
す: useSystemProxyOptions=false;

ユーザー リポジトリにアクセスするユーザーの名前。
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プロパティ 説明
ユーザーロ
ール

データベースタイプに基づいて、リポジトリにアクセスするためにユーザーに付与され
るロール。
- Oracle データベースでは、ユーザーに CONNECT と RESOURCE ロールを付与する必

要があります。
- Microsoft SQL Server データベースでは、ユーザーに db_datareader、

db_datawriter、db_ddladmin の各ロールを付与する必要があります。
パスワード ユーザーのパスワード。
リポジトリ
スキーマ

リポジトリで使用されるスキーマ。詳細については、「プライベート発行ライブラリでは,
発行ライブラリサービスをバイパスする。」  (ページ 34)を参照してください。

4. 必要に応じて、次のファイルストアパブリケーションリポジトリの設定を定義します。 

プロパティ 説明
ファイルストアの
有効化

オンプレミスの Secure Agent を使用する場合は、ハブがパブリッシュされたファ
イルを現状のままファイルストアパブリケーションリポジトリに保存できるよう
にすることを選択します。

ファイルストアリ
ポジトリの場所

ファイルストアパブリケーションリポジトリのファイルディレクトリパス。
Informatica Cloud Secure Agent はその場所にアクセスできなければなりません。

5. ［保存］をクリックします。 

Cloud Integration Hub での組織設定の編集
Cloud Integration Hub で組織設定を編集します。
1. Cloud Integration Hub にアクセスします。 
2. ページの右上隅の［セットアップ］リンクをクリックします。 

［セットアップ］ページが表示されます。
3. 必須の設定を編集し、［保存］をクリックします。 

注: 
• 例えば、パブリケーションリポジトリのホスティングオプションをホステッドリポジトリからプライベ

ートリポジトリに変更すると、Cloud Integration Hub では現在のパブリケーションリポジトリからす
べてのデータが削除されます。サブスクライバは、変更前にパブリケーションリポジトリに存在してい
たデータをコンシュームできなくなります。

• 組織のユーザー資格情報（パスワード）を変更した場合は、CIH 設定ページで情報を更新する必要があ
ります。
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Salesforce アクセラレータパッケージのデプロイメント
Cloud Integration Hub を介して Salesforce から他のアプリケーションへデータを迅速に同期するためには、
Cloud Integration Hub Salesforce アクセラレータパッケージをデプロイします。
このパッケージには、Salesforce アプリケーションを Cloud Integration Hub に接続するために必要なコンポ
ーネントが含まれています。次のようなコンポーネントが含まれます。
• パブリッシュ元アプリケーションとサブスクライブ元アプリケーション
• パブリッシュ先のトピックとサブスクライブ元のトピック。
• Informatica Intelligent Cloud Services のマッピングとタスクを含む、パブリケーションとサブスクリプ

ション。
一部のコンポーネントは、Cloud Integration Hub で作成され、一部は Informatica Intelligent Cloud 
Services で作成されます。
パッケージをデプロイした後、Salesforce アクセラレータコンポーネントを使用して、Salesforce からハブ内
のトピックに連絡先、取引先、および商談のテーブルをパブリッシュし、サンプルのサブスクライブ元アプリ
ケーションを使用してデータをコンシュームし、ファイルに書き込むことができます。

始める前に
Cloud Integration Hub Salesforce アクセラレータパッケージをデプロイする前に、Informatica Intelligent 
Cloud Services で以下の接続を作成します。
• CIH_Salesforce。組織の Salesforce クラウドアプリケーションへの接続。
• CIH_FF_target。サンプルのサブスクリプションマッピングがターゲットとして使用する接続。ここに、

Cloud Integration Hub はコンシューム済みデータをフラットファイル形式で配置します。
注: CIH_Salesforce と CIH_FF_target の各接続に名前を付ける必要があります。
また、組織の Salesforce クラウドアプリケーションに取引先、連絡先、商談という各テーブルが含まれている
ことと、Cloud Integration Hub ユーザーがそれらのテーブルを読み取るための特権を持っていることを確認
します。
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Salesforce アクセラレータパッケージのコンポーネント
Salesforce アクセラレータパッケージをデプロイすると、Cloud Integration Hub は、Cloud Integration 
Hub と Informatica Intelligent Cloud Services で次のコンポーネントを作成します。

コンポーネント 説明 デプロイ先
CIH_Salesforce 組織の Salesforce クラウドアプリケーシ

ョンを表す Cloud Integration Hub アプ
リケーション。これはパブリッシュ元の
アプリケーションです。

Cloud 
Integration 
Hub。

Salesforce Salesforce テーブル（取引先、連絡先、
商談）を含む Cloud Integration Hub ト
ピック。
注: ホストされたパブリケーションリポ
ジトリを使用する場合、デフォルトです
べてのトピックフィールドが暗号化され
ます。パッケージをデプロイした後、ト
ピックを編集し、特定のカラムの暗号化
を無効にすることができます。例えば、
マッピングでフィルタとして使用する予
定のカラムです。

Cloud 
Integration 
Hub。

Pub_sfdc_Acct_Contact_Opp Salesforce アプリケーションから、およ
び取引先、連絡先、商談のテーブルから
Salesforce トピックへのパブリケーショ
ン。
パブリケーションスケジュールは、手動
または外部トリガを使用オプションに設
定されます。必要に応じて、Cloud 
Integration Hub のパブリケーションスケ
ジューリングオプションを変更すること
ができます。

Cloud 
Integration 
Hub。

Sub_app Salesforce トピックにサブスクライブす
るサンプル Cloud Integration Hub アプ
リケーション。

Cloud 
Integration 
Hub

Sub_sfdc_Acct_Contact_Opp 取引先、連絡先、および商談のテーブル
を読み取り、ターゲット接続の定義に基
づいてフラットファイルに書き込む
Salesforce トピックへのサブスクリプシ
ョン。
サブスクリプションスケジュールは、パ
ブリッシュ済みデータの準備ができてい
る場合オプションに設定されます。必要
に応じて、Cloud Integration Hub のサブ
スクリプションスケジューリングオプシ
ョンを変更することができます。

Cloud 
Integration 
Hub

cih_pub_Account_Contact_Opportunity Salesforce から Cloud Integration Hub
にデータをパブリッシュする
Informatica Intelligent Cloud Services マ
ッピング。

Informatica 
Intelligent 
Cloud 
Services
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コンポーネント 説明 デプロイ先
mct_CIH_pub_Account_Contact_Opportunity Salesforce アプリケーションから Cloud 

Integration Hub にデータをパブリッシュ
するマッピングタスク。

Informatica 
Intelligent 
Cloud 
Services

cih_sub_Account_Contact_Opportunity Cloud Integration Hub Salesforce トピッ
クからフラットファイルターゲットへの
データをコンシュームする Informatica 
Intelligent Cloud Services マッピング。

Informatica 
Intelligent 
Cloud 
Services

mct_CIH_sub_Account_Contact_Opportunity Cloud Integration Hub Salesforce トピッ
クからフラットファイル接続へのデータ
をコンシュームするマッピングタスク。

Informatica 
Intelligent 
Cloud 
Services

注: Salesforce アクセラレータパッケージコンポーネントのいずれかが Informatica Intelligent Cloud 
Services または Cloud Integration Hub に存在する場合、デプロイ操作は失敗します。

Salesforce アクセラレータパッケージのデプロイ
Salesforce アクセラレータパッケージを、Cloud Integration Hub および Informatica Intelligent Cloud 
Services にデプロイします。
1. 画面の右上隅の［Salesforce アクセラレータ］リンクをクリックします。 
2. 確認メッセージで［はい］をクリックします。 

プライベートパブリケーションリポジトリの設定
オンプレミスまたは組織のプライベートクラウドにトピックデータを格納するためのプライベートパブリケー
ションリポジトリを設定できます。プライベートパブリケーションリポジトリを使用する場合は、次の要件を
確認してください。
データベース

プライベートパブリケーションリポジトリは、Oracle、Microsoft SQL Server、MySQL データベース、ま
たは Aurora MySQL データベースに配置する必要があります。プライベートパブリケーションリポジトリ
には、Informatica Intelligent Cloud Services Secure Agent を介してアクセスできる必要があります。
パフォーマンスを最適化するには、Secure Agent とプライベートリポジトリを同じマシンに設定します。
プライベートパブリケーションリポジトリを使用する場合、Cloud Integration Hub はデータを暗号化し
ません。パブリケーションリポジトリ機能の詳細については、「ホストされたパブリケーションリポジトリ
およびプライベートパブリケーションリポジトリ」  (ページ 19)を参照してください。
注: プライベートリポジトリが MySQL データベースに配置され、MySQL サーバーと Secure Agent が異
なるタイムゾーンを使用している場合は、connectionTimeZone プロパティを接続文字列に追加して、共通の
タイムゾーンを定義します。
例えば、接続文字列を次のように設定します。
jdbc:mysql://<HOST_NAME>:<port>/<DB_NAME>?connectionTimezone=<AGENT_TIMEZONE>
ここで、<AGENT_TIMEZONE>は、Secure Agent がインストールされているノードのタイムゾーンです。
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次の表に、プライベートパブリケーションリポジトリの設定に使用できるデータベースを一覧表示します。

データベース バージョン エディション システム
Oracle 19c、18c、12cR2、12c エンタープライズ 64 ビット
Microsoft SQL Server 2019、2017、Azure SQL データベー

ス
エンタープライズ -

MySQL 5.7、8.x エンタープライズ INNODB
Aurora MySQL 3 MySQL 8.0.23 Community INNODB

Aurora MySQL を使用して、プライベートリポジトリとホストされたリポジトリの両方を設定できます。
Oracle RDS を使用してプライベートリポジトリを設定できます。

データベースユーザーアカウント
作成する必要なデータベースユーザーアカウントのユーザー名とパスワードがあることを確認します。こ
のデータベースユーザーアカウントには、以下のアクションを実行する特権が含まれている必要がありま
す。
• テーブルおよびビューからのデータの選択。
• テーブルへのデータの挿入、テーブルからのデータの削除、およびテーブル内のデータの更新。
• 次の要素を作成、変更、削除します。

- テーブル
- ビュー
- シノニム
- インデックス
- カスタムデータタイプ
- トリガ

• ストアドプロシージャおよび関数の作成、変更、削除、および実行。
Microsoft SQL Server データベースを使用する場合は、データベースユーザーアカウントにデータベース
所有者特権を付与することを検討してください。

言語のサポート
Oracle データベースで UTF-8 文字エンコードを有効にできます。文字セット<AMERICAN_AMERICA.AL32UTF8>
を使用するようにデータベースを構成します。
Secure Agent マシンで Linux オペレーティングシステムを使用する場合は、文字セット<EN_US.UTF8>を使
用するようにシステムを構成します。

MySQL 8.x および Aurora MySQL プライベートパブリケーションリポジトリの設定に関する推奨事項
MySQL 8.x または Aurora MySQL プライベートパブリケーションデータベースを設定するときは、次のル
ールとガイドラインを考慮してください。
• lower_case_table_names 設定を 1 にして、MySQL データベースを初期化します。
• utf8mb3 文字セットを使用します。
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プライベート発行ライブラリでは,発行ライブラリサービスをバイパスする。
民間の出版庫を利用すれば、Cloud Integration Hub が設置され、システムの性能を向上させるために、出版
用サービス(PRS)をバイパスすることもできる。
デフォルトでは、プライベートパブリケーションリポジトリを使用する場合 Cloud Integration Hub では,配布
されたデータを配布ライブラリに書き込み,PRS で配布ライブラリからデータを読み込む。
パブリケーションフローとサブスクリプションフローで PRS をバイパスするように Cloud Integration Hub を
設定するには、Cloud Integration Hub 接続で［プライベートパブリケーションリポジトリに JDBC を使用す
る］を選択します。［組織 Cloud のセットアップ］ダイアログボックスの［リポジトリスキーマ］フィールド
で、カスタムのリポジトリスキーマ名またはデフォルトのリポジトリスキーマ名のいずれかを入力して、リポ
ジトリに接続できます。
警告: 
• 他のタスクを実行中に指示されない限り、その他の接続プロパティを編集しないでください。
• 接続の名前は変更しないでください。
不必要に接続プロパティの編集や接続名の変更を行うと、実行時にエラーが発生する場合があります。

パブリケーションリポジトリサービスのポート番号の変更
プライベートパブリケーションリポジトリの使用を選択するときに、Cloud Integration Hub は Secure Agent
上のパブリケーションリポジトリサービスを経由してリポジトリと通信します。
デフォルトで、パブリケーションリポジトリサービスのポート番号は 19443 です。ポート番号を変更できま
す。
1. ［管理者］で、［ランタイム環境］を選択し、［ランタイム環境］ページで Cloud Integration Hub が実行

時に使用する Secure Agent の名前をクリックします。 
注: Secure Agent グループ内の Secure Agent を一覧表示するには、Secure Agent グループの展開が必要
になる場合があります。

2. ［詳細］タブの右上隅にある［編集］をクリックします。 
3. ［システム構成の詳細］領域で、［CIH プロセッサ］を選択します。 
4. ［api-port］の横にある［エージェント設定の編集］アイコンをクリックし、ポート番号を入力します。 
5. ［保存］をクリックします。 

プライベートパブリケーションリポジトリでカスタマイズしたJava KeyStore の使用
プライベートパブリケーションリポジトリを使用する場合、Cloud Integration Hub はセキュリティ証明書の
リポジトリとしてデフォルト Java KeyStore（JKS）を割り当てます。
パブリケーションリポジトリでの使用に異なるキーストアを割り当てることができます。
1. カスタマイズしたキーストアを次の場所に配置します。 

<Secure Agent installation directory>\apps\CIHProcessor\conf\
2. ［管理者］で、［ランタイム環境］を選択し、［ランタイム環境］ページで Cloud Integration Hub が実行

時に使用する Secure Agent の名前をクリックします。 
注: Secure Agent グループ内の Secure Agent を一覧表示するには、Secure Agent グループの展開が必要
になる場合があります。

3. ［詳細］タブの右上隅にある［編集］をクリックします。 
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4. ［システム構成の詳細］領域で、［CIH プロセッサ］を選択します。 
5. ［keystore-filename］の横にある［エージェント設定の編集］アイコンをクリックし、キーストアの名

前を入力します。 
6. ［keystore-password］の横にある［エージェント設定の編集］アイコンをクリックし、パスワードをキ

ーストアに入力します。 
7. ［保存］をクリックします。 

プライベートパブリケーションリポジトリのゼロダウンタイムの有効化
プライベートパブリケーションリポジトリを使用する場合は、ゼロダウンタイム環境を構成しデータアクセス
の中断をなくすことができます。
Data Integration タスクをトリガするパブリケーションおよびサブスクリプションのゼロダウンタイムを有効
にできます。API でデータをパブリッシュするパブリケーションおよびサブスクリプションでは、ゼロダウン
タイムを有効にできません。
プライベートパブリケーションリポジトリでゼロダウンタイムを構成するには、Administrator で、Cloud 
Integration Hub 接続プロパティの［プライベートパブリケーションリポジトリで JDBC を使用］オプション
を選択します。
ホストされたパブリケーションリポジトリでは、Cloud 統合ハブはすべてのパブリケーションおよびサブスク
リプションタイプに対してデフォルトでゼロダウンタイムを適用します。

サブスクリプションの中間ステージングポリシー
サブスクリプションプロセス中、Data Integration タスクは Cloud Integration Hub からデータを読み取って
から、そのデータをターゲットアプリケーションに書き込みます。
パフォーマンスチューニングの目的で、アプリケーションがパブリケーションリポジトリからデータをコンシ
ュームする場合、Cloud Integration Hub はデータをローカルフォルダに書き込んでから、そのデータをター
ゲットの場所に書き込みます。
Cloud Integration Hub はサブスクリプションの終わりにそのデータをローカルサーバーから削除します。
Cloud Integration Hub 接続のローカルサーバで中間ステージングへの書き込みを無効にできます。中間ステ
ージングを使用しない場合、Data Integration タスクは Cloud Integration Hub からデータを読み取ってか
ら、そのデータをターゲットの場所に直接書き込みます。中間ステージングへの書き込みを無効にすると、シ
ステムパフォーマンスに影響を与える可能性があります。
Cloud Integration Hub 接続の［サブスクリプションフローに中間ステージングを使用しない］オプションを
選択すると、中間ステージングへの書き込みが無効になります。
警告: 
• 他のタスクを実行中に指示されない限り、その他の接続プロパティを編集しないでください。
• 接続の名前は変更しないでください。
不必要に接続プロパティの編集や接続名の変更を行うと、実行時にエラーが発生する場合があります。
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Data Integration Hub のイベントを表示するためのCloud 統合ハブの設定
Cloud Integration Hub の［イベント］ページに Data Integration Hub のイベントが表示されるように、
Cloud Integration Hub を設定します。
1. Cloud 統合ハブの［ホーム］ページで、［システムプロパティ］をクリックします。 

［システムプロパティ］ページが表示されます。
2. 以下のプロパティを設定します。 

システムプロパティ 説明
dih.console.accessmode cihprocessor または direct を入力します。
dih.console.url Data Integration Hub コンソールの URL を入力します。
dih.console.username Data Integration Hub コンソールのユーザーアカウントのユー

ザー名を入力します。
dih.console.password Data Integration Hub コンソールのユーザーアカウントのパス

ワードを入力します。

Data Integration Hub のイベントが Cloud Integration Hub の［イベント］ページに表示されます。

ロードバランサの URL の構成
外部ロードバランサの URL を、API を使用してプライベートパブリケーションリポジトリにデータをパブリッ
シュおよびコンシュームするパブリケーションおよびサブスクリプションのベース API URL として構成できま
す。
ロードバランサのシステムプロパティが構成されていない場合、API を使用してデータをパブリッシュおよび
コンシュームするパブリケーションおよびサブスクリプションは、最初のエージェントの URL をベース API 
URL として使用します。
ロードバランサの URL を構成するには、Cloud Integration Hub の［システムプロパティ］ページでシステム
プロパティ cih.api.loadbalancer.base.url を追加します。ロードバランサの URL として値を入力します。
ロードバランサの URL は、API を使用してデータをパブリッシュおよびコンシュームする既存のまたは新規の
すべてのパブリケーションおよびサブスクリプションのベース API URL として使用されます。

システムプロパティ
システムプロパティは、イベントの表示やロードバランサの識別など、Cloud Integration Hub の動作を決定
します。［システムプロパティ］ページには、Cloud Integration Hub の［ホーム］ページの右上にある［シス
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テムプロパティ］リンクからアクセスできます。Cloud Integration Hub でシステムプロパティを構成および
編集するには、Admin ロールが割り当てられている必要があります。
以下の表は、システムプロパティの説明です。

システムプロパティ 説明
dih.console.accessmode Cloud 統合ハブで Data Integration Hub のイベントを表示するた

めの Data Integration Hub コンソールのアクセスモード。
Cloud 統合ハブサーバーが Data Integration Hub REST API にアク
セスできる場合は、値を direct に設定します。
Cloud 統合ハブサーバーが Data Integration Hub REST API にアク
セスできない場合は、値を cihprocessor に設定します。組織は
Informatica Intelligent Cloud Services で有効な CIHProcessor ライ
センスを持っている必要があり、CIHProcessor は Data Integration 
Hub REST API にアクセスできる必要があります。

dih.console.url Data Integration Hub コンソールの URL。
ホストには、IP アドレスまたはホスト名のいずれかを含めること
ができます。次に例を示します。
https://dihhost:18443/dih-console

dih.console.username Data Integration Hub コンソールのユーザーアカウントのユーザ
ー名。

dih.console.password Data Integration Hub コンソールのユーザーアカウントのパスワ
ード。

cih.api.loadbalancer.base.url ロードバランサの URL。
外部ロードバランサの URL を、API を使用してデータをプライベ
ートパブリケーションリポジトリにパブリッシュおよびコンシュ
ームするパブリケーションおよびサブスクリプションのベース
API URL として使用するように、このプロパティを構成します。

cih.api.swagger.base.url Swagger 構造のベース URL。
ベース URL を、API を使用してデータをパブリッシュおよびコン
シュームするパブリケーションおよびサブスクリプションの
Swagger 構造に追加するように、このプロパティを構成します。

cih.pubrepo.recreate.disable これにより、パブリケーションリポジトリを切り替える際、
Cloud Integration Hub がアセットを再作成するかどうかが決まり
ます。
デフォルトでは、Cloud Integration Hub はアセットを再作成しま
せん。アセットの再作成を有効にするには、値を false に設定しま
す。

システムプロパティ       37



第  3  章

プロジェクトおよびアセットの管
理

プロジェクト、およびプロジェクト内のアセットおよびフォルダは、［エクスプローラ］ページで管理します。
［エクスプローラ］ページは、ほとんどのサービスで使用できる Informatica Intelligent Cloud Services の機

能です。複数のサービスを使用している場合、全サービスのプロジェクト、フォルダ、アセットが［エクスプ
ローラ］ページに表示されます。Cloud 統合ハブアセットに加えて、統合ハブページでは一括取り込みファイ
ルとデータ統合アセットを表示できます。一括取り込みファイルまたはデータ統合アセットを選択すると、新
しいタブでアセットが開きます。
Informatica Intelligent Cloud Services のプロジェクトやアセットは、次の方法で管理できます。
• アセットの表示
• アセットを編集します。
• ［エクスプローラ］ページの他の場所にフォルダまたはアセットを移動します。
• プロジェクト、フォルダ、またはアセットを削除します。
• アセットをエクスポートし、アセットをインポートし、組織間でアセットを移行します。アセットには、ア

プリケーション、トピック、パブリケーション、サブスクリプション、監視ルールが含まれます。
• タグを適用して、［エクスプローラ］ページで関連アセットをフィルタ処理できるようにします。
アセットに対して実行できるその他のアクションおよびアセットプロパティの詳細については、そのアセット
タイプに関連する章を参照してください。

アセットの表示
［参照］ページを使用して、アプリケーション、トピック、パブリケーション、サブスクリプションなどのアセ

ットを表示します。トピックを表示する際、デフォルトではトピック図が示されます。トピック図には、トピ
ックと、トピックに関連付けられているアプリケーション、パブリケーション、サブスクリプションのグラフ
ィカル表現が表示されます。
1. ［参照］ページで、表示するオブジェクトに移動します。 
2. オブジェクトが含まれている行で、［アクション］をクリックし、［表示］を選択します。 

ヒント: トピックページの［パブリケーション］または［サブスクリプション］領域でアセットを右クリ
ックし、［表示］を選択して、アセットが関連付けられているトピックからパブリケーションまたはサブス
クリプションを表示することもできます。
アセットが表示されます。
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アセットの編集
アセットを編集するには、［参照］ページを使用します。
1. ［参照］ページで、編集するオブジェクトに移動します。 
2. オブジェクトが含まれている行で、［アクション］をクリックし、［編集］を選択します。 

アセットが表示されます。
3. アセットを編集し、［保存］をクリックします。 

トピックの編集
トピックを編集して、トピック構造を変更できます。
1. ［参照］ページのオブジェクトが含まれている行で、［アクション］をクリックし、［編集］を選択します。 

［トピック］ページが表示されます。ページの領域を拡張または縮小できます。
2. 以下のタスクの 1 つ以上を実行します。 

• トピックの全般的な詳細を編集するには、 General Details 領域までスクロールします。
• トピック構造を編集するには、 Topic Structure 領域までスクロールします。
• トピックに公開するパブリケーションを作成、編集、無効化、または削除するには Publications 領域

までスクロールします。
• トピックをサブスクライブするサブスクリプションを作成、編集、無効化、または削除するには 

Subscriptions 領域までスクロールします。
3. ［保存］をクリックします。 

フォルダとアセットの移動
フォルダとアセットは、［エクスプローラ］ページで移動できます。
1. ［エクスプローラ］ページで、移動するフォルダまたはアセットに移動します。 
2. フォルダまたは単一のアセットを移動するには、フォルダまたはアセットを含む行で［アクション］をク

リックして［移動先］を選択し、新しい場所を参照してから［選択］をクリックします。 
3. 複数のアセットを移動するには、アセットを選択し、［選択済み］をクリックして［移動先］を選択し、新

しい場所を参照してから［選択］をクリックします。 
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プロジェクト、フォルダ、およびアセットの削除
必要なくなった場合には、プロジェクト、フォルダ、またはアセットを削除できます。ただし、削除する前に、
組織内のユーザーがその使用を計画していないことを確認してください。プロジェクト、フォルダ、またはア
セットは、削除後に取得することはできません。
次の状況では、アセットを削除できません。
• アセットが現在実行中のタスクである。
• アセットが現在実行中のマッピングである。
• アセットが別のアセットによって使用されている。先にアセットの依存関係を削除してから、アセットを削

除する必要があります。
アセットの依存関係の表示については、「「アセット依存関係」  (ページ 49)」を参照してください。

• アセットにパブリケーションまたはサブスクリプションが関連付けられている。
次の図に示すように、［エクスプローラ］ページからプロジェクト、フォルダ、またはアセットを削除します。
1. ［エクスプローラ］ページで、削除するオブジェクトに移動します。 
2. プロジェクト、フォルダ、またはアセットを含む行で、［アクション］をクリックし、［削除］を選択しま

す。 
ヒント: トピックページの［パブリケーション］または［サブスクリプション］領域でアセットを右クリ
ックし、［削除］を選択して、アセットが関連付けられているトピックからパブリケーションまたはサブス
クリプションを削除することもできます。

3. 複数のアセットを削除するには、アセットを選択し、［選択済み］をクリックしてから［削除］を選択しま
す。 

ユーザーロール
ロールとは、ユーザーおよびグループへの割り当ての可能な特権の集まりです。すべてのユーザーがアセット
にアクセスして組織内のタスクを実行できるようにするには、各ユーザーまたはユーザーグループに 1 つ以上
のロールを割り当てます。
管理者が、管理者で組織のロールを割り当てます。詳細については、管理者ヘルプの「ユーザーロール」を参
照してください。
アプリケーション、監視ルール、パブリケーション、サブスクリプション、およびトピックなどの Cloud 
Integration Hub アセットに対してアクションを実行するには、Cloud Integration Hub ユーザーは、使用す
るアセットに対する特権が必要です。例えば、パブリケーションを実行するには、ユーザーは Hub パブリケー
ションアセットに対する実行特権が必要です。Informatica Intelligent Cloud Services システム定義ロールの
Designer、Admin、および Monitor は、Cloud Integration Hub アセットに対するアクセス特権を定義しま
す。
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Designer および Admin ロール
Designer および Admin ロールでは、Cloud Integration Hub アセットに対して以下の特権が付与されま
す。

アセットタ
イプ

作成 読み取り 更新 削除 実行 特権の設定

Hub アプリ
ケーション

○ ○ ○ はい 該当しませ
ん

○

Hub 監視ル
ール

○ ○ ○ はい 該当しませ
ん

○

Hub パブリ
ケーション

○ ○ ○ ○ ○ はい

Hub サブス
クリプショ
ン

○ ○ ○ ○ ○ はい

Hub トピッ
ク

○ ○ ○ はい 該当しませ
ん

○

システムプロパティを構成および編集するには、ユーザーに Admin ロールが割り当てられている必要が
あります。

Monitor ロール
Monitor ロールでは、すべての Cloud Integration Hub アセットに対する読み取り特権が付与されます。

特権
特権により、ユーザーがオブジェクトレベルで持っているアクセス権が決まります。ユーザーグループレベル
でオブジェクトタイプの特権を設定するか、オブジェクトレベル特権に含まれる特定のオブジェクトの特権を
設定します。また、オブジェクトに対する追加またはカスタムのセキュリティを追加します。特権によって、
オブジェクトに対する特権の読み取り、更新、削除、実行、および変更が可能なユーザーおよびグループが定
義されます。
管理者が、管理者で組織の特権を割り当てます。詳細については、管理者ヘルプを参照してください。
Cloud Integration Hub ユーザーに必要な特権

Cloud Integration Hub でアクションを実行するには、Cloud Integration Hub ユーザーに次の特権が必
要です。
管理者

組織、Secure Agent、Secure Agent グループ、およびユーザーアセットに対する読み取り特権。
データ統合

接続、マッピングタスク、同期タスクアセットに対する読み取り特権。
Integration Hub サービス

• Integration Hub 機能が有効です。
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• Hub アプリケーション、Hub 監視ルール、Hub パブリケーション、Hub サブスクリプション、お
よび Hub トピックに対する読み取り特権。

• 各アセットタイプにユーザーが実行する必要があるタスクに基づいた、Hub アプリケーション、
Hub 監視ルール、および Hub トピックに対する作成、更新、および削除の特権。

• 各アセットタイプにユーザーが実行する必要があるタスクに基づいた、Hub パブリケーションお
よび Hub サブスクリプションに対する作成、更新、削除、および実行の特権。

ユーザーとユーザーグループにユーザーロールを割り当てることによって、Cloud Integration Hub
アセットの特権を割り当てることができます。Informatica Intelligent Cloud Services システム定義
ロールの Designer、Admin、または Monitor を使用するか、カスタムロールを定義できます。
Cloud Integration Hub のユーザーロールの詳細については、「ユーザーロール」  (ページ 40)を参照
してください。

データ統合ユーザーに必要な特権
Cloud Integration Hub 操作のために Informatica Intelligent Cloud Services でアクションを実行するに
は（例えば、マッピングを開発、およびタスクを作成する）、Informatica Intelligent Cloud Services ユ
ーザーには次の特権が必要です。
管理者サービス

Secure Agent、接続、およびランタイム環境アセットに対する読み取り特権。
操作を実行するには、統合ハブ接続にアクセスするための読み取り特権が必要です。

データ統合
• 接続アセットに対する読み取り、作成、更新および削除特権。
• マッピングタスク、同期タスク、およびマッピングアセットに対する読み取り、作成、更新、削

除および実行特権。
• 以下の機能が有効になっています。

- データ - プレビュー
- デバッグログ - 表示
- ジョブの結果 - 表示

権限
権限によって、Secure Agent、Secure Agent グループ、接続、スケジュール、またはアセットに対するユー
ザーのアクセス権が決まります。また、オブジェクトに対する追加またはカスタムのセキュリティを追加しま
す。権限によって、オブジェクトに対する権限の読み取り、更新、削除、実行、および変更が可能なユーザー
およびグループが定義されます。
オブジェクトの権限を構成するには、次のライセンスと特権が必要です。
• プロジェクト内のすべてのアセットについてプロジェクトレベルで権限を構成するには、プロジェクトレベ

ルでセキュリティ権限の設定または設定解除を行うためのライセンスが組織に必要です。
• プロジェクト内のすべてのアセットについてフォルダレベルで権限を構成するには、フォルダレベルでセキ

ュリティ権限の設定または設定解除を行うためのライセンスが組織に必要です。
• 個々のアセットの権限を構成するには、セキュリティを詳細に設定するためのライセンスが組織に必要で

す。
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• ユーザーアカウント、または管理者がメンバとなっているグループに割り当てられたロールには、オブジェ
クトタイプに対する権限の設定特権が必要です。例えば、Secure Agent の権限を構成するには、Secure 
Agent に対する権限の設定特権を持つロールが割り当てられる必要があります。

オブジェクトの権限を構成するには、オブジェクトに移動して適切な権限を設定します。例えば、開発チーム
のユーザーグループのユーザーだけが開発データフォルダのアセットにアクセスできるようにします。フォル
ダに移動し、権限を編集し、フォルダに開発チームのユーザーグループの権限を付与します。
権限は、オブジェクトのコピーにではなく、設定したオブジェクトに適用されます。したがって、アセットを
コピーまたはエクスポートする場合、その権限はアセットと一緒にコピーまたはエクスポートされません。例
えば、ユーザー rjones が実行権限を持っているマッピングタスクをエクスポートします。マッピングタスクを
インポートすると、インポートされたマッピングには割り当てられた権限がありません。したがって、マッピ
ングタスクを実行する特権を持つユーザーは、インポートされたタスクを実行できます。
オブジェクトに対して次の権限を構成できます。

権限 説明
読み取
り

オブジェクトを開いて表示します。
オブジェクトがソース管理されている場合、この権限を持つユーザーまたはグループは、オブジ
ェクトをソース管理リポジトリからプルまたはチェックアウトできます。操作を実行するには、
統合ハブ接続にアクセスするための読み取り権限が必要です。
タスクを選択すると、この権限によって、ユーザーまたはグループがタスク内の接続またはスケ
ジュールを使用することもできます。

更新 オブジェクトを編集します。
オブジェクトがソース管理されている場合、この権限によって、ユーザーまたはグループは、オ
ブジェクトをチェックイン、チェックアウト、プル、リンク解除、またはロールバックできます。
読み取り権限が必要です（自動的に付与される）。

削除 オブジェクトを削除します。
実行 オブジェクトを実行します。

マッピング、タスク、タスクフロー、および Cloud 統合ハブアセットに適用されます。マッピン
グ、タスク、またはタスクフローのインスタンスを監視、停止、および再起動します。

権限の
変更

オブジェクトに割り当てられている権限を変更します。

注: これらの権限は、Informatica Intelligent Cloud Services 内で制御されます。Windows や Linux で
Secure Agent を起動、停止、または設定する場合の権限のような、オペレーティングシステムの権限を制御す
るものではありません。

権限のルールおよびガイドライン
権限には、次の規則とガイドラインを使用します。
• オブジェクトの権限を構成するときに、権限を付与するユーザーまたはグループに、そのオブジェクトタイ

プに対する適切な特権を持つロールが割り当てられていることを確認します。例えば、ユーザーに特定のフ
ォルダに対するサービスコンシューマロールの更新特権があっても、サービスコンシューマロールにはフォ
ルダの更新特権がないため、ユーザーはフォルダを更新できません。
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• アセットを編集するには、アセット内で使用されているすべてのアセットに対する読み取り権限がユーザー
に与えられている必要があります。例えば、同期タスクに対する読み取りおよび更新の権限をユーザーに割
り当てた場合、そのユーザーにタスクで使用されている接続、マップレット、スケジュール、および保存さ
れたクエリに対する読み取り権限もあることを確認します。

• ユーザーがタスクを編集すると、読み取り権限のないアセットは表示されません。予期しない結果を回避す
るには、ユーザーが適切な読み取り権限を付与されるまで、すべての変更をキャンセルし、タスクの編集を
回避する必要があります。

• タスクフローを構成する場合、ユーザーは、タスクフローに追加するすべてのタスクに対する実行権限を必
要とします。

• タスクフローを編集するには、タスクフローのすべてのタスクに対して実行権限が必要です。すべてのタス
クに対して実行権限がない場合、ユーザーはタスクフローに変更を保存できません。

• タスクフローを実行するには、ユーザーにタスクフローに対する読み取り権限と実行権限が必要です。
• ジョブを監視したり、実行中のジョブを停止したりするには、ユーザーはマッピング、タスク、またはタス

クフローの実行権限を必要とします。
• データ統合タスクにカスタム権限を割り当てて、アプリケーション統合プロセスまたはガイドを介してデー

タ統合タスクを呼び出す場合は、次のいずれかのタスクを実行する必要があります。
- アプリケーション統合の匿名ユーザーに、関連するデータ統合アセットの実行権限を付与します。
- アプリケーション統合の匿名ユーザーを、関連するデータ統合アセットの実行権限を持つユーザーグルー

プに追加します。

権限の設定
オブジェクトタイプに対する権限の設定特権を持つロールが割り当てられている場合は、オブジェクトの権限
を構成できます。例えば、フォルダの権限を構成するには、フォルダの権限の設定特権を持つロールが割り当
てられている必要があります。
1. 権限を構成するオブジェクトに移動します。 

例:
• Secure Agent または Secure Agent グループの権限を構成するには、管理者で［ランタイム環境］を

選択します。
• 接続の権限を構成するには、管理者で［接続］を選択します。
• マッピングの権限を構成するには、データ統合でマッピングを含むプロジェクトとフォルダを開きま

す。
• Cloud 統合ハブアセットの権限を構成するには、アセットを含むプロジェクトとフォルダを開きます。

例えば、トピックの権限を構成するには、トピックを含むプロジェクトとフォルダを開きます。
2. オブジェクトを含む行で、［アクション］をクリックして［権限］を選択するか、［権限の変更］アイコン

をクリックします。 
［権限］ダイアログボックスには、オブジェクトに対する権限を持つユーザーとグループが一覧表示されま

す。
［権限］ダイアログボックスにユーザーまたはグループが一覧表示されない場合は、そのオブジェクトに対

して権限が構成されていません。オブジェクトタイプに対して適切な特権を持つユーザーは、オブジェク
トにアクセスできます。
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次の図は、マッピングの［権限］ダイアログボックスを示しています。

3. オブジェクトに対するユーザー権限を構成するには: 
a. ［ユーザー］を選択します。 
b. ユーザーが［ユーザー］の一覧に表示されていない場合は、［追加］をクリックし、ユーザーを選択

します。 
c. ユーザーに対する適切な権限を有効または無効にします。 
注: オブジェクトに対するユーザー権限を付与すると、Informatica Intelligent Cloud Services によって
管理者もオブジェクトに対するアクセス権限を持つユーザーとして追加されます。これにより、権限を構
成するときにオブジェクトへのアクセスが失われるのを防ぎます。

4. オブジェクトに対するユーザーグループの権限を構成するには: 
a. ［グループ］を選択します。 
b. グループが［グループ］の一覧に表示されていない場合は、［追加］をクリックし、グループを選択

します。 
c. グループに対する適切な権限を有効または無効にします。 
注: オブジェクトに対するグループの権限を付与すると、Informatica Intelligent Cloud Services によっ
て管理者もオブジェクトに対するアクセス権限を持つユーザーとして追加されます。これにより、権限を
構成するときにオブジェクトへのアクセスが失われるのを防ぎます。

5. オブジェクトの権限の制限をすべて削除するには、［権限］ダイアログボックスからすべてのユーザーとグ
ループを削除します。 
すべてのユーザーとグループを削除すると、そのオブジェクトタイプに対して適切な特権を持つすべての
ユーザーがオブジェクトにアクセスできるようになります。

6. ［保存］をクリックします。 
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アセットの移行
組織間で Cloud Integration Hub アセットを移行できます。アセットには、アプリケーション、トピック、パ
ブリケーション、サブスクリプション、監視ルールが含まれます。
アセットを移行するプロセスは、ソース組織とターゲット組織が同じ PoD（Point of Delivery）上にあるかど
うかによって異なります。
• 異なる PoD 上にある組織間でアセットを移行するには、ソース組織のアセットをエクスポートしてから、

そのアセットをターゲット組織にインポートします。詳細については、「アセットのエクスポート」  (ペー
ジ 46)および「アセットのインポート」  (ページ 47)を参照してください。

• 同じ PoD 上にある組織間でアセットを移行するには、組織間移行プロセスを実行します。詳細については、
「組織間のアセットの移行」  (ページ 47)を参照してください。

移行プロセスを開始する前に、次の考慮事項に注意してください。
• API を使用してデータをパブリッシュおよびコンシュームするパブリケーションおよびサブスクリプション

を移行する場合、Cloud Integration Hub はターゲット組織の URL に基づいて、API の URL を変更します。
新しい URL を必ず API ユーザーに知らせてください。移行が完了したら、パブリケーションページまたは
サブスクリプションページから新しい URL をコピーできます。

• 以前に使用しており、後で名前を変更や削除を行ったパブリケーションまたはサブスクリプションと同じ名
前のパブリケーションまたはサブスクリプションを移行することはできません。

依存アセット
アプリケーション、パブリケーション、サブスクリプションをエクスポート、インポート、または移行する場
合、Cloud Integration Hub は依存 Cloud Integration Hub アセットもエクスポート、インポート、移行しま
す。
依存アセットには、アプリケーション、トピック、パブリケーション、サブスクリプションが含まれます。
Cloud Integration Hub は、ユーザーが他の Informatica Intelligent Cloud Services で作成したアセットや、
ユーザーが後で Cloud Integration Hub アセットと関連付けたアセットは、エクスポート、インポート、移行
しません。例えば、Cloud Integration Hub はデータ統合マッピングやタスクをエクスポート、インポート、
移行しません。アセット依存関係の詳細については、「「アセット依存関係」  (ページ 49)」を参照してくださ
い。

アセットのエクスポート
Cloud Integration Hub アセットを組織からエクスポートファイルにエクスポートします。エクスポート対象
に選択するアセットは 1 つでも複数でもよく、また組織内のすべてのアセットをエクスポートすることもでき
ます。それから、そのアセットを別の組織にインポートします。
1. ホームページの右上隅の［移行］リンクをクリックします。 
2. ［エクスポート］タブで、［エンティティの選択］をクリックします。 

［エンティティの選択］ページが表示されます。
3. ［エンティティタイプ］リストで、エクスポートするアセットのタイプを選択します。すべてのアセットタ

イプをエクスポートするには、［すべて］を選択します。 
選択したタイプのアセットが［利用可能なエンティティ］リストに表示されます。

4. ［利用可能なエンティティ］リストで、エクスポートするアセットを選択し、［追加］をクリックします。
すべてのアセットを選択するには、［すべて追加］をクリックします。 
エクスポートするアセットが［選択したエンティティ］リストに表示されます。
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5. ［エンティティの選択］ページで、［OK］をクリックします。 
エクスポートするアセットが［エクスポート］タブに表示されます。競合がある場合は、関連するアセッ
トの横に競合の解決方法が表示されます。
注: 依存 Cloud Integration Hub アセットは、親アセットを削除せずに［エクスポート］リストから削除
することはできません。

6. ［エクスポート］をクリックします。 
7. ［名前を付けて保存］ダイアログボックスで、アセットのエクスポート先のファイルの場所と名前を指定

し、［保存］をクリックします。 
Cloud Integration Hub はアセットとその依存 Cloud Integration Hub アセットをエクスポートファイル
にエクスポートします。
注: 通知 URL に基本認証を使用するサブスクリプションをエクスポートした場合、エクスポートされたエ
ンティティアクションにはパスワードは含まれません。

アセットのインポート
Cloud Integration Hub エクスポートファイルから、組織に Cloud Integration Hub アセットをインポートし
ます。
1. ホームページ右上隅の［インポート］リンクをクリックし、［インポート］タブを選択します。 
2. ［競合の解決ルール］領域で、インポート対象として選択したアセットが組織に存在する場合に実行するア

クションを選択します。各アセットタイプに対して次のいずれかの解決方法を選択します。 
• 上書き。アセットを、インポートしたアセットで上書きします。上書きされたアセットはリカバリでき

ません。
• 再利用。アセットをインポートせずに、既存のアセットを保持します。
• キャンセル。インポート操作をキャンセルします。

3. ［エンティティの選択］ページで、［OK］をクリックします。 
インポートするアセットが［インポート］タブに表示されます。競合がある場合は、関連するアセットの
横に競合の解決方法が表示されます。

4. ［インポート］をクリックし、［開く］ダイアログボックスでエクスポートファイルを選択して、［開く］
をクリックします。 
Cloud Integration Hub は選択されたアセットとその依存 Cloud Integration Hub アセットを組織にイン
ポートします。選択されたアセットが組織に存在する場合、Cloud Integration Hub が実行するアクショ
ンは、アセットタイプに対して定義した競合の解決方法によって異なります。インポート結果と競合が

［インポート］タブに表示されます。
注: 基本認証されたサブスクリプションをインポートした場合、サブスクリプションのパスワードは自動
的にインポートされないため、手動で更新する必要があります。

組織間のアセットの移行
同じ PoD（Point of Delivery）上にある組織間でアセットを移行します。移行対象に選択するアセットは 1 つ
でも複数でもよく、また組織内のすべてのアセットを選択して移行することもできます。
移行プロセスを開始する前に、以下の条件が満たされていることを確認します。
• ソース組織に対する Informatica Intelligent Cloud Services ののログイン資格情報がある。
• ソース組織が Cloud Integration Hub にプロビジョニングされている。
1. ホームページ右上隅の［移行］リンクをクリックし、［組織間のアセットの移行］タブを選択します。 
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2. ［ソース組織］領域で、［ログイン］をクリックし、移行するアセットを含む Informatica Intelligent 
Cloud Services の組織にログインします。 

3. ［競合の解決ルール］領域で、移行対象として選択したアセットがターゲット組織に存在する場合に実行す
るアクションを選択します。各アセットタイプに対して次のいずれかの解決方法を選択します。 
• 上書き。ターゲットアセットをソースアセットで上書きします。上書きされたアセットはリカバリでき

ません。
• 再利用。ソースアセットを移行しないで、既存のターゲットオブジェクトを保持します。
• キャンセル。移行操作全体をキャンセルします。

4. ［移行するエンティティ］領域で、［選択］をクリックします。 
［エンティティの選択］ページが表示されます。

5. ［エンティティタイプ］リストから、移行するアセットのタイプを選択します。すべてのアセットタイプを
移行する場合は［すべて］を選択します。 
選択したタイプのアセットが、［利用可能なエンティティ］リストに表示されます。

6. ［利用可能なエンティティ］リストで、移行するアセットを選択し、［追加］をクリックします。すべての
アセットを選択するには、［すべて追加］をクリックします。 
移行するアセットが［選択したエンティティ］リストに表示されます。

7. ［エンティティの選択］ページで、［OK］をクリックします。 
移行するアセットが［場所のレビュー］領域に表示されます。

8. ［場所のレビュー］領域で、アセットの移行先となるそれぞれの［ターゲットプロジェクト］リストからタ
ーゲットフォルダを選択します。ソースフォルダに対応するフォルダがターゲットプロジェクトに含まれ
ている場合、Cloud Integration Hub はアセットをターゲットフォルダに移行します。ソースフォルダに
対応するフォルダがターゲットプロジェクトに含まれていない場合、Cloud Integration Hub はターゲッ
トフォルダを作成し、そこにアセットを移行します。 

9. ［移行］をクリックします。 
Cloud Integration Hub は選択されたアセットとその依存 Cloud Integration Hub アセットをターゲット
組織に移行します。選択されたアセットがターゲット組織に存在する場合、Cloud Integration Hub が実
行するアクションは、アセットタイプに対して定義した競合の解決方法によって異なります。移行の競合
と結果が［組織間のアセットの移行］タブに表示されます。

移行のエラー処理
トピックをインポートまたは移行するときに、Cloud Integration Hub は、パブリケーションリポジトリにト
ピック構造を作成します。
Cloud Integration Hub が構造を作成または更新する際に問題が発生した場合、トピックの状態が無効になる
可能性があります。トピックを有効にするには、次のいずれかのアクションを実行します。
• インポートプロセスまたは移行プロセスを再実行する。
• トピックウィザードのトピックを編集して保存する。
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アセット依存関係
アセットのオブジェクトの依存関係を表示できます。アセットに対して特定の操作を実行する前に、オブジェ
クトの依存関係を確認することをお勧めします。
例えば、別のオブジェクトがアセットに依存している場合、アセットを削除できません。先に依存オブジェク
トを削除してから、アセットを削除する必要があります。アセットの依存関係を確認することで、依存オブジ
ェクトを見つけることができます。
Cloud 統合ハブアセットに対するオブジェクトの依存関係は、トピックページまたはアプリケーションページ、
および［ハブの概要］ページのリレーション図から確認できます。オブジェクトの依存関係を表示するには、
アセットをクリックします。トピックページ、アプリケーションページ、またはリレーション図が開き、オブ
ジェクトの依存関係が表示されます。

［エクスプローラ］ページでアセットのオブジェクト依存関係を表示することもできます。アセットのオブジェ
クト依存関係を表示するには、目的のアセットを含む行で、［アクション］をクリックして［依存関係の表示］
を選択します。［アセット依存関係］ページが開き、デフォルトで［次を使用］タブが表示されます。

［次を使用］タブには、選択したアセットが使用するオブジェクトのリストが表示されます。
［次により使用］タブには、選択したアセットを使用するオブジェクトのリストが表示されます。

最も低いレベルの依存関係にドリルダウンするには、［依存関係］ページに表示される各アセットの依存関係を
さらに表示します。［依存関係］ページの上部にあるパンくずリストには、依存関係のチェーンが表示されま
す。
次の図は、アセット mt_FilterArchCustRecords が、FF_USW1PF に依存する m_FilterCustRecords に依存し
ていることを示しています。

次の図は、トピックの［依存関係］ページを示しています。［利用者］タブが表示されています。

アセットを表示または削除するには、目的のアセットを含む行で、［アクション］をクリックしてアクションを
選択します。
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タグ
タグは、アセットをグループ化するために使用可能なアセットプロパティです。［エクスプローラ］ページで共
通の属性を共有するアセットをフィルタリングするためにタグを作成します。
例えば、組織の各アセットに、そのアセットを管理する支社を識別するタグが含まれます。南西地域の支社が
管理するすべてのアセットを表示するには、［エクスプローラ］ページで、タグ別に参照を行い、［南西地域］
タグをクリックします。
次の図は、この設定を示しています。

タグはすべてのアセットタイプに割り当てることができます。1 つのアセットには最大 64 個のタグを設定でき
ます。
次のいずれかの方法を使用して、特定のタグを含むすべてのアセットを検索できます。
• 任意の行で、［タグ］カラムのタグ名をクリックします。
• タグを基準に検索し、ページに表示されるタグの一覧で、タグの名前をクリックします。
次の画像は、組織用に作成されたすべてのタグを一覧表示する［エクスプローラ］ページを示しています。

タグの作成
アセットの［プロパティ］ダイアログボックスを使用して、そのアセットのタグを作成して割り当てるか、将
来使用できるようにタグを作成します。
アセットに割り当てずに複数のタグを作成するには、次の手順を実行します。
1. ［エクスプローラ］ページで、アセットタイプを参照します。 
2. アセットを含む行で、［アクション］をクリックし、［プロパティ］を選択します。 
3. ［タグ］フィールドに、作成するタグの名前を入力し、Enter キーを押します。 

タグの最大文字数は 255 文字です。
プロジェクト、フォルダ、アセット、またはタグの名前に次の文字を使用することはできません。
# ? ' | { } " ^ & [ ] / \
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4. 引き続き、他のタグを入力します。タグリストに追加するタグ名ごとに Enter キーを押します。 

5. タグを入力したら、［タグ］フィールドからタグを削除して、アセットがタグに関連付けられないようにし
ます。タグはまだ、使用可能なタグの一覧に表示されたままとなります。 

6. ［保存］をクリックします。 

タグの割り当て
アセットにタグを一対一で割り当てたり、複数のアセットに 1 つのタグを同時に割り当てることができます。
複数のタグを 1 つのアセットに割り当てることもできます。
アセットにタグを割り当てる場合は、既存のタグを選択するか、新規作成できます。
1. ［エクスプローラ］ページで、1 つ以上のアセットに移動します。 
2. 1 つのアセットにタグを割り当てるか、複数のアセットにタグを同時に割り当てるかに応じて、次のいず

れかのタスクを実行します。 
• 1 つのアセットにタグを割り当てるには、アセットを含む行で、［アクション］をクリックし、［プロパ

ティ］を選択します。
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• 複数のアセットにタグを同時に割り当てるには、各アセットの行でチェックボックスをオンにします。
すべてのアセットを選択した後、選択メニューから［タグ］を選択します。

3. 既存のタグを選択するか、新しいタグの名前を入力します。 
必要なタグがすべて割り当てられるまで、タグの追加や新しいタグの作成を続けます。

4. ［保存］をクリックします。 

タグの編集と削除
タグは［エクスプローラ］ページで編集または削除できます。
タグのプロパティでタグ名または説明を編集します。タグを編集すると、関連するアセットのプロパティも更
新されます。例えば、m_sales アセットに NorthWest タグがあり、このタグの名前を NW に変更すると、
m_sales アセットプロパティのタグの名前は NW に変更されます。
タグを削除すると、そのタグはアセットプロパティに表示されなくなります。
1. ［エクスプローラ］ページで、タグを基準にして参照します。 
2. タグが含まれている行で、次のいずれかのタスクを実行します。 

• タグを編集するには、［アクション］をクリックし、［編集］を選択します。変更を行ったら［保存］を
クリックします。

• タグを削除するには、［アクション］をクリックし、［編集］を選択します。
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第  4  章

アプリケーション
アプリケーションは、販売アプリケーションやカスタマサービスアプリケーションなど、組織内の他のアプリ
ケーションとデータを共有する必要がある組織内のエンティティを表します。Cloud Integration Hub では、
アプリケーションはパブリケーションおよびサブスクリプションのコンテナです。
アプリケーションは定義済みのトピックにデータをパブリッシュし、トピックからデータをサブスクライブす
ることができます。例えば、販売アプリケーションは、販売レポートをパブリッシュしたり、業務アプリケー
ションからの最新在庫情報にサブスクライブしたりできます。パブリケーションをアプリケーションに追加す
る場合は、どのトピックデータがアプリケーションからパブリッシュされるかに基づいたスケジュールを定義
します。また、どのトピックデータがアプリケーションから取得されて Cloud Integration Hub パブリケーシ
ョンリポジトリにパブリッシュされるかに基づいたスケジュールも定義します。アプリケーションにサブスク
リプションを追加する場合は、アプリケーションのサブスクライブ先トピックや、アプリケーションがトピッ
クからコンシュームするデータのスケジュールおよびスコープを定義します。トピックは、関連付けられたパ
ブリケーションおよびサブスクリプションがパブリッシュおよびコンシュームするデータの構造を定義します。

アプリケーション管理
アプリケーションを作成し、パブリケーションまたはサブスクリプションをアプリケーションに追加します。

アプリケーションの作成
アプリケーションを作成するには、ナビゲータを使用します。
1. ナビゲータで、［新規］ > ［アプリケーション］をクリックします。 

［新しいアプリケーション］ページが表示されます。
2. アプリケーション名を入力し、必要に応じてアプリケーションの説明を入力し、［保存］をクリックしま

す。 
3. アプリケーションにパブリケーションを追加するには、［新しいパブリケーション］をクリックし、パブリ

ケーションを定義して保存します。 
4. アプリケーションにサブスクリプションを追加するには、［新しいサブスクリプション］をクリックし、サ

ブスクリプションを定義して保存します。 
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既存のアプリケーションへのパブリケーションまたはサブスクリプションの追加
既存のアプリケーションにパブリケーションとサブスクリプションを追加するには、［参照］ページを使用しま
す。
1. ナビゲータで、［参照］をクリックします。［すべてのアセット］リストをクリックし、［ハブの管理］ > 

［アプリケーション］を選択します。 
［参照］ページには、既存のアプリケーションがすべて表示されます。表示内容を名前、説明、または最終

更新日時でソートできます。
2. アプリケーションを起動し、行の右端にあるアクションメニューをクリックし、メニューから パブリケー

ションの追加 または サブスクリプションの追加を選択します。 
［新しいパブリケーション］ページまたは［新しいサブスクリプション］ページが表示されます。パブリケ

ーションまたはサブスクリプションを定義して保存します。

アプリケーションのプロパティ
アプリケーションのプロパティには、アプリケーションに関する全般的な情報、アプリケーションに関連付け
られているパブリケーションのリスト、アプリケーションに関連付けられているサブスクリプションのリスト
などがあります。
アプリケーションのページには次のプロパティが含まれます。
アプリケーション名

アプリケーションの名前。名前の最大文字数は特殊文字を含めて 60 文字です。
説明

アプリケーションの説明。説明には最大 255 文字を含めることができます。
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第  5  章

トピック
トピックは、Cloud Integration Hub でパブリッシュおよびコンシュームされるドメインを表すエンティティ
です。
Cloud Integration Hub を使用して、リレーショナルデータをリレーショナルデータベースに格納し、ファイ
ルを現状のままファイルストアに格納できます。リレーショナルデータベースでは、トピックはデータ構造や、
データ保持期間などの追加のデータ定義を定義します。
例: 取引先トピックを作成し、その中に、2 つの CRM アプリケーション、現在のアプリケーション、およびレ
ガシーアプリケーションを作成し、取引先データをパブリッシュします。マーケティングアプリケーションと
データウェアハウスが、取引先トピック内のデータにサブスクライブします。
Cloud Integration Hub を使用し、ファイルストアにファイルを現状のまま保存できます。ファイルストアで
は、トピックはデータ保持期間を定義します。
複数のアプリケーションは同じトピックにパブリッシュし、１つのアプリケーションはリレーショナルデータ
ベースまたはファイルストアの特定のトピックにサブスクライブできます。アプリケーションは、リレーショ
ナルデータベースの複数トピックにサブスクライブできます。

リレーショナルデータベースのトピック構造
リレーショナルデータベースでトピックを作成するとき、パブリケーションによるデータのパブリッシュ先と
なりサブスクリプションによるデータのコンシューム元となるパブリケーションリポジトリのデータ構造を定
義します。トピック構造は複数のテーブルで構成することができます。
Cloud Integration Hub は、トピックにパブリッシュされるデータを保持するパブリケーションリポジトリに
テーブルを生成します。Cloud Integration Hub は、トピックに関連付けられたパブリケーションおよびサブ
スクリプションのデータ構造を使用します。
例えば、販売データを表す Sales トピックを作成します。組織内のすべての店舗のアプリケーションは、販売
データを Sales トピックにパブリッシュします。経理アプリケーションは Sales トピックにサブスクライブし
て、すべての店舗からパブリッシュされた販売データをコンシュームします。フィルタが適用されている場合
は、特定の店舗からパブリッシュされたデータをコンシュームできます。
Cloud Integration Hub でパブリッシュおよびコンシュームされるデータのパブリケーションおよびサブスク
リプションを定義する前に、Cloud Integration Hub のパブリケーションリポジトリで Cloud Integration 
Hub にパブリッシュされるデータを保持する標準の構造を定義する必要があります。標準の構造は、トピック
を定義するときに定義します。異なるソースのデータセットを表す複数のトピックを定義できます。
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リレーショナルデータベースでのトピックテーブルの作成
次の方法で、リレーショナルデータベースにトピックテーブルを作成できます。
• 接続からテーブルを作成します。この方法は、トピックが表すデータドメイン内のテーブルの構造が接続オ

ブジェクトに存在する場合に使用します。リレーショナル、フラットファイル、JDBC_IC、JDBCV2、およ
び Salesforce 接続を使用して、トピックテーブルを作成できます。［接続からテーブルを追加］ダイアログ
ボックスには、最大 200 個のテーブルが表示されます。接続からオブジェクトを検索することもできます。

• フラットファイルからテーブルを作成する。トピックが表しているデータドメイン内のテーブルの構造がフ
ラットファイルに格納されている場合は、この方法を使用します。

• メタデータファイルからテーブルを作成する。この方法は、トピックが表しているデータドメイン内のテー
ブルの構造が JSON、XML、XLS、または XLSX ファイル内に存在する場合に使用します。詳細については、

「メタデータファイルを使用したトピックテーブルの作成リレーショナルデータベースでのメタデータファ
イルを使用したトピックテーブルの作成▼前の分節と統合▼」  (ページ 56)を参照してください。

• 新しいテーブルを作成する。テーブルの構造が互換性のあるファイルに格納されていない場合は、この方法
を使用し、構造を手動で定義します。

1 つのトピックにテーブルを作成する方法は複数あります。例えば、フラットファイルから 2 つのテーブルを
作成する、メタデータファイルから 3 つのテーブルを作成する、新しいテーブルを作成する、です。
注: 
• パブリケーションまたはサブスクリプションが関連付けられたトピックにテーブルまたはテーブルカラムを

追加する場合に追加のデータをパブリッシュおよびコンシュームするには、追加のテーブルまたはカラムが
含まれるようにマッピングを編集します。マッピングが更新されていない場合、Cloud Integration Hub は
追加データをパブリケーションリポジトリにパブリッシュせず、サブスクライバにはこのデータが送信され
ません。

• トピックテーブルでフィールドを暗号化するとストレージ領域が増加するため、パブリケーションとサブス
クリプションの実行時間に影響します。

メタデータファイルを使用したトピックテーブルの作成リレーショナルデータベースでのメタデータファイルを使用したトピックテーブルの作成▼前の分節と統合▼
Cloud Integration Hub にメタデータファイルをロードして、リレーショナルデータベースでファイル構造に
基づくトピックテーブルを作成できます。
メタデータファイルを使用してトピックテーブルを作成するときは、ファイルでテーブル属性を定義してから
Cloud Integration Hub にロードできます。例えば、カラムデータ型と精度を定義したり、暗号化されていな
いフィルタアクセラレータとしてカラムを定義したりすることができます。
トピックテーブルを作成するときは、JSON、XML、XLS、および XLSX メタデータファイルを使用できます。
メタデータファイルには次のフィールドが含まれている必要があります。その他のフィールドが含まれていて
はいけません。
columnName

必須。テーブルカラムの名前。名前は、英文字またはアンダースコアで開始する必要があり、英数字およ
びアンダースコアのみを含めることができます。

filterAccelerator
オプション。サブスクリプションのクエリでカラムが使用されること、および Cloud Integration Hub に
よるパフォーマンス関連の処理が必要であることを示します。このインジケータは、バインドされていな
いサブスクリプションで使用予定のトピックとともに使用してください。デフォルト: false。
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フィルタアクセラレータを使用する場合は、次のガイドラインを検討してください。
• フィルタアクセラレータにより、Cloud Integration Hub パブリケーションリポジトリへのパブリケー

ションデータの書き込み速度は遅くなります。
• フィルタアクセラレータは、フィルタを使用しないサブスクリプションには影響しません。
• ホストされた Cloud Integration Hub パブリケーションリポジトリの新しいトピックデータの暗号化

を有効にすることができます。カラムをフィルタアクセラレータとして使用するには、カラムの
encryption フィールドの値を false に定義する必要があります。

データ型
オプション。フィールドのデータ型。デフォルト: string。
ファイルには、次のデータ型のフィールドを含めることができます。
• String
• Decimal
• Double
• Int32
• Int64
• Date_time
• テキスト

精度
オプション。精度をサポートするデータ型に適用されます。デフォルトの precision の値は、フィールド
のデータ型によって異なります。
• string: 255
• decimal: 15
• text: 10000

スケール
オプション。データスケーリングをサポートするデータ型に適用されます。デフォルトの scale の値は、
フィールドのデータ型によって異なります。
• Decimal: 0。decimal フィールドが暗号化されておらず、パブリッシュされた値がトピックの decimal

スケール値よりも小さい場合、Cloud Integration Hub は decimal 値にゼロを追加します。例えば、
decimal 値 15.4 にスケールとして 4 を定義すると、Cloud Integration Hub は decimal 値 15.4000 を
ともなうデータをパブリッシュおよびコンシュームします。

• Date_time: 0。例えば、2022-02-04 00:40:23.946 の date_time にスケールとして 2 を定義すると、
Cloud Integration Hub は date_time を 2022-02-04 00:40:23.950 に丸めます。ホストされたパブリケー
ションリポジトリに適用されます。

• その他すべてのデータ型: 空
暗号化

オプション。ホストされたパブリケーションリポジトリに適用されます。
必須

オプション。リレーショナルトピックテーブルに適用されます。このオプションが true に設定されている
場合は、データが必須フィールドにパブリッシュされていることを確認してください。パブリッシュされ
たデータが、必要な必須フィールドの基準を満たしていない場合、イベントは失敗します。
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いずれかの必須フィールドがファイルに含まれていない場合、Cloud Integration Hub へのファイルのロード
は失敗します。
ファイルに同一の行が含まれる場合、Cloud Integration Hub は最初の行のみをトピックテーブルに追加しま
す。
JSON ファイルでのテーブルの例

[{"columnName":"id", "filterAccelerator": "false", "dataType": "int32", "encryption":false, "required":true},{"columnName":"name", "filterAccelerator": "false", "dataType": "string", "precision" : 100, "encryption":false, "required":true},{"columnName":"age", "filterAccelerator": "true", "dataType": "decimal", "precision" : 3, "encryption":"true", "required":true},{"columnName":"city", "filterAccelerator": "True", "dataType": "string", "precision" : 50, "encryption":"FALSE", "required":true},{"columnName":"salary", "filterAccelerator": false, "dataType": "decimal", "precision" : 15, "scale":2, "encryption":true, "required":true}]
XML ファイルでのテーブルの例

<table><column><columnName>id</columnName><dataType>int32</dataType><encryption>false</encryption><required>false</required><filterAccelerator>true</filterAccelerator> </column><column><columnName>name</columnName><dataType>String</dataType><encryption>true</encryption><required>true</required><precision>100</precision><filterAccelerator>false</filterAccelerator> </column>
</table>

XLS または XLSX ファイルでのテーブルの例

columnNa
me

filterAccele
rator

データ型 精度 スケール 暗号化 required

id TRUE Int32 FALSE true
name FALSE String 255 FALSE true

リレーショナルデータベースでのトピック構造の更新
リレーショナルデータベースで関連付けられたパブリケーションまたはサブスクリプションによってトピック
の構造を編集すると、関連付けられたパブリケーションおよびサブスクリプションに影響することがあります。
トピック構造の変更はパブリケーションリポジトリ内のデータにも影響する可能性があり、場合によってはデ
ータが失われます。
更新内容によっては、関連付けられたパブリケーションおよびサブスクリプションを新しいトピック構造に合
わせて編集することが必要になる場合があります。トピックの更新では、［処理中］または［遅延］のステータ
スにあるパブリケーションイベントまたはサブスクリプションイベントがあってはなりません。［処理中］のス
テータスにあるパブリケーションイベントまたはサブスクリプションイベントを［イベント］ページで検索し、
それらを更新する前にステータスを［破棄済み］に変更します。詳細については、「処理中ステータスにあるす
べてのイベントの破棄」  (ページ 117)を参照してください。
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次の表に、トピック構造の更新がパブリケーションリポジトリ内のデータに及ぼす影響を示します。また、更
新の結果、関連付けられたパブリケーションおよびサブスクリプションで必要となるオプションまたは必須の
変更を示します。

トピック構造の更新 パブリケーションリポ
ジトリのデータに対す
る影響  1

関連付けられたパブリケーションおよびサブスク
リプションに対するオプション/必須の変更

テーブルの追加 テーブルが追加される オプション: 追加のテーブルをパブリッシュしてコ
ンシュームするには、マッピングを編集してテーブ
ルを追加します。
マッピングを更新しないと、テーブル内のデータは
パブリケーションリポジトリにパブリッシュされ
ず、サブスクリプションはデータを受け取りませ
ん。

テーブルの削除 テーブル、およびテーブ
ルにパブリッシュされて
いたデータが削除される

パブリケーションのマッピングおよびサブスクリプ
ションのマッピングとフィルタから、テーブルへの
参照を削除します。

カラムの追加 カラムが追加される オプション: 追加のカラムをパブリッシュしてコン
シュームするには、マッピングを編集してカラムを
追加します。
マッピングを更新しないと、カラム内のデータはパ
ブリケーションリポジトリにパブリッシュされず、
サブスクライバはデータを受け取りません。

カラムの削除 カラムおよびカラムにパ
ブリッシュされていたデ
ータが削除される

パブリケーションのマッピングおよびサブスクリプ
ションのマッピングとフィルタから、カラムへの参
照を削除します。

カラム名の変更 カラムおよびカラムにパ
ブリッシュされていたデ
ータが削除され、新しい
名前で別のカラムが作成
される

パブリケーションのマッピングおよびサブスクリプ
ションのマッピングとフィルタから、変更済みカラ
ムへの参照を削除します。
オプション: 新しい名前で作成されたカラムをパブ
リッシュまたはコンシュームするには、マッピング
を編集して新しいカラムを追加します。
マッピングを更新しないと、新しいカラム内のデー
タはパブリケーションリポジトリにパブリッシュさ
れず、サブスクライバはデータを受け取りません。

カラムデータ型の変更 カラムおよびカラムにパ
ブリッシュされていたデ
ータが削除され、新しい
データ型で別のカラムが
作成される

パブリケーションのマッピングおよびサブスクリプ
ションのマッピングとフィルタから、変更済みカラ
ムへの参照を削除します。
オプション: 新しいデータ型で作成されたカラムを
パブリッシュまたはコンシュームするには、マッピ
ングを編集して新しいカラムを追加します。
マッピングを更新しないと、新しいカラム内のデー
タはパブリケーションリポジトリにパブリッシュさ
れず、サブスクライバはデータを受け取りません。

カラムの精度向上（スケ
ールは変更なし）

カラムが更新される 関連付けられたすべてのパブリケーションおよびサ
ブスクリプションに対して、パブリケーションまた
はサブスクリプションページを開きます。パブリケ
ーションまたはサブスクリプションの設定を編集す
る必要はありません。
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トピック構造の更新 パブリケーションリポ
ジトリのデータに対す
る影響  1

関連付けられたパブリケーションおよびサブスク
リプションに対するオプション/必須の変更

カラムの精度向上、およ
び精度の向上分と同じか
少ない値でスケールを向
上

カラムが更新される 関連付けられたすべてのパブリケーションおよびサ
ブスクリプションに対して、パブリケーションまた
はサブスクリプションページを開きます。パブリケ
ーションまたはサブスクリプションの設定を編集す
る必要はありません。

他のすべての精度または
スケールの更新

カラムおよびカラムにパ
ブリッシュされていたデ
ータが削除され、新しい
精度またはスケールで別
のカラムが作成される

パブリケーションのマッピングおよびサブスクリプ
ションのマッピングとフィルタから、変更済みカラ
ムへの参照を削除します。
オプション: 新しい精度またはスケールで作成され
たカラムをパブリッシュまたはコンシュームするに
は、マッピングを編集して新しいカラムを追加しま
す。
マッピングを更新しないと、新しいカラム内のデー
タはパブリケーションリポジトリにパブリッシュさ
れず、サブスクライバはデータを受け取りません。

1.  パブリケーションリポジトリ内のカラムの削除には、テーブルの行数によっては時間がかかることがあ
ります。

トピックのデータ保持
トピックのデータ保持では、アプリケーションが Cloud Integration Hub パブリケーションリポジトリのトピ
ックにパブリッシュするデータを、Cloud Integration Hub が保持する期間を定義します。
コンシュームされるデータの保持期間は、すべてのサブスクライバがデータをコンシュームする場合に、
Cloud Integration Hub がコンシュームされるデータをパブリケーションリポジトリに保持する期間を定義し
ます。各パブリケーションインスタンスについて、コンシュームされるデータの保持期間は、すべてのサブス
クライバがデータを正常にコンシュームまたは破棄した場合にスタートします。期間は 1 から 90 日の間です。
つまり、パブリケーションインスタンスに関連付けられたすべてのイベントのステータスが［完了］または

［破棄済み］になった後です。すべてのサブスクライバがデータをコンシュームまたは破棄する場合、Cloud 
Integration Hub は、コンシュームされるデータの保持期間が終了するまでデータをパブリケーションリポジ
トリに保持し、その後データをパブリケーションリポジトリから削除します。
コンシュームされないデータの保持期間は、Cloud Integration Hub がコンシュームされないデータをパブリ
ケーションリポジトリに保持してから、データを削除するまでの期間を定義します。コンシュームされないデ
ータの保持期間は、コンシュームされるデータの保持期間と 90 日の間です。

トピックの管理
トピックを作成し、パブリケーションおよびサブスクリプションをトピックに追加し、トピックをサブスクラ
イブします。
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トピックの作成
トピックを作成するには、ナビゲータを使用します。
1. ナビゲータで、［新規］ > ［トピック］をクリックします。 

［新規トピック］ページが表示されます。
2. トピック名を入力します。名前は、英文字またはアンダースコアで開始する必要があり、英数字およびア

ンダースコアのみを含めることができます。必要に応じて、トピックの説明を入力します。 
3. ［参照］をクリックして場所を選択します。 
4. パブリケーションリポジトリのタイプを選択します。 

• リレーショナル。パブリッシュされたデータをリレーショナルデータベースに格納します。リレーショ
ナルデータをパブリッシュしてコンシュームするパブリケーションおよびサブスクリプションに使用す
るトピックには、このリポジトリタイプを選択してください。

• ファイルストア。パブリッシュされたファイルをファイルストアに格納します。ファイルを現状のまま
パブリッシュしてコンシュームするパブリケーションおよびサブスクリプションに使用するトピックに
は、このリポジトリタイプを選択してください。

5. リレーショナルパブリケーションリポジトリを使用する場合は、トピックのタイプを選択します。 
• 増分ロード。トピックのインスタンスには最新のデータ変更のみが含まれます。このトピックタイプを

選択した場合は、データソースに差分インジケータが含まれていることを確認します。
• 完全ロード。トピックインスタンスには、前回のパブリケーション後に加えられたすべてのデータ変更

が含まれます。
6. トピックに対して新規パブリケーションと新規サブスクリプションを禁止するかどうかを選択します。こ

のオプションを選択すると、トピックに対してパブリッシュおよびサブスクライブするパブリケーション
およびサブスクリプションを作成できません。 

7. ［コンシュームされるデータの保持期間］フィールドに、コンシュームされるデータをパブリケーションリ
ポジトリに保持する日数を入力します。1 から 90 日の間の値を入力します。各パブリケーションインスタ
ンスについて、コンシュームされるデータの保持期間は、すべてのサブスクライバがデータを正常にコン
シュームまたは破棄した場合にスタートします。つまり、パブリケーションインスタンスに関連付けられ
たすべてのイベントのステータスが［完了］または［破棄済み］になった後です。 

8. ［コンシュームされないデータの保持期間］フィールドに、コンシュームされないデータをパブリケーショ
ンリポジトリに保持する日数を入力します。コンシュームされるデータの保持期間と 90 日の間の値を入
力します。 

9. Create Table From をクリックし、次のいずれかの方法を選択します。 
• 接続からテーブルを作成します。この方法は、トピックが表すデータドメイン内のテーブルの構造が接

続オブジェクトに存在する場合に使用します。リレーショナル、フラットファイル、JDBC_IC、
JDBCV2、および Salesforce 接続を使用して、トピックテーブルを作成できます。［接続からテーブル
を追加］ダイアログボックスには、最大 200 個のテーブルが表示されます。接続からオブジェクトを
検索することもできます。

• フラットファイルからテーブルを作成する。トピックが表しているデータドメイン内のテーブルの構造
がフラットファイルに格納されている場合は、この方法を使用します。

• メタデータファイルからテーブルを作成する。この方法は、トピックが表しているデータドメイン内の
テーブルの構造が JSON、XML、XLS、または XLSX ファイル内に存在する場合に使用します。詳細に
ついては、「メタデータファイルを使用したトピックテーブルの作成リレーショナルデータベースでの
メタデータファイルを使用したトピックテーブルの作成▼前の分節と統合▼」  (ページ 56)を参照して
ください。

• 新しいテーブルを作成する。テーブルの構造が互換性のあるファイルに格納されていない場合は、この
方法を使用し、構造を手動で定義します。
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10. ［テーブルの作成］ダイアログボックスでテーブルを定義し、［OK］をクリックします。 
テーブルの構造が［トピック構造］領域に示されます。

11. 必要な数のテーブルをトピックに追加します。トピックに少なくとも 1 つのテーブルを追加する必要があ
ります。複数の方法を使用して、トピックにテーブルを追加することができます。 
トピックテーブルを編集または削除するには、テーブルの行に移動し、行の右端にある Action メニュー
をクリックします。メニューから、必要なアクション（行の追加、テーブル名の変更、行の削除、または
テーブルの削除）を選択します。

12. ［保存］をクリックします。 
トピックページには、Topic Diagram が表示されます。

13. 必要に応じて、トピックにパブリケーションとサブスクリプションを追加します。次のアクションのいず
れかまたは両方を実行します。 
• トピックにパブリケーションを追加するには、 Publications 領域を展開 し、 New Publication をク

リックします。パブリケーションの作成の詳細については、 パブリケーションの作成 パブリケーショ
ンを作成するには、ナビゲータを使用します。 を参照してください。

• トピックにサブスクリプションを追加するには Subscriptions 領域を展開 し New Subscription をク
リックします 。サブスクリプションの作成の詳細については、 サブスクリプションの作成サブスクリ
プションを作成するには、ナビゲータを使用します。 を参照してください。

トピックへのサブスクライブ
トピックにサブスクライブするには、［参照］ページを使用します。
1. ［参照］ページで、トピックをサブスクライブするオブジェクトに移動します。 
2. オブジェクトが含まれている行で、［アクション］をクリックします。［サブスクライブ］を選択して、サ

ブスクリプションを設定します。 

トピックプロパティ
トピックプロパティには、トピック、トピック構造、トピックに関連付けられたパブリケーションやサブスク
リプションに関する全般情報が含まれます。
トピックページには次のエリアが含まれます。
• トピック図。トピックとその他のアセットへのリレーションの視覚的概要を示します。図のアセットにアク

ションを実行できます。詳細については、「トピック図」  (ページ 63)を参照してください。
• 全般情報。トピックに関する全般情報。詳細については、「全般情報プロパティ」  (ページ 63)を参照して

ください。
• トピック構造。それぞれのテーブルに関する詳細を含む、トピックテーブルのリスト。このエリアのトピッ

クにトピックテーブルを追加します。詳細については、「トピック構造のプロパティ」  (ページ 64)を参照
してください。

• パブリケーション。それぞれのパブリケーションに関する情報を含む、トピックにデータをパブリッシュす
るパブリケーションのリスト。既存のパブリケーションにアクションを実行し、このエリアに新しいパブリ
ケーションを作成できます。詳細については、「プロパティプロパティ」  (ページ 68)を参照してください。
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• サブスクリプション。それぞれのサブスクリプションに関する情報を含む、トピックからのデータにサブス
クライブするサブスクリプションのリスト。既存のサブスクリプションにアクションを実行し、このエリア
に新しいサブスクリプションを作成できます。詳細については、「サブスクリプションプロパティ」  (ペー
ジ 68)を参照してください。

トピックページにそれぞれのエリアを折り畳んだり、展開したりできます。

トピック図
トピックページではトピック図が表示されます。この図は、トピックと、次のアセットを含む他のアセットと
のリレーションの視覚的概要を示します。
• トピックにデータをパブリッシュするパブリケーション
• アプリケーションからトピックにデータをパブリッシュするパブリケーション
• トピックからデータにサブスクライブするサブスクリプション
• サブスクリプションを通してトピックからデータをコンシュームするアプリケーション
次の画像に、トピック図の例を示します。

アセットをクリックすると、そのアセットのプロパティページが表示されます。例えば、パブリケーションを
クリックすると、パブリケーションページが表示されます。
アセットを右クリックすると、表示して編集するために開くことができます。データ統合タスクをトリガする
パブリケーションとサブスクリプションを実行することもできます。

全般情報プロパティ
トピックページの全般情報エリアには、次のプロパティが含まれます。
トピック名

トピックの名前。名前は、英文字またはアンダースコアで開始する必要があり、英数字およびアンダース
コアのみを含めることができます。

説明
トピックの説明（省略可能）。

パブリケーションリポジトリタイプ
コンシュームするパブリッシュ済みデータまたはファイルをハブが格納する場所となるパブリケーション
リポジトリのタイプ。
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次のいずれかのオプションを選択します。
• リレーショナル。パブリッシュされたデータをリレーショナルデータベースに格納します。データ統合

タスクを実行するかまたは API を使用してデータをパブリッシュするパブリケーションおよびサブスク
リプション用のリレーショナルパブリケーションリポジトリを使用します。

• ファイルストア。パブリッシュされたファイルを現状のままファイルストアに格納します。ファイル取
り込みタスクを実行するパブリケーションおよびサブスクリプション用のファイルストアパブリケーシ
ョンリポジトリを使用します。

トピックタイプ
トピックのタイプ。トピックタイプは、アプリケーションがトピックに公開するデータのタイプによって
決まり、サブスクライバからトピックへの配信オプションに影響を及ぼします。
次のいずれかのオプションを選択します。
• 増分ロード。トピックのインスタンスには最新のデータ変更のみが含まれます。このトピックタイプを

選択した場合は、データソースに差分インジケータが含まれていることを確認します。
• 完全なロード。トピックには、前回のパブリケーション後に行われたすべてのデータ変更が含まれま

す。
このトピックに対する新しいパブリケーションおよび新しいサブスクリプションを禁止

新しいパブリケーションのトピックへの公開や、新しいサブスクリプションのトピックへのサブスクライ
ブを禁止できます。例えば、トピックを削除する場合などです。指定したトピックは、パブリケーション
およびサブスクリプションを作成するときに選択できなくなります。
既存のパブリケーションはデータをトピックに公開することができ、既存のサブスクリプションはトピッ
クからデータを使用することができます。

コンシュームされるデータの保持期間
Cloud Integration Hub がコンシュームされるデータをパブリケーションリポジトリに保持してから、デ
ータを削除するまでの期間を決定します。コンシュームされるデータの保持期間は、1 から 90 日の間でな
ければなりません。
各パブリケーションインスタンスについて、コンシュームされるデータの保持期間は、すべてのサブスク
ライバがデータを正常にコンシュームまたは破棄した場合にスタートします。つまり、パブリケーション
インスタンスに関連付けられたすべてのイベントのステータスが［完了］または［破棄済み］になった後
です。

コンシュームされないデータの保持期間
Cloud Integration Hub がコンシュームされないデータをパブリケーションリポジトリに保持してから、
データを削除するまでの期間を決定します。コンシュームされないデータの保持期間は、コンシュームさ
れるデータの保持期間と 90 日の間でなければなりません。
各パブリケーションインスタンスについて、コンシュームされないデータの保持期間は、データのパブリ
ッシュ後からスタートします。

トピック構造のプロパティ
トピックページのトピック構造エリアには、次のプロパティが含まれます。
次からテーブルを作成

トピックにテーブルを追加します。トピックには少なくとも 1 つのテーブルが含まれている必要がありま
す。
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次の方法を 1 つ以上使用して、トピックにテーブルを追加できます。
• 接続からテーブルを作成します。この方法は、トピックが表すデータドメイン内のテーブルの構造が接

続オブジェクトに存在する場合に使用します。リレーショナル、フラットファイル、JDBC_IC、
JDBCV2、および Salesforce 接続を使用して、トピックテーブルを作成できます。［接続からテーブル
を追加］ダイアログボックスには、最大 200 個のテーブルが表示されます。接続からオブジェクトを
検索することもできます。

• フラットファイルからテーブルを作成する。トピックが表しているデータドメイン内のテーブルの構造
がフラットファイルに格納されている場合は、この方法を使用します。

• メタデータファイルからテーブルを作成する。この方法は、トピックが表しているデータドメイン内の
テーブルの構造が JSON、XML、XLS、または XLSX ファイル内に存在する場合に使用します。詳細に
ついては、「メタデータファイルを使用したトピックテーブルの作成リレーショナルデータベースでの
メタデータファイルを使用したトピックテーブルの作成▼前の分節と統合▼」  (ページ 56)を参照して
ください。

• 新しいテーブルを作成する。テーブルの構造が互換性のあるファイルに格納されていない場合は、この
方法を使用し、構造を手動で定義します。

表示
トピック内のテーブルを一覧表示します。特定のテーブルを表示するように選択できます。
トピックテーブルのリストは、それぞれのテーブルの次のプロパティを示します。
テーブル

トピックテーブルの名前。トピックテーブルの名前は英文字またはアンダースコアで開始する必要が
あり、ASCII の英数字およびアンダースコアのみを含めることができます。名前は Cloud Integration 
Hub リポジトリ内で一意でなければなりません。

カラム
テーブルカラムの名前。名前は、英文字またはアンダースコアで開始する必要があり、英数字および
アンダースコアのみを含めることができます。

フィルタアクセラレータ
サブスクリプションのクエリでカラムが使用されること、および Cloud Integration Hub によるパフ
ォーマンス関連の処理が必要であることを示します。このインジケータは、バインドされていないサ
ブスクリプションで使用予定のトピックとともに使用してください。
フィルタアクセラレータを使用する場合は、次のガイドラインを検討してください。
• フィルタアクセラレータにより、Cloud Integration Hub パブリケーションリポジトリへのパブリ

ケーションデータの書き込み速度は遅くなります。
• フィルタアクセラレータは、フィルタを使用しないサブスクリプションには影響しません。
• ホストされたパブリケーションリポジトリでカラムをフィルタアクセラレータとして使用するに

は、カラムの［暗号化済み］の値を［いいえ］に変更する必要があります。
• TEXT データ型のカラムをフィルタアクセラレータとして使用することはできません。

データ型
使用可能なデータ型のリストから選択します。デフォルトでは、Cloud Integration Hub はデータを
文字列として読み取ります。

精度
文字列、10 進数、およびテキストの各データ型に対応します。
文字列データ型の場合、最大精度は 4,000 文字です。
10 進数データ型の場合、最大精度は 38 文字です。
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テキストデータ型では、［暗号化］オプションを選択しない場合の最大精度は 4,000,000 文字、［暗号
化］オプションを選択する場合の最大精度は 100,000 文字です。

スケール
データスケーリングをサポートするデータ型に対してのみ有効です。
10 進データ型の場合、ホストされたパブリケーションリポジトリを使用する場合の最大スケールは
30 文字、プライベートパブリケーションリポジトリを使用する場合の最大スケールは 38 文字です。

暗号化済み
これにより、Cloud Integration Hub がカラムを暗号化するかどうかが決まります。ホストされたパ
ブリケーションリポジトリに適用されます。デフォルトでは無効になっています。
DATE_TIME データ型のカラムを除くトピックデータの暗号化を有効にすることができます。マッピ
ングでカラムをフィルタアクセラレータとして使用するには、カラムの［暗号化済み］の値を［いい
え］に変更する必要があります。

必須
リレーショナルトピックテーブルのフィールドを［必須］として指定できます。このオプションを有
効にした場合は、データが必須フィールドにパブリッシュされていることを確認してください。パブ
リッシュされたデータが、必要な必須フィールドの基準を満たしていない場合、イベントは失敗しま
す。
デフォルトでは無効になっています。

［接続からテーブルを追加］のオブジェクト
トピックが表すデータドメイン内のテーブルの構造を含む接続オブジェクトからトピックテーブルを追加しま
す。リレーショナル、フラットファイル、およびセールスフォース接続のオブジェクトからテーブルを追加で
きます。
フラットファイルからのテーブルの追加 ページには次のプロパティが含まれます。
接続

トピックテーブルを作成するオブジェクトを含む接続。
ソースオブジェクト

トピックテーブルを作成するオブジェクト。
形式オプション

フラットファイル接続に適用されます。ファイルで使用される区切り文字、テキスト修飾子、およびエス
ケープ文字を定義します。

テーブル名
トピックテーブルの名前。名前は、英文字またはアンダースコアで開始する必要があり、ASCII 英数字お
よびアンダースコアのみを含めることができます。名前は Cloud Integration Hub リポジトリ内で一意で
なければなりません。

フラットファイルプロパティからテーブルを追加します
トピックが表すデータドメイン内のテーブルの構造を含むフラットファイルからトピックテーブルを追加しま
す。

［フラットファイルからのテーブルの追加］ページには次のプロパティが含まれます。
ファイル

トピックが表しているデータドメインの構造が含まれているファイルの名前。
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［ファイル］フィールドにファイルをドロップするか、［ファイルを選択］をクリックしてテーブル構造の
基にするサンプルファイルを参照して選択します。

テーブル名
トピックテーブルの名前。名前は、英文字またはアンダースコアで開始する必要があり、ASCII 英数字お
よびアンダースコアのみを含めることができます。名前は Cloud Integration Hub リポジトリ内で一意で
なければなりません。

カラム名をインポート
オプション。このオプションを選択すると、ファイル内のカラム名をテーブルのデフォルトのカラムヘッ
ダーとして使用できます。［次の行から］フィールドにファイルのヘッダー行として機能する行の番号を入
力します。

コードページ
ファイルで使用される文字エンコード。

デフォルトのテキスト長
オプション。テーブル内のテキストフィールドの長さ。

区切り文字
カラムを区切るためにファイル内で使用される区切り文字。 事前に定義された区切り文字を選択するか、

［カスタム］を選択してカスタムの区切り文字を定義します。
テキスト修飾子

オプション。文字列を囲むためにファイルで使用される記号。
ファイルのロード

選択されたファイルをロードし、ファイルのプレビューを表示します。
プレビュー

ファイルをロードした後にテーブルに追加されるカラムを表示します。

メタデータファイルプロパティからテーブルを追加します
トピックが表すデータドメイン内のテーブルの構造を含むメタデータファイルからトピックテーブルを追加し
ます。
メタデータファイルからテーブルを追加 ページには次のプロパティが含まれます。
ファイル

トピックが表しているデータドメインの構造が含まれているファイルの名前。
［ファイル］フィールドにファイルをドロップするか、［ファイルを選択］をクリックしてテーブル構造の

基にするサンプルファイルを参照して選択します。
テーブル名

トピックテーブルの名前。名前は、英文字またはアンダースコアで開始する必要があり、ASCII 英数字お
よびアンダースコアのみを含めることができます。名前は Cloud Integration Hub リポジトリ内で一意で
なければなりません。

ファイルのロード
選択されたファイルをロードし、ファイルのステータス（有効か無効か）を表示します。ファイルが有効
な場合、Cloud Integration Hub がソースの値を Cloud Integration Hub のデフォルト値に変換すると、
その変更は［メタデータファイルからテーブルの作成］ページに表示されます。詳細については、「メタデ
ータファイルを使用したトピックテーブルの作成リレーショナルデータベースでのメタデータファイルを
使用したトピックテーブルの作成▼前の分節と統合▼」  (ページ 56)を参照してください。
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［新しいテーブルの作成］のプロパティ
トピックテーブルを追加し、トピックテーブルの構造を手動で定義します。

［新しいテーブルの作成］ページには次のプロパティが含まれます。
テーブル名

テーブルの名前。名前は、英文字またはアンダースコアで開始する必要があり、ASCII 英数字およびアン
ダースコアのみを含めることができます。名前は Cloud Integration Hub リポジトリ内で一意でなければ
なりません。

カラム数
テーブル内のカラム数。

プロパティプロパティ
トピックページのパブリケーションエリアには、次のプロパティが含まれます。
新しいパブリケーション

トピックにデータをパブリッシュするパブリケーションを作成します。パブリケーションの作成の詳細に
ついては、パブリケーションの作成 パブリケーションを作成するには、ナビゲータを使用します。 を参照
してください。

パブリケーションリスト
トピックにデータをパブリッシュするパブリケーションのリスト。パブリケーションを右クリックすると、
アクションメニューが表示されます。メニューから、パブリケーションを実行、表示、無効化または有効
化、削除することができます。
パブリケーションリストには、それぞれのパブリケーションの次のプロパティが表示されます。
名前

パブリケーションの名前。
説明

パブリケーションの説明。
モード

有効または無効になっているパブリケーションモード。無効なパブリケーションは、スケジュールに
基づいて、または外部 API によって実行することはできません。無効なパブリケーションは Explore 
ページまたはパブリケーションの発行先トピックのトピックページからのみ実行できます。 

最終変更日
パブリケーションが最後に変更された日時。

サブスクリプションプロパティ
トピックページのサブスクリプションエリアには、次のプロパティが含まれます。
新しいサブスクリプション

トピックからデータをコンシュームするサブスクリプションを作成します。サブスクリプションの作成の
詳細については、サブスクリプションの作成サブスクリプションを作成するには、ナビゲータを使用しま
す。 を参照してください。

サブスクリプションリスト
トピックからデータをコンシュームするサブスクリプションのリスト。サブスクリプションを右クリック
すると、アクションメニューが表示されます。メニューから、サブスクリプションを実行、表示、無効化
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または有効化、削除することができます。サブスクリプションがトピックにサブスクライブする前にパブ
リッシュされ、サブスクライバにコンシュームされていないデータを取得します。
サブスクリプションリストでは、それぞれのサブスクリプションの次のプロパティが表示されます。
名前

サブスクリプションの名前。
説明

サブスクリプションの説明。
モード

サブスクリプションのモード。次のいずれかのオプションを選択します。
• 有効。サブスクリプションは、［スケジュール］ページで定義したスケジュールに従って実行され

ます。Cloud 統合ハブからサブスクリプションを手動で実行することもできます。
• 一時停止。サブスクリプションは、スケジュールに従って、または外部 API によって実行されま

せん。Cloud 統合ハブからサブスクリプションを手動で実行することで、遅延イベントをコンシ
ュームできます。

• 無効。サブスクリプションは、スケジュールに従って、または外部 API によって実行されません。
無効化されたサブスクリプションを Cloud 統合ハブから手動で実行することはできません。関連
するパブリケーションが正常に実行された場合でも、無効化されたサブスクリプションによって
遅延イベントが作成されることはありません。サブスクリプションが［無効］モードの場合、パ
ブリッシュされたデータをコンシュームすることはできません。

注: 一時停止したデータ統合またはファイル取り込みタスクのサブスクリプションをスケジューリン
グするために［パブリッシュされたデータが準備できた場合］オプションを選択した場合、関連する
パブリケーションの実行時に遅延イベントは作成されません。ただし、サブスクリプションに遅延イ
ベントがある場合にのみ、サブスクリプションを一時停止に設定する前に、Cloud 統合ハブでサブス
クリプションを手動で実行することができます。

最終変更日
サブスクリプションが最後に変更された日時。
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第  6  章

Data Integration タスク
Cloud Integration Hub は、データ統合の同期タスクおよびマッピングタスクを使用して、ソースのアプリケ
ーションから Cloud Integration Hub リレーショナルパブリケーションリポジトリにデータをパブリッシュし
ます。このリレーショナルパブリケーションリポジトリのデータは、ターゲットのアプリケーションによって
コンシュームされます。
パブリケーションでデータ統合タスクを使用するために、パブリケーションを作成する前に、データ統合で同
期タスクまたはマッピングタスクを作成できます。パブリケーションの作成時に、これらのタスクを選択しま
す。
サブスクリプションでデータ統合タスクを使用するために、次のいずれかの方法を使用できます。
• サブスクリプションを作成する前に、データ統合で同期タスクまたはマッピングタスクを作成し、サブスク

リプションの作成時にこれらのタスクを選択します。
• サブスクリプションの作成時に、同期タスクを作成します。Cloud Integration Hub は、タスクをデータ統

合に保存します。
注: API を使用してデータをコンシュームするパブリケーションおよびサブスクリプションは、Cloud 
Integration Hub REST API を使用します。詳細については、 第 11 章, 「Cloud 統合ハブの REST API」  (ペー
ジ 123)を参照してください。

Data Integration タスクタイプ
Cloud Integration Hub のパブリケーションおよびサブスクリプションの同期タスクとマッピングタスクは、
クラウドベースのアプリケーションに対してまたはクラウドベースのアプリケーションから使用することがで
きます。
パブリケーションまたはサブスクリプションのプロセスで、同期タスクがサポートするマッピングとフィルタ
を必要とするパブリケーションまたはサブスクリプションに対して、同期タスクを使用します。例えば、CRM
アプリケーションからデータを読み取ってそのままパブリッシュします。
Cloud Integration Hub のパブリケーションまたはサブスクリプションプロセスの高度な ETL（抽出、変換、
および読み込み）プロセスを使用する場合は、パブリケーションまたはサブスクリプションのマッピングタス
クを使用します。例えば、マッピングタスクを使用して、パブリケーションまたはサブスクリプションに対し
て次のアクションを実行できます。
• データ上でデータ品質ルールを実行します。
• 追加のソースから、パブリケーションがパブリッシュするデータ、またはサブスクリプションがコンシュー

ムするデータにデータを追加します。
パブリケーションでマッピングタスクが使用される場合、データを複数のトピックにパブリッシュする複合パ
ブリケーションを作成できます。
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Data Integration タスクのルールとガイドライン
Cloud Integration Hub パブリケーションおよびサブスクリプションで使用する Informatica Cloud のマッピ
ングおよびタスクを開発する際には、次のルールとガイドラインを考慮します。
一般的なルールとガイドライン
Data Integration マッピングおよびタスクを作成する際には、次のルールとガイドラインを考慮します。
• Cloud Integration Hub 用に作成したタスクは、Informatica Intelligent Cloud Services 内からは実行しな

いでください。タスクは、このタスクが関連付けられているパブリケーションまたはサブスクリプションを
実行することによって、Cloud Integration Hub から実行する必要があります。

• データ統合タスクを Cloud Integration Hub パブリケーションまたはサブスクリプションで使用する場合、
そのタスクをソース管理リポジトリにチェックインしないでください。

• Cloud Integration Hub 接続を使用する場合は、パブリケーションマッピングまたはタスクに含まれるター
ゲットオブジェクトと、サブスクリプションマッピングまたはタスクに含まれるソースオブジェクトが、
Cloud Integration Hub に定義されているトピックのリストを表します。このリストの形式は、
TopicName/tableName です。
警告: Cloud Integration Hub で組織を設定するとき、Cloud Integration Hub により、Informatica 
Intelligent Cloud Services の組織に Informatica Intelligent Cloud Services 接続が作成されます。この
接続の名前変更や編集は行わないでください。接続の編集や接続名の変更を行うと、実行時にエラーが発生
する場合があります。

• Cloud Integration Hub では、オペレータがパブリケーションウィザードまたはサブスクリプションで定義
した設定に基づいて、パブリケーションまたはサブスクリプションのスケジューリングが決定されます。
Data Integration タスクを作成する際には、タスクウィザードの［スケジュール］ページで、［このタスク
はスケジュールを使用しない］オプションが選択されていることを確認します。

• パブリケーションタスクとサブスクリプションタスクを区別するために、タスク名にタスクのタイプを示す
ようにします。パブリケーション用またはサブスクリプション用にタスクを選択するときに、適切なタスク
を簡単に選択できます。
例えば、パブリケーションタスクの名前は Pub_relational_<TaskName>とし、サブスクリプションタスク
の名前は Sub_relational_<TaskName>とします。

同期タスクのルールとガイドライン
同期タスクおよびマッピングを作成する場合は、次のルールとガイドラインを考慮します。
• パブリケーションタスクのタスク操作は、挿入操作です。
• パブリケーションタスクを作成する場合は、ターゲットとして、Cloud Integration Hub 接続を選択しま

す。サブスクリプションタスクを作成する場合は、ソースとして、Cloud Integration Hub 接続を選択しま
す。

• 同期タスクは複数ソースをサポートしていません。そのため、パブリケーションまたはサブスクリプション
の同期タスクを複数のソースを使用して作成する場合、次のユースケースに対してソース間の関係を作成し
ます。
- パブリケーション: 複数のテーブルからパブリッシュする場合。
- サブスクリプション: 複数のテーブルへサブスクライブする場合、またはサブスクリプションが複合サブ

スクリプションの場合。
• Cloud Integration Hub は、Cloud Integration Hub でサブスクリプション用に作成する同期タスクで、次

の接続タイプをサポートします。
- リレーショナルデータベース
- Salesforce
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- フラットファイル
マッピングタスクのルールとガイドライン
マッピングタスクおよびマッピングを作成する場合は、次のルールとガイドラインを考慮します。
• マッピング操作は、パブリケーションマッピングとサブスクリプションマッピングの両方に対する挿入操作

です。
• パブリケーションマッピングを作成する場合は、ターゲットプロパティを設定するときに、Cloud 

Integration Hub 接続を選択します。サブスクリプションマッピングを作成する場合は、ソースプロパティ
を設定するときに、Cloud Integration Hub 接続を選択します。

Cloud 統合ハブでの同期タスク
パブリケーションプロセスまたはサブスクリプションプロセスでマッピングとフィルタリングのみが必要な場
合には、パブリケーションおよびサブスクリプションの同期タスクを使用します。例えば、CRM アプリケーシ
ョンからデータを読み取ってそのままパブリッシュします。
追加のデータ処理を必要とするパブリケーションおよびサブスクリプション、および複合パブリケーションの
場合は、マッピングタスクを使用します。

パブリケーション用の同期タスクの作成
パブリケーション用に同期タスクを作成するには、以下のタスクを実行します。
• タスクの詳細を定義します。
• パブリケーションソースを選択します。ソースはデータのパブリッシュ元のクラウドアプリケーションで

す。
• パブリケーションターゲットを選択します。ターゲットは Cloud Integration Hub パブリケーションリポジ

トリ内のトピックテーブルです。クラウドアプリケーションはこのトピックテーブルにデータをパブリッシ
ュします。タスクを作成する前にトピックが Cloud Integration Hub 内に存在している必要があります。

• 必要に応じてデータフィルタを定義します。Cloud Integration Hub では、同期タスクでの詳細フィルタの
使用はサポートされていません。

• フィールドマッピングを設定します。ソースフィールドをトピックフィールドにマッピングします。
• タスクを保存して閉じます。

手順 1.タスクの詳細を定義します。
［同期タスクウィザード］の［定義］ページでタスクの詳細を定義します。

1. ［タスクウィザード］ > ［データ同期］をクリックします。 
［同期タスクウィザード］が表示されます。

2. 以下の詳細を指定します。 
タスク名

タスクの名前を入力します。
タスクの名前は組織内で一意である必要があります。タスク名では大文字小文字を区別しません。
タスク名には、英数字とスペースのほか、特殊文字として、_ .+ -を使用できます。
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ヒント: タスク名に、タスクのタイプを含めます。これにより、Cloud Integration Hub パブリケーシ
ョンワークフローで使用するタスクを選択するときに、間違えずにパブリケーションタスクを選択で
きます。例えば、タスクに Pub_<TaskName>という名前を付けます。

説明
必要に応じて、タスクの説明を入力します。説明には最大 255 文字を含めることができます。

タスク操作
［Insert］を選択します。

3. ［次へ］をクリックします。 
［ソース］ページが表示されます。

手順 2.パブリケーションソースの選択
［同期タスクウィザード］の［ソース］ページでパブリケーションソースを選択します。
u 以下の詳細を設定し、［次へ］をクリックします。 

接続
データのパブリッシュ元のソースに接続するソース接続を選択します。

ソースタイプ
ソースタイプは、パブリッシュするテーブルの数によって異なります。
• 1 つのテーブルをパブリッシュするには、［単一］を選択します。
• 複数のテーブルをパブリッシュするには、［複数］を選択してテーブル間のリレーションを作成し

ます。
ソースオブジェクト

データのパブリッシュ元のソースを選択します。
［ターゲット］ページが表示されます。

手順 3.パブリケーションターゲットの選択
［同期タスクウィザード］の［ターゲット］ページでパブリケーションターゲットを選択します。パブリケーシ

ョンターゲットはデータのパブリッシュ先となる Cloud Integration Hub パブリケーションリポジトリ内のト
ピックテーブルです。
1. 以下の詳細を指定します。 

接続
［Cloud 統合ハブ］接続を選択します。

ターゲットオブジェクト
データのパブリッシュ先のトピックテーブルを選択します。このターゲットオブジェクトの形式は
TopicName/tableName です。

2. ［次へ］をクリックします。 
［データフィルタ］ページが表示されます。

3. 必要に応じてデータフィルタを設定します。Cloud Integration Hub パブリケーション用のデータフィル
タは、他のデータ統合タスク用のデータフィルタと同じ方法で設定します。 

4. ［次へ］をクリックします。 
［フィールドマッピング］ページが表示されます。
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手順 4.フィールドマッピングの設定
ソースフィールドを、［同期タスクウィザード］の［フィールドマッピング］ページのトピックフィールドにマ
ッピングします。
1. ［ソース］列のフィールドを［ターゲット］列のフィールドにマッピングし、［次へ］をクリックします。 

［スケジュール］ページが表示されます。
2. ［このタスクはスケジュールを使用しない］オプションがオンになっていることを確認します。タスクを使

用するパブリケーションのスケジュールに従ってタスクが実行されます。 
3. ［保存］ > ［保存して閉じる］をクリックしてタスクを保存します。 

サブスクリプション用の同期タスクの作成
データ統合でサブスクリプション用に同期タスクを作成するには、以下のタスクを実行します。
• タスクの詳細を定義します。
• サブスクリプションソースを選択します。ソースは Cloud Integration Hub パブリケーションリポジトリ内

のトピックテーブルです。このトピックテーブルのデータをコンシュームします。タスクを作成する前にト
ピックが Cloud Integration Hub 内に存在している必要があります。

• サブスクリプションターゲットを選択します。ターゲットはデータのコンシューム元のクラウドアプリケー
ションです。

• 必要に応じてデータフィルタを定義します。Cloud Integration Hub では、同期タスクでの詳細フィルタの
使用はサポートされていません。

• フィールドマッピングを設定します。トピックフィールドをターゲットフィールドにマッピングします。
• タスクを保存して閉じます。
ヒント: Cloud Integration Hub で、サブスクリプション用に同期タスクを作成することもできます。詳細につ
いては、「Data Integration タスクをトリガするサブスクリプションの作成」  (ページ 101)を参照してくださ
い。

手順 1.タスクの詳細を定義します。
［同期タスクウィザード］の［定義］ページでタスクのプロパティを定義します。

1. ［タスクウィザード］ > ［データ同期］をクリックします。 
［同期タスクウィザード］が表示されます。
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2. 以下の詳細を設定し、［次へ］をクリックします。 
タスク名

同期タスクの名前を入力します。
タスクの名前は組織内で一意である必要があります。タスク名では大文字小文字を区別しません。
タスク名には、英数字とスペースのほか、特殊文字として、_ .+ -を使用できます。
ヒント: タスク名に、タスクのタイプを含めます。これにより、Cloud Integration Hub のサブスクリ
プションワークフローで使用するタスクを選択するときに、間違えずにサブスクリプションタスクを
選択できます。例えば、タスクに Sub_<TaskName>という名前を付けます。

説明
必要に応じて、タスクの説明を入力します。説明には最大 255 文字を含めることができます。

タスク操作
［Insert］を選択します。

［ソース］ページが表示されます。

手順 2.サブスクリプションソースの選択
［同期タスクウィザード］の［ソース］ページでサブスクリプションソースを選択します。サブスクリプション

ソースはデータのコンシューム元となる Cloud Integration Hub パブリケーションリポジトリ内のトピックテ
ーブルです。
u 以下の詳細を設定し、［次へ］をクリックします。 

接続
［Cloud 統合ハブ］接続を選択します。

ソースタイプ
ソースタイプは、コンシュームするテーブルの数およびサブスクリプションタイプによって異なりま
す。
• 1 つのテーブルをコンシュームするには、［単一］を選択します。
• 複数のテーブルをコンシュームするか、サブスクリプションが複合サブスクリプションである場

合は、［複数］を選択してテーブル間のリレーションを作成します。
ソースオブジェクト

データのコンシューム元となるトピックテーブルを選択します。このオブジェクトの形式は
TopicName/tableName です。

［ターゲット］ページが表示されます。

手順 3.サブスクリプションターゲットの選択
［同期タスクウィザード］の［ターゲット］ページでサブスクリプションターゲットを選択します。

1. 以下の詳細を指定します。 
接続

データのコンシューム先となるターゲットに接続するターゲット接続を選択します。
ターゲットオブジェクト

データのコンシューム先のターゲットを選択します。
2. ［次へ］をクリックします。 
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［データフィルタ］ページが表示されます。
3. 必要に応じてデータフィルタを設定します。Cloud Integration Hub サブスクリプション用のデータフィ

ルタは、他の Data Integration タスク用のデータフィルタと同じ方法で設定します。 
4. ［次へ］をクリックします。 

［データフィルタ］ページが表示されます。

手順 4。データフィルタとソートの設定
［オブジェクト］を選択してフィルタを適用することで、データフィルタを定義します。

1. データフィルタを定義するには、［新規］をクリックします。オブジェクト、フィールド、演算子を選択
し、フィルタ値を入力します。

2. ［OK］をクリックします。
3. データのソートを追加するには、［新規］をクリックします。オブジェクトを選択し、ソート値を入力しま

す。データは 1 つ以上のフィールドに基づいてソートできます。複数のソースフィールドを選択すると、
一覧に表示された順序でフィールドがソートされます。データは昇順または降順でソートできます。

4. ［次へ］をクリックします。［フィールドマッピング］ページが表示されます。

手順 5.フィールドマッピングの設定
トピックフィールドを、［同期タスクウィザード］の［フィールドマッピング］ページのターゲットフィールド
にマッピングします。
1. ［ソース］列のフィールドを［ターゲット］列のフィールドにマッピングし、［次へ］をクリックします。 

［スケジュール］ページが表示されます。
2. ［このタスクはスケジュールを使用しない］オプションがオンになっていることを確認します。タスクを使

用するパブリケーションのスケジュールに従ってタスクが実行されます。 
3. ［保存］ > ［保存して閉じる］をクリックしてタスクを保存します。 
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Cloud 統合ハブでのマッピング設定タスク
Cloud Integration Hub パブリケーションまたはサブスクリプションプロセスに ETL（抽出、変換、および読
み込み）プロセスを追加する場合は、パブリケーションおよびサブスクリプションのマッピングタスクを使用
します。
マッピングとフィルタリングのみを必要とするパブリケーションおよびサブスクリプションの場合は、同期タ
スクを使用します。

マッピングタスクの設定プロセス
Cloud Integration Hub コネクタを使用したマッピングタスクを使用するには、Informatica Intelligent Cloud 
Services Mapping Designer でマッピングを作成してから、そのマッピングを使用するマッピングタスクを作
成します。
Cloud Integration Hub コネクタを使用したマッピング設定を使用するには、以下のタスクを実行します。
1. Mapping Designer でマッピングを作成します。

パブリケーション用にマッピングを作成する場合、ソースはパブリッシュするクラウドアプリケーション
で、ターゲットはデータのパブリッシュ先となる Cloud Integration Hub パブリケーションリポジトリ内
のトピックテーブルです。
サブスクリプション用にマッピングを作成する場合、ソースはデータのコンシューム元となる Cloud 
Integration Hub パブリケーションリポジトリ内のトピックテーブルで、ターゲットはサブスクライブ元
のクラウドアプリケーションです。
マッピングを作成する前にトピックが Cloud Integration Hub 内に存在している必要があります。

2. マッピングタスクを作成し適切なマッピングを選択します。

パブリケーション用のマッピングおよびタスクの作成
Cloud Integration Hub パブリケーション用に作成して使用するマッピングおよびタスクには、ソースとター
ゲットが含まれます。
パブリケーションのマッピングおよびタスクでは、ソースはデータのパブリッシュ元となるクラウドアプリケ
ーションで、ターゲットはパブリケーションによるデータのパブリッシュ先となる Cloud Integration Hub パ
ブリケーションリポジトリ内のトピックテーブルです。

パブリケーション用のマッピングの作成
パブリケーション用にマッピングタスクで使用するマッピングを作成します。
マッピングを作成する前にトピックが Cloud Integration Hub 内に存在している必要があります。
1. ［デザイン］ > ［マッピング］をクリックし、［新しいマッピング］をクリックします。 
2. ［新しいマッピング］ダイアログボックスに、マッピング名と説明を入力して、［OK］をクリックします。 

マッピング名には、英数字とアンダースコア（_）を使用できます。
3. ソースをマッピングキャンバスに追加し、ソースのプロパティを設定します。 
4. ターゲットをマッピングキャンバスに追加し、ターゲットのプロパティを設定します。 

a. ［プロパティ］パネルの［全般］タブで、名前と説明を入力できます。 
b. ［ターゲット］タブをクリックします。［接続］リストから、［Cloud 統合ハブ］接続を選択します。 
c. ［オブジェクト］フィールドの横の［選択］をクリックして、［オブジェクトターゲットの選択］ダイ

アログボックスでトピックテーブルを選択し、［OK］をクリックします。 
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d. 必要に応じて、［接続］リストを開いて［パラメータ］リストからパラメータを選択します。リスト
にパラメータが存在しない場合、［新しいパラメータ］をクリックしてパラメータに名前を付け、

［OK］をクリックします。 
e. ［フィールドマッピング］タブをクリックして、フィールドをソースから接続にマッピングします。 

5. マッピングキャンバスで、ソースをターゲットに接続します。 
6. ［保存］ > ［保存して閉じる］をクリックします。 

マッピングタスクの作成パブリケーション用のマッピングタスクの作成▼前の
分節と統合▼
パブリケーションタスクを作成するとき、パブリケーション用に作成したマッピングを選択し、［Cloud 統合
ハブ］接続をタスクのターゲットとして選択します。
タスクを作成する前にマッピングが Mapping Designer 内に存在している必要があります。
1. データ統合で、［新規］ > ［タスク］ > ［マッピングタスク］ > ［作成］をクリックします。 
2. 以下のタスクの詳細を指定します。 

タスク名
タスクの名前を入力します。
タスクの名前は組織内で一意である必要があります。タスク名では大文字小文字を区別しません。
タスク名には、英数字とスペースのほか、特殊文字として、_ .+ -を使用できます。
ヒント: タスク名に、タスクのタイプを含めます。これにより、Cloud Integration Hub パブリケーシ
ョンワークフローで使用するタスクを選択するときに、間違えずにパブリケーションタスクを選択で
きます。例えば、タスクに Pub_<TaskName>という名前を付けます。

説明
必要に応じて、タスクの説明を入力します。説明には最大 255 文字を含めることができます。

ランタイム環境
タスクを実行する Secure Agent が存在するランタイム環境。

マッピング
タスクに関連付けられているマッピング。パブリケーションのマッピングを選択します。
マッピングを選択するには、［選択］をクリックします。［マッピングの選択］ダイアログボックスに
は、マッピングが 200 個まで表示されます。使用するマッピングが表示されない場合は、検索文字列
を入力して表示されるマッピングの数を減らしてください。
マッピングを選択して、［OK］をクリックします。
マッピングのイメージがマッピング名の下に表示されます。

3. ［ターゲット］の手順を選択し、［接続］リストから［Cloud 統合ハブ］接続を選択します。 
4. ［オブジェクト］リストから、データのパブリッシュ先のトピックテーブルを選択します。 
5. ［完了］をクリックします。 

サブスクリプション用のマッピングおよびタスクの作成
Cloud Integration Hub サブスクリプション用に作成して使用するマッピングおよびタスクには、ソースとタ
ーゲットが含まれます。
サブスクリプションのマッピングおよびタスクでは、ソースはデータのコンシューム元となる Cloud 
Integration Hub パブリケーションリポジトリ内のトピックテーブルで、ターゲットはデータをコンシューム
するクラウドアプリケーションです。
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マッピングおよびタスクを作成する前にトピックが Cloud Integration Hub 内に存在する必要があります。

サブスクリプション用のマッピングの作成
サブスクリプション用にマッピングタスクで使用するマッピングを作成します。
マッピングを作成する前にトピックが Cloud Integration Hub 内に存在している必要があります。
1. ［デザイン］ > ［マッピング］をクリックし、［新しいマッピング］をクリックします。 
2. ［新しいマッピング］ダイアログボックスに、マッピング名と説明を入力して、［OK］をクリックします。 

マッピング名には、英数字とアンダースコア（_）を使用できます。
3. ソースをマッピングキャンバスに追加し、ソースのプロパティを設定します。 

a. ［プロパティ］パネルの［全般］タブで、名前と説明を入力できます。 
b. ［ソース］タブをクリックします。［接続］リストから、［Cloud 統合ハブ］接続を選択します。 
c. ［選択］をクリックします。複数のトピックテーブルをコンシュームするには、［複数のオブジェク

ト］を選択して、アクションメニューの［ソースオブジェクトの追加］をクリックします。 
［ソースオブジェクトの選択］ダイアログボックスが表示されます。

d. コンシュームするデータベーステーブルまたはテーブルを選択し、［OK］をクリックします。 
e. ［パーティション］をクリックし、データを並行処理するパーティションの数を入力します。 

4. ターゲットをマッピングキャンバスに追加し、ターゲットのプロパティを設定します。 
5. マッピングキャンバスで、ソースをターゲットに接続します。 
6. ［保存］ > ［保存して閉じる］をクリックします。 

サブスクリプション用のマッピングタスクの作成
サブスクリプションタスクを作成するとき、サブスクリプション用に作成したマッピングを選択し、［Cloud
統合ハブ］接続をタスクのソースとして選択します。
タスクを設定する前にマッピングが Mapping Designer 内に存在している必要があります。
1. データ統合で、［新規］ > ［マッピングタスク］ > ［作成］をクリックします。 
2. 以下のタスクの詳細を指定します。 

タスク名
タスクの名前を入力します。
タスクの名前は組織内で一意である必要があります。タスク名では大文字小文字を区別しません。
タスク名には、英数字とスペースのほか、特殊文字として、_ .+ -を使用できます。
ヒント: タスク名に、タスクのタイプを含めます。これにより、Cloud Integration Hub パブリケーシ
ョンワークフローで使用するタスクを選択するときに、間違えずにパブリケーションタスクを選択で
きます。例えば、タスクに Pub_<TaskName>という名前を付けます。

説明
必要に応じて、タスクの説明を入力します。説明には最大 255 文字を含めることができます。

ランタイム環境
タスクを実行する Secure Agent が存在するランタイム環境。

マッピング
タスクに関連付けられているマッピング。サブスクリプションマッピングを選択します。
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マッピングを選択するには、［選択］をクリックします。［マッピングの選択］ダイアログボックスに
は、マッピングが 200 個まで表示されます。使用するマッピングが表示されない場合は、検索文字列
を入力して表示されるマッピングの数を減らしてください。
マッピングを選択して、［OK］をクリックします。
マッピングのイメージがマッピング名の下に表示されます。

3. ［ソース］タブをクリックしてから、［接続］リストで［Cloud 統合ハブ］接続を選択します。 
a. ［オブジェクト］リストから、データのコンシューム元となるトピックテーブルを選択します。 
b. ［クエリオプション］セクションでは、1 つ以上のフィールドに基づいて、データをフィルタリングま

たはソートすることができます。 

注: 
• ［Text］データ型のフィールドは［フィルタアクセラレータ］としてマークを付けることができな

いため、ソートすることはできません。
• ［String］データ型を 1024 を超える精度でソートすることはできません。
• 各フィールドの値はソートすることができます。

4. ［ターゲット］タブで、データへの書き込みを行うターゲットに接続するターゲット接続を選択します。 
5. ［入力パラメータ］タブで、［ソース］カラムのフィールドを［ターゲット］カラムのフィールドにマッピ

ングし、［次へ］をクリックします。 
6. ［スケジュール］タブで、［このタスクはスケジュールを使用しない］オプションが選択されていることを

確認します。タスクを使用するパブリケーションのスケジュールに従ってタスクが実行されます。必要に
応じて、マッピングタスクの複数のインスタンスを同時に実行できます。タスクの同時実行を有効にする
には、［マッピングタスクの同時実行を許可します］オプションを選択します。 
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7. ［完了］をクリックします。 
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第  7  章

ファイル取り込みタスク
Cloud Integration Hub はファイル取り込みタスクを使用して、ファイルを現状のままソース接続から Cloud 
Integration Hub のファイルストアパブリケーションリポジトリにパブリッシュし、ファイルをファイルスト
アパブリケーションリポジトリからターゲット接続にコンシュームします。
パブリケーションでファイル取り込みタスクを使用するには、パブリケーションを作成する前に、ファイル取
り込みタスクを一括取り込みファイルで作成します。パブリケーションの作成時に、これらのタスクを選択し
ます。
サブスクリプションでファイル取り込みタスクを使用するには、サブスクリプションを作成する前に、ファイ
ル取り込みタスクを一括取り込みファイルで作成します。サブスクリプションを作成するときに、このタスク
を選択します。

ファイル取り込みタスクのルールとガイドライン
Cloud Integration Hub パブリケーションおよびサブスクリプションで使用するファイル取り込みタスクを開
発するとき、次のルールおよびガイドラインを考慮してください。
• 組織に有効な一括取り込みファイルライセンスがあることを確認します。
• Cloud Integration Hub 用に作成したタスクは、一括取り込み内からは実行しないでください。タスクは、

このタスクが関連付けられているパブリケーションまたはサブスクリプションを実行することによって、
Cloud Integration Hub から実行する必要があります。

• パブリケーションソースは、一括取り込みファイル接続である必要があります。
• パブリケーションターゲットは、［Cloud 統合ハブ］接続タイプである必要があります。接続として

［Cloud 統合ハブ］を選択します。
• サブスクリプションソースは、［Cloud 統合ハブ］接続タイプである必要があります。接続として［Cloud

統合ハブ］を選択します。
• サブスクリプションターゲットは、一括取り込みファイル接続である必要があります。

注: パブリケーションとサブスクリプションでは、接続として［Cloud 統合ハブ］を使用して設定されたフ
ァイル取り込みタスクのみを使用できます。

• Cloud Integration Hub では、オペレータがパブリケーションウィザードまたはサブスクリプションで定義
した設定に基づいて、パブリケーションまたはサブスクリプションのスケジューリングが決定されます。フ
ァイル取り込みタスクを作成する際には、タスクウィザードの［スケジュール］ページで、［このタスクは
スケジュールを使用しない］オプションが選択されていることを確認します。

• ファイル取り込みタスクを作成するときは、タスクウィザードの［ソース］ページで、［ファイルの安定性
を確認］を選択しないでください。
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パブリケーション用のファイル取り込みタスクの作成
一括取り込みでパブリケーション用にファイル取り込みタスクを作成するには、以下のタスクを実行します。
• タスクの詳細を定義します。
• パブリケーションソースを設定します。ソースは、ファイルのパブリッシュ元となる一括取り込みファイル

接続です。
• パブリケーションターゲットを設定します。

- 接続タイプとして［Cloud 統合ハブ］を選択します。
- 接続として［Cloud 統合ハブ］を選択します。

• 必要に応じて、ランタイムオプションを設定する。
• タスクを保存して閉じます。

手順 1.タスクの詳細を定義します。
［ファイル取り込みタスクウィザード］の［定義］ページでタスクの詳細を定義します。

1. 一括取り込みにログインします。［新規］ > ［ファイル取り込みタスク］をクリックします。 
［ファイル取り込みタスクウィザード］の［定義］ページが表示されます。

2. 以下の詳細を指定します。 
タスク名

タスクの名前を入力します。
タスク名に使用できるのは英数字、スペース、およびアンダースコアのみです。名前の先頭には英字
またはアンダースコアを指定する必要があります。
ヒント: タスク名に、タスクのタイプを含めます。これにより、Cloud Integration Hub パブリケーシ
ョンワークフローで使用するタスクを選択するときに、間違えずにパブリケーションタスクを選択で
きます。例えば、タスクに Pub_<TaskName>という名前を付けます。

場所
タスクが存在するローカルフォルダを選択します。

説明
必要に応じて、タスクの説明を入力します。説明には最大 1,024 文字を含めることができます。

ランタイム環境
タスクを実行する Secure Agent が含まれる同じランタイム環境を選択します。

3. ［次へ］をクリックします。 
［ソース］ページが表示されます。

手順 2.パブリケーションソースの設定
［ファイル取り込みタスクウィザード］の［ソース］ページでパブリケーションソースを設定します。ページに

表示されるオプションは、選択したソース接続のタイプに応じて異なります。
1. ［ソース］ページで、［ソースタイプ］から［ソース接続］を選択します。 
2. ［接続タイプ］リストで、接続タイプを選択します。 

接続タイプ［ファイルリスナ］は選択しないでください。
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3. ［接続］リストで、ソース接続を選択します。選択した接続に基づいて、ソースのオプションを入力しま
す。 

［ファイルの安定性を確認］は選択しないでください。これを選択すると、パフォーマンスの問題の原因に
なります。

4. ［次へ］をクリックします。 
［ターゲット］ページが表示されます。

手順 3.パブリケーションターゲットの設定
［ファイル取り込みタスクウィザード］の［ターゲット］ページでパブリケーションターゲットを設定します。

パブリケーションターゲットは、ファイルをパブリッシュする Cloud Integration Hub パブリケーションリポ
ジトリ内の Cloud 統合ハブ接続です。
1. ［ターゲット］ページで、接続タイプとして［Cloud 統合ハブ］を選択します。 
2. 接続として［Cloud 統合ハブ］を選択します。 
3. ［保存］をクリックします。 

サブスクリプション用のファイル取り込みタスクの作成
一括取り込みでサブスクリプション用にファイル取り込みタスクを作成するには、以下のタスクを実行します。
• タスクの詳細を定義します。
• サブスクリプションソースを設定します。ソース接続タイプとして［Cloud 統合ハブ］を選択します。
• 接続として［Cloud 統合ハブ］を選択します。ターゲットは、ファイルをコンシュームする一括取り込み

ファイル接続です。
• 必要に応じて、1 つまたは複数のファイル処理アクションを設定します。
• タスクを保存して閉じます。

手順 1.タスクの詳細を定義します。
［ファイル取り込みタスクウィザード］の［定義］ページでタスクのプロパティを定義します。

1. 一括取り込みにログインします。［新規］ > ［ファイル取り込みタスク］をクリックします。 
［ファイル取り込みタスクウィザード］の［定義］ページが表示されます。

2. 以下の詳細を指定します。 
タスク名

タスクの名前を入力します。
タスク名に使用できるのは英数字、スペース、およびアンダースコアのみです。名前の先頭には英字
またはアンダースコアを指定する必要があります。
ヒント: タスク名に、タスクのタイプを含めます。これにより、Cloud Integration Hub のサブスクリ
プションワークフローで使用するタスクを選択するときに、間違えずにサブスクリプションタスクを
選択できます。例えば、タスクに Sub_<TaskName>という名前を付けます。
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場所
タスクが存在するローカルフォルダを選択します。

説明
必要に応じて、タスクの説明を入力します。説明には最大 1,024 文字を含めることができます。

ランタイム環境
タスクを実行する Secure Agent が含まれる同じランタイム環境を選択します。

3. ［次へ］をクリックします。 
［ソース］ページが表示されます。

手順 2.サブスクリプションソースの設定
［ファイル取り込みタスクウィザード］の［ソース］ページでサブスクリプションソースを設定します。

1. ［ソース］ページで、［ソースタイプ］から［ソース接続］を選択します。 
ソースタイプ［ファイルリスナ］は選択しないでください。

2. ［接続タイプ］リストから、［Cloud 統合ハブ］を選択します。 
3. ［接続］リストから、［Cloud 統合ハブ］を選択します。 
4. ソースオプションを入力します。以下の表に、ソースオプションを示します。 

オプション 説明
ファイルピックアップ ファイル取り込みタスクは、ファイルリストに基づいてファイルを

ピックアップします。ファイルリストは、ファイル名のコンマ区切
りリストで構成されています。ファイルリストオプションは Cloud
統合ハブサブスクリプションから自動的に取り込まれるため、編集
することはできません。

バッチサイズ ファイル取り込みタスクが 1 回のバッチで転送できるファイル数。
デフォルトは 5 です。一度に転送できるテーブルの最大数は 20 で
す。

ファイルのピックアップ後 ファイル転送後のソースファイルの処理を決定します。
次のいずれかのオプションを選択します。
- ソースディレクトリ内でファイルを保持する。
- ソースディレクトリからファイルを削除する。
- ソースディレクトリ内でファイルの名前を変更する。ファイルの

名前を変更する場合は、ファイル取り込みタスクがファイル名に
追加するファイル名の接尾辞を指定する必要があります。次のい
ずれかの値を入力します。
- ($date)
- ($time)
- ($timestamp)
- ($runId)

- 別の場所にファイルをアーカイブする。ソースファイルシステム
上の絶対パスまたは相対パスを入力する必要があります。

5. ［次へ］をクリックします。 
［ターゲット］ページが表示されます。
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手順 3.サブスクリプションターゲットの設定
［ファイル取り込みタスクウィザード］の［ターゲット］ページで、サブスクリプションターゲットを設定しま

す。このページに表示されるオプションは、選択したターゲット接続のタイプに応じて異なります。
1. ［ターゲット］ページで、［接続タイプ］から接続タイプを選択します。 
2. 接続を選択します。 
3. 選択したターゲット接続に基づいて、ターゲットのオプションを入力します。 
4. ［保存］をクリックします。 

手順 4.ファイル処理アクションの設定（オプション）
［ファイル取り込みタスクウィザード］の［アクション］ページで、1 つ以上のファイル処理アクションを設定

できます。例えば、コンシュームするファイルのファイル構造をフラット化することを選択できます。ファイ
ル処理アクションの詳細については、一括取り込みヘルプを参照してください。
1. ［アクション］ページで、［追加］をクリックします。 

［アクションの詳細］ウィンドウが表示されます。
2. ［アクション］リストから［FileStructure］を選択します。 
3. ［アクションタイプ］リストで［フラット化］を選択し、［保存］をクリックします。 
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第  8  章

パブリケーション
パブリケーションは、アプリケーションが Cloud Integration Hub にデータをパブリッシュする方法（データ
パブリケーションのタイプ、形式、スケジュールなど）を定義するエンティティです。パブリケーションはト
ピックにデータをパブリッシュします。同じトピックに対して複数のパブリケーションからパブリッシュでき
ます。トピックはデータのパブリッシュ先の構造を定義します。
パブリケーションは、Informatica Intelligent Cloud Services がアクセスできるあらゆるタイプのソースから
パブリッシュできます。

パブリケーション方法
次の方法を使用して、Cloud Integration Hub でデータとファイルをパブリッシュできます。
Data Integration タスクをトリガするパブリケーション

パブリケーションが実行されると、Cloud Integration Hub データ統合サーバーは、パブリケーションに
対して定義されている Data Integration タスクをトリガし、Informatica Intelligent Cloud Services デー
タエンジンにパブリッシュ元のアプリケーションからデータを取得するように指示します。データエンジ
ンはデータ統合タスクを実行し、Cloud Integration Hub リレーショナルパブリケーションリポジトリ上
のトピックにソースデータを転送します。
1 つのタスクで複数のトピックにデータをパブリッシュするには、複合パブリケーションを作成します。
複合パブリケーションを作成するには、Data Integration マッピングタスクを使用します。

ファイル取り込みタスクをトリガするパブリケーション
パブリケーションが実行されると、Cloud Integration Hub サーバーは、パブリケーションに対して定義
されているファイル取り込みタスクをトリガし、一括取り込みに対してパブリッシュ元のソースからファ
イルを取得するように指示します。一括取り込みはファイル取り込みタスクを実行し、ソースファイルを
現状のまま Cloud Integration Hub ファイルストアパブリケーションリポジトリ上のトピックに転送しま
す。

API を使用してデータをパブリッシュするパブリケーション
Cloud Integration Hub の Publish Data API は、Cloud Integration Hub リレーショナルパブリケーショ
ンリポジトリの特定のトピックにパブリッシュします。
この方法を使用して、ワークフロー内（例えばアプリケーションの統合内）から小規模なトランザクショ
ンをパブリッシュします。
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パブリケーションタイプ
Cloud Integration Hub で次のパブリケーションタイプを使用して、データとファイルをパブリッシュできま
す。
簡単なパブリケーション

このタイプのパブリケーションを使用して、データ統合または一括取り込みタスクまたは API により、1
つまたは複数のデータセットとファイルを 1 つのトピックにパブリッシュします。

複合パブリケーション
このタイプのパブリケーションを使用して、単一のデータ統合マッピングタスクにより、1 つまたは複数
のデータセットを複数のトピックにパブリッシュします。

パブリケーションプロセス
パブリケーションプロセスは、パブリケーションタイプによって異なります。

Data Integration タスクをトリガするパブリケーションのパブリケーションプロセス
データ統合タスクをトリガするパブリケーションの場合、パブリケーションプロセスでは、パブリッシャから
のデータの取得、パブリケーションタスクの実行、パブリケーションリポジトリ内の関連トピックへのデータ
の書き込みが行われます。パブリケーションプロセスが完了した後、サブスクリプションの作成時に定義され
たスケジュールとフィルタに従って、各サブスクライバがパブリッシュ済みデータをコンシュームします。
パブリケーションプロセスには以下のステージがあります。
1. スケジュールに従って、または外部 API によってパブリケーションがトリガされると、Cloud Integration 

Hub サーバーは、Informatica Intelligent Cloud Services REST API によってパブリケーション用に定義
された Data Integration タスクをトリガします。

2. パブリケーションプロセスは、Cloud Integration Hub クラウドコネクタを使用してデータを Cloud 
Integration Hub に書き込みます。

3. Cloud Integration Hub サーバーがパブリケーションイベントのステータスを完了に変更し、サブスクリ
プション処理をトリガします。

ファイル取り込みタスクをトリガするパブリケーションのパブリケーションプロセス
ファイル取り込みタスクをトリガするパブリケーションの場合、パブリケーションプロセスにはパブリケーシ
ョンタスクの実行、およびパブリケーションリポジトリ内の関連するファイルストアトピックへのファイルの
書き込みが含まれます。パブリケーションプロセスが完了した後、サブスクリプションの作成時に定義された
スケジュールに従って、各サブスクライバがパブリッシュ済みファイルをコンシュームします。
パブリケーションプロセスには以下のステージがあります。
1. スケジュールに従って、または外部 API によってパブリケーションがトリガされると、Cloud Integration 

Hub サーバーは、パブリケーション用に定義されたファイル取り込みタスクをトリガします。
2. ファイル取り込みタスクは、ソースからファイルを読み取り、ファイルストアパブリケーションリポジト

リにそのファイルを書き込みます。
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3. Cloud Integration Hub サーバーがパブリケーションイベントのステータスを完了に変更し、サブスクリ
プション処理をトリガします。

API を使用してデータをパブリッシュするパブリケーションのパブリケーションプロセス
API を使用してデータをパブリッシュするパブリケーションの場合は、Publish Data API を実行します。API
はパブリッシャからデータを取得し、リレーショナルパブリケーションリポジトリ内の関連するトピックにデ
ータを書き込みます。パブリケーションプロセスが完了した後、サブスクリプションの作成時に定義されたス
ケジュールとフィルタに従って、各サブスクライバがパブリッシュされたデータを使用します。
パブリケーションプロセスには以下のステージがあります。
1. ユーザーが Publish Data API をトリガする。
2. Publish Data API は、パブリケーションを実行し、パブリッシュ元アプリケーションからデータを取得

し、パブリケーションで定義されているトピックにデータを書き込みます。
3. Cloud Integration Hub サーバーがパブリケーションイベントのステータスを完了に変更し、サブスクリ

プション処理をトリガします。

パブリケーションマッピング
データ統合タスクをトリガするパブリケーションの場合、マッピングは、パブリッシュソースと Cloud 
Integration Hub パブリケーションリポジトリ間のデータマッピングです。
パブリケーションは、ソースから読み取り、トピックテーブルにパブリッシュするデータ統合タスクを実行し
ます。タスクのターゲットにはトピックテーブルを 1 つ以上含める必要があります。トピックで定義されてい
ないターゲットテーブルは含めないでください。
データ統合でタスクを作成し、Cloud Integration Hub でパブリケーションを作成するときに、このタスクを
選択します。Cloud Integration Hub は、Informatica Intelligent Cloud Services REST API を使用してタスク
をトリガし、Cloud Integration Hub クラウドコネクタは、パブリッシュ済みデータを Cloud Integration 
Hub に書き込みます。
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パブリケーションソース
パブリケーションは、Informatica Intelligent Cloud Services がサポートするあらゆるタイプのソースからパ
ブリッシュできます。

パブリケーションスケジュール
Data Integration タスクをトリガするパブリケーションの場合、パブリケーションスケジュールでパブリケー
ションの頻度を定義します。データは、手動で、または外部トリガを使用してパブリッシュしたり、定義した
間隔でパブリッシュしたりこともできます。
手動または外部トリガによって、あるいは定義された間隔でパブリッシュされるファイルパブリケーション場
合と、複数のファイルをパブリッシュするファイルパブリケーションの場合、パブリケーションの開始時にす
べてのファイルがソースの場所に存在している必要があります。
次のいずれかの条件が true の場合、パブリケーションは開始します。
• スケジュールされた開始時間になった。
• パブリケーションを手動で実行した。
• REST API からパブリケーションを開始します。
Administrator で、スケジュールされたデータ統合パブリケーションとスケジュールされた一括取り込みファ
イルパブリケーションを実行しないブラックアウト期間を設定できます。

パブリケーションの管理
パブリケーションを作成、無効化および有効化し、無効なパブリケーションを含むパブリケーションを手動で
実行します。

Data Integration タスクをトリガするパブリケーションの作成
ナビゲータを使用し、パブリッシュ元のアプリケーションからデータを取得して Cloud Integration Hub リレ
ーショナルパブリケーションリポジトリ上のトピックに書き込む Data Integration タスクをトリガするパブリ
ケーションを作成します。
パブリケーションを作成するには、次の条件を満たしておく必要があります。
• データのパブリッシュ元のアプリケーションが存在する必要があります。既存のアプリケーションを使用す

ることも、あるいは新しいアプリケーションを作成して保存することもできます。
• データをパブリッシュするリレーショナルトピックが存在する必要があります。既存のトピックを使用する

ことも、あるいは新しいトピックを作成して保存することもできます。
• パブリケーション Data Integration タスクが存在する必要があります。詳細については、「パブリケーショ

ン用のマッピングおよびタスクの作成」  (ページ 77)を参照してください。
1. ナビゲータで、［新規］ > ［パブリケーション］をクリックします。 

［新しいパブリケーション］ページが表示されます。
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2. パブリケーション名を入力します。必要に応じて、パブリケーションの説明を入力します。 
3. パブリケーションモード（有効または無効）を選択します。 

無効なパブリケーションは、スケジュールに基づいて、または外部 API によって実行することはできませ
ん。無効なパブリケーションは Explore ページまたはパブリケーションの発行先トピックのトピックペー
ジからのみ実行できます。 

4. ［Data Integration タスクによってデータをパブリッシュ］を選択します。 
5. データをパブリッシュするアプリケーションを選択します。 
6. パブリッシュされたデータをリレーショナルデータベースに格納するトピックを選択します。パブリケー

ション用にデータ統合マッピングタスクを使用する場合、データのパブリッシュ先として複数のトピック
を選択できます。 

7. パブリケーションマッピングを定義するタスクを選択します。 
8. パブリケーションで大量のデータをパブリッシュする場合は、書き込みバッチサイズを増やしてパブリケ

ーションのパフォーマンスを最適化します。 
注: バッチサイズを増やすと、Secure Agent のメモリ使用量が増え、Secure Agent マシンのパフォーマ
ンスに影響する場合があります。

9. データパブリッシュの方法および頻度を選択します。 
手動または外部トリガを使用

スケジュールは設定されません。次の方法を使用してパブリケーションを実行することができます。
• Cloud Integration Hub エクスプローラから手動で実行します。
• API で実行する。パブリケーションを開始する REST API を呼び出します。
このスケジュールオプションを使用するファイルパブリケーションの場合と、複数のファイルをパブ
リッシュするファイルパブリケーションの場合、パブリケーションの開始時にすべてのファイルがソ
ースの場所に存在している必要があります。

スケジュールを使用
定義されたスケジュールに従ってパブリケーションを実行します。次のいずれかのオプションを選択
します。
• n 分ごと。最大 60 分間隔でパブリケーションを実行します。リストから分数を選択します。
• 時間ごと。最大 24 時間間隔でパブリケーションを実行します。リストから時間数を選択します。

パブリケーションはその時間の開始時に実行されます。例えば、「2」を入力した場合、パブリケ
ーションは 00:00、02:00 に、2 時間間隔で実行されます。

• 日。毎日同じ時間にパブリケーションを実行します。
• 週。毎週同じ曜日（1 つ以上）の同じ時間にパブリケーションを実行します。パブリケーションが

実行される曜日のチェックボックスをオンにします。例えば、土曜日と日曜日を選択して、パブ
リケーションを週末に実行するようにスケジュールします。

• 月。毎月特定の日付または特定の曜日の同じ時間にパブリケーションを実行します。
分単位および時間単位の間隔については、パブリケーションを実行する当日でその期間を指定できま
す。例えば、パブリケーションが夜間に実行されるようにスケジュールします。
スケジュールのタイムゾーンを選択します。選択したタイムゾーンで、スケジュールに従ってパブリ
ケーションが実行されます。ユーザープロファイルでデフォルトのタイムゾーンを変更できます。

［実行の繰り返し］領域でパブリケーション間隔を定義します。
10. ［保存］をクリックします。 
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ファイル取り込みタスクをトリガするパブリケーションの作成
ナビゲータを使用し、パブリッシュ元のアプリケーションからファイルを取得して Cloud Integration Hub フ
ァイルストアパブリケーションリポジトリ上の特定のトピックに書き込むファイル取り込みタスクをトリガす
るパブリケーションを作成します。
パブリケーションを作成するには、次の条件を満たしておく必要があります。
• ファイルのパブリッシュ元のアプリケーションが存在する必要があります。既存のアプリケーションを使用

することも、あるいは新しいアプリケーションを作成して保存することもできます。
• ファイルをパブリッシュするファイルストアトピックが存在する必要があります。既存のトピックを使用す

ることも、あるいは新規トピックを作成して保存することもできます。
• パブリケーションファイル取り込みタスクが存在する必要があります。
1. ナビゲータで、［新規］ > ［パブリケーション］をクリックします。 

［新しいパブリケーション］ページが表示されます。
2. パブリケーション名を入力します。必要に応じて、パブリケーションの説明を入力します。 
3. パブリケーションモード（有効または無効）を選択します。 

無効なパブリケーションは、スケジュールに基づいて、または外部 API によって実行することはできませ
ん。無効なパブリケーションは Explore ページまたはパブリケーションの発行先トピックのトピックペー
ジからのみ実行できます。 

4. ［ファイル取り込みタスクでファイルをパブリッシュ］を選択します。 
5. ファイルをパブリッシュするアプリケーションを選択します。 
6. ファイルのパブリッシュ先となるファイルストアにファイルを保存するトピックを選択します。 
7. パブリケーションマッピングを定義するファイル取り込みタスクを選択します。 
8. ファイルパブリッシュの方法および頻度を選択します。 

手動または外部トリガを使用
スケジュールは設定されません。次の方法を使用してパブリケーションを実行することができます。
• Cloud Integration Hub エクスプローラから手動で実行します。
• API で実行する。パブリケーションを開始する REST API を呼び出します。
このスケジュールオプションを使用するパブリケーションの場合と、複数のファイルをパブリッシュ
するパブリケーションの場合、パブリケーションの開始時にすべてのファイルがソースの場所に存在
している必要があります。

スケジュールを使用
定義されたスケジュールに従ってパブリケーションを実行します。次のいずれかのオプションを選択
します。
• n 分ごと。最大 60 分間隔でパブリケーションを実行します。リストから分数を選択します。
• 時間ごと。最大 24 時間間隔でパブリケーションを実行します。リストから時間数を選択します。

パブリケーションはその時間の開始時に実行されます。例えば、「2」を入力した場合、パブリケ
ーションは 00:00、02:00 に、2 時間間隔で実行されます。

• 日。毎日同じ時間にパブリケーションを実行します。
• 週。毎週同じ曜日（1 つ以上）の同じ時間にパブリケーションを実行します。パブリケーションが

実行される曜日のチェックボックスをオンにします。例えば、土曜日と日曜日を選択して、パブ
リケーションを週末に実行するようにスケジュールします。

• 月。毎月特定の日付または特定の曜日の同じ時間にパブリケーションを実行します。
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分単位および時間単位の間隔については、パブリケーションを実行する当日でその期間を指定できま
す。例えば、パブリケーションが夜間に実行されるようにスケジュールします。
スケジュールのタイムゾーンを選択します。選択したタイムゾーンで、スケジュールに従ってパブリ
ケーションが実行されます。ユーザープロファイルでデフォルトのタイムゾーンを変更できます。

［実行の繰り返し］領域でパブリケーション間隔を定義します。
9. ［保存］をクリックします。 

API を使用してデータをパブリッシュするパブリケーションの作成
ナビゲータを使用し、Publish Data REST API を使用して Cloud Integration Hub リレーショナルパブリケー
ションリポジトリの特定のトピックにデータをパブリッシュするパブリケーションを作成します。
パブリケーションを作成するには、次の条件を満たしておく必要があります。
• データのパブリッシュ元のアプリケーションが存在する必要があります。既存のアプリケーションを使用す

ることも、あるいは新しいアプリケーションを作成して保存することもできます。
• データをパブリッシュするリレーショナルトピックが存在する必要があります。既存のトピックを使用する

ことも、あるいは新しいトピックを作成して保存することもできます。
1. ナビゲータで、［新規］ > ［パブリケーション］をクリックします。 

［新しいパブリケーション］ページが表示されます。
2. パブリケーション名を入力します。必要に応じて、パブリケーションの説明を入力します。 
3. パブリケーションモード（有効または無効）を選択します。無効なパブリケーションは、スケジュールに

基づいて、または外部 API によって実行することはできません。無効なパブリケーションは Explore ペー
ジまたはパブリケーションの発行先トピックのトピックページからのみ実行できます。 

4. ［API を使用してデータをパブリッシュ］を選択します。 
5. データをパブリッシュするアプリケーションを選択します。 
6. パブリッシュされたデータをリレーショナルデータベースに格納するトピックを選択します。パブリケー

ション用にデータ統合マッピングタスクを使用する場合、データのパブリッシュ先として複数のトピック
を選択できます。 

7. ［保存］をクリックします。 
次の URL をコピーして、パブリケーションを実行する要求で使用できます。
• REST API の URL。この URL を使用してデータをパブリッシュします。
• パブリケーションがデータをパブリッシュするトピックの Swagger 構造の URL。この構造はパブリケ

ーション要求で使用します。組織に Swagger 構造のベース URL が構成されている場合、Cloud 統合ハ
ブはベース URL をトピックの Swagger 構造 URL に追加します。詳細については、「システムプロパテ
ィ」  (ページ 36)を参照してください。

パブリケーションの手動での実行
データ統合タスクをトリガするパブリケーションを手動で実行するには、［参照］ページを使用します。
ヒント: さらに、トピックページでパブリケーションを手動で実行することができます。詳細については、「ト
ピックプロパティ」  (ページ 62)を参照してください。
1. ナビゲータで、［参照］をクリックします。［すべてのアセット］リストをクリックし、［ハブの管理］ > 

［パブリケーション］を選択します。 
［参照］ページには、既存のパブリケーションがすべて表示されます。表示内容を名前、説明、モード、ト

ピック、または最終更新日時でソートできます。
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2. パブリケーションにカーソルを置いて、行の右端にある［アクション］メニューをクリックします。メニ
ューから［実行］を選択します。 

パブリケーションの無効化と有効化
パブリケーションを無効または有効にするには、［参照］ページを使用します。無効なパブリケーションは、ス
ケジュールに基づいて、または外部 API によって実行することはできません。無効なパブリケーションは 
Explore ページまたはパブリケーションの発行先トピックのトピックページからのみ実行できます。 
ヒント: トピックページでパブリケーションを無効または有効にすることもできます。詳細については、 「プ
ロパティプロパティ」  (ページ 68)を参照してください。
1. ナビゲータで、［参照］をクリックします。［すべてのアセット］リストをクリックし、［ハブの管理］ > 

［パブリケーション］を選択します。 
［参照］ページには、既存のパブリケーションがすべて表示されます。表示内容を名前、説明、モード、ト

ピック、または最終更新日時でソートできます。
2. パブリケーションにカーソルを置いて、行の右端にある Actions メニューをクリックします。メニューか

ら必要に応じて［無効］または［有効］を選択します。 

パブリケーションプロパティ
パブリケーションプロパティには、パブリケーションに関する全般的な情報、パブリケーションに使用するア
プリケーションとトピック、および Data Integration タスクまたはファイル取り込みタスクをトリガするパブ
リケーションの場合は、実行するタスクとパブリケーションのスケジューリングが含まれます。

［パブリケーション］ページには、次のプロパティが含まれます。
パブリケーション名

パブリケーションの名前。名前の最大文字数は特殊文字を含めて 60 文字です。
説明

パブリケーションの説明。説明には最大 255 文字を含めることができます。
モード

有効または無効になっているパブリケーションモード。無効なパブリケーションは、スケジュールに基づ
いて、または外部 API によって実行することはできません。無効なパブリケーションは Explore ページま
たはパブリケーションの発行先トピックのトピックページからのみ実行できます。 

パブリケーション方法
データまたはファイルをパブリッシュする方法:
• Data Integration タスクによってデータをパブリッシュします。パブリケーションプロセスは、パブ

リッシュ元のアプリケーションからデータを取得して Cloud Integration Hub パブリケーションリポ
ジトリ上のトピックに書き込む Data Integration タスクをトリガします。

• ファイル取り込みタスクでファイルをパブリッシュします。パブリケーションプロセスは、パブリッシ
ュ元のアプリケーションからファイルを取得して Cloud Integration Hub パブリケーションリポジト
リ上の特定のトピックに書き込むファイル取り込みタスクをトリガします。

• API を使用してデータをパブリッシュ Publish Data REST API を使用して、Cloud Integration Hub の
パブリケーションリポジトリの特定のトピックにデータをパブリッシュします。小規模なトランザクシ
ョンの高頻度なパブリケーションの場合、このオプションを選択します。
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パブリケーションプロパティを設定すると、次の URL をパブリケーションページからコピーできます。
•REST API の URL。この URL を使用してデータをパブリッシュします。
•パブリケーションがデータをパブリッシュするトピックの Swagger 構造の URL。この構造はパブリ

ケーション要求で使用します。
パブリケーションを実行する要求の作成時にこれらの URL を使用します。

アプリケーション
データまたはファイルをパブリッシュするアプリケーション。

トピック
アプリケーションによるデータまたはファイルのパブリッシュ先となるトピック。

タスク
パブリケーションマッピングを定義するタスク。データ統合タスクまたはファイル取り込みタスクをトリ
ガするパブリケーションに適用されます。

書き込みバッチサイズ
Cloud Integration Hub コネクタが、パブリケーションリポジトリに単一バッチで書き出すレコード数。
データ統合タスクをトリガするパブリケーションに適用されます。
注: プライベートパブリケーションリポジトリに JDBC を使用するように Cloud Integration Hub 接続を
構成する場合、バッチサイズは適用されません。

スケジューリング
データパブリッシュの方法と頻度。データ統合タスクまたはファイル取り込みタスクをトリガするパブリ
ケーションに適用されます。
手動または外部トリガを使用

スケジュールは設定されません。次の方法を使用してパブリケーションを実行することができます。
• Cloud Integration Hub エクスプローラから手動で実行します。
• API で実行する。パブリケーションを開始する REST API を呼び出します。
このスケジュールオプションを使用するファイルパブリケーションの場合と、複数のファイルをパブ
リッシュするファイルパブリケーションの場合、パブリケーションの開始時にすべてのファイルがソ
ースの場所に存在している必要があります。

スケジュールを使用
定義されたスケジュールに従ってパブリケーションを実行します。次のいずれかのオプションを選択
します。
• n 分ごと。最大 60 分間隔でパブリケーションを実行します。リストから分数を選択します。
• 時間ごと。最大 24 時間間隔でパブリケーションを実行します。リストから時間数を選択します。

パブリケーションはその時間の開始時に実行されます。例えば、「2」を入力した場合、パブリケ
ーションは 00:00、02:00 に、2 時間間隔で実行されます。

• 日。毎日同じ時間にパブリケーションを実行します。
• 週。毎週同じ曜日（1 つ以上）の同じ時間にパブリケーションを実行します。パブリケーションが

実行される曜日のチェックボックスをオンにします。例えば、土曜日と日曜日を選択して、パブ
リケーションを週末に実行するようにスケジュールします。

• 月。毎月特定の日付または特定の曜日の同じ時間にパブリケーションを実行します。
分単位および時間単位の間隔については、パブリケーションを実行する当日でその期間を指定できま
す。例えば、パブリケーションが夜間に実行されるようにスケジュールします。
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スケジュールのタイムゾーンを選択します。選択したタイムゾーンで、スケジュールに従ってパブリ
ケーションが実行されます。ユーザープロファイルでデフォルトのタイムゾーンを変更できます。

［実行の繰り返し］領域でパブリケーション間隔を定義します。
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第  9  章

サブスクリプション
サブスクリプションは、アプリケーションが Cloud Integration Hub のデータをコンシュームする方法を定義
するエンティティです。サブスクリプションはトピックにサブスクライブします。複数のサブスクリプション
が同じトピックのデータをコンシュームできます。
サブスクリプションでは、Informatica Intelligent Cloud Services がアクセスできる任意のタイプのターゲッ
トにデータをコンシュームできます。

サブスクリプション方法
次の方法を使用して、Cloud Integration Hub でデータとファイルをコンシュームできます。
データ統合タスクをトリガするサブスクリプション

サブスクリプションが実行されると、Cloud Integration Hub サーバーはサブスクリプションで定義され
たデータ統合タスクをトリガし、Cloud Integration Hub パブリケーションリポジトリのトピックからデ
ータを取得するように Informatica Intelligent Cloud Services データエンジンに指示します。データエン
ジンはデータ統合タスクを実行し、データをサブスクライブ元のアプリケーションに変換します。1 つの
タスクで複数のトピックからデータをコンシュームするには、複合サブスクリプションを作成します。
データ統合タスクをトリガするサブスクリプションの場合、パブリッシュされたデータの配信動作を定義
することができます。例えば、すべてのデータセットを 1 つのデータセットに統合する動作や、パブリッ
シュされた最新のデータセットをコンシュームする動作を定義できます。また、Cloud Integration Hub
がサブスクリプションの実行の失敗時に再試行する回数と再試行の間隔を定義する再試行ポリシーを設定
することもできます。
この方法を使用して、リレーショナルパブリケーションリポジトリからファイル、アプリケーション、お
よびリポジトリにバッチデータをコンシュームします。

ファイル取り込みタスクをトリガするサブスクリプション
サブスクリプションが実行されると、Cloud Integration Hub サーバーは、サブスクリプションに対して
定義されているファイル取り込みタスクをトリガし、一括取り込みに対して Cloud Integration Hub パブ
リケーションリポジトリの特定のトピックからファイルを取得するように指示します。一括取り込みはフ
ァイル取り込みタスクを実行し、ファイルをサブスクライバターゲットに転送します。
この方法を使用して、ファイルストアパブリケーションリポジトリからファイルを現状のままコンシュー
ムします。

API を介してデータをコンシュームするサブスクリプション
Cloud Integration Hub の Consume Data API は、Cloud Integration Hub パブリケーションリポジトリ
の特定のトピックのデータをコンシュームします。
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頻度の高いイベント駆動型サブスクリプションの場合は、この方法を使用してください。例えば、
Publish Data API でパブリッシュするデータをコンシュームする場合などです。

サブスクリプションタイプ
Cloud Integration Hub で次のサブスクリプションタイプを使用して、データとファイルをコンシュームでき
ます。
簡単なサブスクリプション

このタイプのサブスクリプションを使用して、データ統合または一括取り込みタスクまたは API により、
1 つまたは複数のデータセットまたはファイルを 1 つのトピックからコンシュームします。

複合サブスクリプション
このタイプのサブスクリプションを使用して、単一のデータ統合マッピングタスクにより、複数の必須ト
ピックとオプションのトピックからリレーショナルデータセットをコンシュームします。最新のパブリケ
ーションのデータまたはファイルを使用するように選択できます。

バインドされていないサブスクリプション
バインドされていないサブスクリプションは、特定のパブリケーションインスタンスに限定されません。
データがいつまたはどのバッチでパブリッシュされたかに関わらず、このタイプのサブスクリプションを
使用して、パブリケーションによってパブリッシュされるすべてのリレーショナルデータをサブスクライ
ブし、サブスクリプションフィルタに基づいてデータをコンシュームします。

集計済みサブスクリプション
集約サブスクリプションは、単一のバッチワークフローによって同じトピックから複数のリレーショナル
データセットをコンシュームします。
このタイプのサブスクリプションを自動マッピングまたはカスタムマッピングと併用して、リレーショナ
ルデータを処理します。自動マッピングを使用する場合、サブスクリプションはパブリケーションインス
タンスのパブリケーション日時に従ってリレーショナルデータをソートします。

サブスクリプションプロセス
サブスクリプションプロセスは、サブスクリプションタイプによって異なります。

Data Integration タスクをトリガするサブスクリプションのサブスクリプションプロセス
サブスクリプションがデータ統合タスクをトリガするときに、サブスクリプションプロセスでは、Cloud 
Integration Hub リレーショナルパブリケーションリポジトリからの必要データの取得、サブスクリプション
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タスクの実行、1 つ以上のサブスクライバターゲットへのデータの書き込みが行われます。Cloud Integration 
Hub は、トピックの保持期限が切れるまでそのデータをパブリケーションリポジトリに保持します。
サブスクリプションプロセスには以下のステージがあります。
1. サブスクライバ向けにパブリケーションの準備ができると、Cloud Integration Hub サーバーは、

Informatica Intelligent Cloud Services REST API によってサブスクリプション用に定義された Data 
Integration タスクをトリガします。

2. サブスクリプションプロセスは、Cloud Integration Hub クラウドコネクタを使用してデータを Cloud 
Integration Hub から読み取ります。

3. データ統合タスクは、Cloud Integration Hub からデータを読み取り、そのデータをクラウドアプリケー
ションに書き込みます。

4. Cloud Integration Hub サーバーが、サブスクリプションイベントのステータスを完了に変更します。
注: 
• パフォーマンスを向上させるために、Cloud Integration Hub は、中間ステージング用にローカルサーバー

上のフォルダにデータを書き込み、その後ターゲットの場所に書き込みます。Cloud Integration Hub はサ
ブスクリプションの終了時にデータをローカルサーバーから削除します。

• ［フィルタアクセラレータ］として有効になっているフィールドのデータのみをソートすることができます。
• ［String］データ型を 1024 を超える精度でソートすることはできません。
• データは 1 つ以上のフィールドに基づいてフィルタリングまたはソートできます。フィールドは昇順または

降順でソートできます。

ファイル取り込みタスクをトリガするサブスクリプションのサブスクリプションプロセス
サブスクリプションがファイル取り込みタスクをトリガするとき、サブスクリプションプロセスには、サブス
クリプションタスクの実行とサブスクライバターゲットへのファイルの書き込みが含まれます。Cloud 
Integration Hub は、トピックの保持期限が切れるまでそのファイルをファイルストアパブリケーションリポ
ジトリに保持します。
サブスクリプションプロセスには以下のステージがあります。
1. サブスクライバ向けにパブリケーションの準備ができると、Cloud Integration Hub サーバーは、サブス

クリプション用に定義されたファイル取り込みタスクをトリガします。
2. ファイル取り込みタスクは、ファイルストアパブリケーションリポジトリからファイルを読み取り、その

ファイルを現状のままターゲットに書き込みます。
3. Cloud Integration Hub サーバーが、サブスクリプションイベントのステータスを完了に変更します。

API を使用してデータをコンシュームするサブスクリプション用のサブスクリプションプロセス
サブスクリプションで API を使用してデータをコンシュームするときは、データをコンシュームするために
Consume Data API を実行します。API はリレーショナルパブリケーションリポジトリ内のトピックからデー
タを取得し、サブスクライブ元のアプリケーションにデータを書き込みます。
API を使用してデータをコンシュームするサブスクリプションを作成または編集するときは、通知 URL を定義
できます。データのコンシューム準備が整うと、Cloud Integration Hub はこの URL に通知を送信します。
Cloud Integration Hub が通知 URL にアクセスできる必要があります。
サブスクリプションプロセスには以下のステージがあります。
1. ユーザーが Consume Data API をトリガする。

サブスクリプションプロセス       99



2. Consume Data API がサブスクリプションを実行し、サブスクリプションで定義されたトピックからデー
タを取得し、サブスクライブ元のアプリケーションにデータを書き込みます。

サブスクリプションプロセスが失敗した場合は、Consume Data REST API を使用してサブスクリプションエ
ラーイベントを再処理することで、パブリッシュされたデータのコンシュームを試行できます。
Consume Data REST API を使用してサブスクリプション完了イベントをトリガすることで、以前に処理され
たデータを再コンシュームできます。

サブスクリプションマッピング
データ統合タスクをトリガするサブスクリプションの場合、マッピングは Cloud Integration Hub パブリケー
ションリポジトリと、データを使用するターゲット間のデータマッピングを意味します。
サブスクリプションは、ターゲットのデータ構造とデータベース接続に関する情報を含むデータ統合タスクを
実行します。タスクは、トピックテーブルから読み取り、ターゲットアプリケーションにデータをコンシュー
ムします。
データ統合でタスクを作成し、Cloud Integration Hub でサブスクリプションを作成する際にそのタスクを選
択するか、サブスクリプションの作成時にタスクを作成します。Cloud Integration Hub は、サブスクライバ
向けにパブリケーションの準備ができたときにタスクをトリガし、Cloud Integration Hub クラウドコネクタ
を使用して Cloud Integration Hub からデータを読み取ります。
複合サブスクリプションを作成して、サブスクリプションが複数のトピックからデータセットをコンシューム
することができます。サブスクリプションプロセスは、すべてのトピックのすべてのパブリケーションによる
データの公開が完了した後に開始します。すべてのパブリケーションがパブリッシュを終了するまで待機する
最大時間を指定できます。この時間を過ぎると、最初のパブリケーションは使用を開始することができます。

サブスクリプションターゲット
サブスクリプションでは、Informatica Intelligent Cloud Services がサポートする任意のタイプのターゲット
にデータをコンシュームできます。

サブスクリプションスケジュール
データ統合タスクをトリガするサブスクリプションの場合、サブスクリプションスケジュールはサブスクリプ
ションの頻度を定義します。データが手動で、外部トリガを使用して、または定期的に公開された場合は、公
開されたデータを使用することができます。複合サブスクリプションを作成する場合は、データが手動で、ま
たは外部トリガを使用してパブリッシュされているときのみ、データをコンシュームするように選択できます。
次のいずれかの条件が満たされている場合、サブスクリプションによるデータの使用が開始されます。
• パブリッシャがデータを Cloud Integration Hub にパブリッシュした後、すぐにデータをコンシュームする

ようにサブスクリプションスケジュールが設定されている。
• スケジュールされた開始時間になった。
• REST API からサブスクリプションを開始した。
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• サブスクリプションを手動で実行した。
• 以前のパブリケーションを手動で取得した。
Administrator で、スケジュールされたデータ統合サブスクリプションとスケジュールされた一括取り込みフ
ァイルサブスクリプションを実行しないブラックアウト期間を設定できます。

サブスクリプション再試行ポリシー
事業継続性を向上させるため、データ統合タスクをトリガするサブスクリプションの再試行ポリシーを設定で
きます。このポリシーは Cloud Integration Hub がサブスクリプションの実行の失敗時に再試行する回数およ
び再試行の間隔を定義します。
5 分から 23 時間の再試行間隔で、最大 9 回の再試行のポリシーを定義できます。 Cloud Integration Hub は、
定義したポリシーに基づいて、エラーステータスのサブスクリプションイベントの再処理を試みます。Cloud 
Integration Hub は、次のシナリオではエラーイベントの再処理を試行しません。
• ［エラーイベント］のステータスを手動で［完了］に変更した場合。
• イベントのステータスを手動で［エラー］に変更した場合。
• ［エラーイベント］を手動で再処理し、サブスクリプションが正常に実行された場合。
Cloud Integration Hub がポリシーに従ってサブスクリプションを実行を試みると、［イベント］ページのサブ
スクリプションイベントの詳細には、その試行が再試行ポリシーに基づいていることが表示されます。
サブスクリプションの再試行ポリシーを定義する場合は、ポリシーがサブスクリプションスケジュールと競合
していないことを確認してください。競合が発生した場合は処理イベントのいずれかが遅延し、サブスクリプ
ションがスケジュールに従って次に実行されるときにデータをコンシュームします。

サブスクリプションの管理
サブスクリプションの作成、有効化、一時停止、無効化、サブスクリプション用の以前のパブリケーションの
取得、および無効化したサブスクリプショを含むサブスクリプションの手動での実行を行います。

Data Integration タスクをトリガするサブスクリプションの作成
ナビゲータを使用して、Cloud Integration Hub リレーショナルパブリケーションリポジトリのトピックから
データを取得するデータ統合タスクをトリガするサブスクリプションを作成します。
サブスクリプションを作成するには、次の条件を満たしておく必要があります。
• データをコンシュームするアプリケーションが 1 つ以上存在する必要があります。既存のアプリケーション

を使用することも、新しいアプリケーションを作成して保存することもできます。
• データのコンシューム元となるリレーショナルトピックが存在する必要があります。既存のトピックを使用

することも、あるいは新しいトピックを作成して保存することもできます。
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• サブスクリプションがマッピングタスクをトリガする場合は、サブスクリプションタスクがデータ統合内に
存在する必要があります。サブスクリプションが同期タスクをトリガする場合、データ統合に存在する同期
タスクを選択するか、タスクを作成できます。

1. ナビゲータで、［新規］ > ［サブスクリプション］をクリックします。 
［新しいサブスクリプション］ページが表示されます。

2. サブスクリプション名を入力します。必要に応じて、サブスクリプションの説明を入力します。 
3. サブスクリプションモードを選択します。次のいずれかのオプションを選択します。 

• 有効。サブスクリプションは、［スケジュール］ページで定義したスケジュールに従って実行されます。
Cloud 統合ハブからサブスクリプションを手動で実行することもできます。

• 一時停止。サブスクリプションは、スケジュールに従って、または外部 API によって実行されません。
Cloud 統合ハブからサブスクリプションを手動で実行することで、遅延イベントをコンシュームできま
す。

• 無効。サブスクリプションは、スケジュールに従って、または外部 API によって実行されません。無効
化されたサブスクリプションを Cloud 統合ハブから手動で実行することはできません。関連するパブ
リケーションが正常に実行された場合でも、無効化されたサブスクリプションによって遅延イベントが
作成されることはありません。サブスクリプションが［無効］モードの場合、パブリッシュされたデー
タをコンシュームすることはできません。

4. ［データ統合タスクによってデータをコンシューム］を選択します。 
5. 必要に応じて、［バインドされていないサブスクリプション］を選択します。 

特定のパブリケーションインスタンスに限定されないサブスクリプションのことです。サブスクリプショ
ンがサブスクライブするトピックのパブリケーションリポジトリのパブリケーションイベントデータすべ
てをコンシュームします。データ統合タスクでデータをコンシュームするサブスクリプションに適用され
ます。

6. データにサブスクライブするアプリケーションを選択します。 
7. アプリケーションによるデータのコンシューム元となるリレーショナルデータベースにデータを格納する

トピックを選択し、［トピックの追加］をクリックします。必要な数だけトピックを追加します。 
8. サブスクリプションに複数の必須またはオプションのトピックを追加した場合は、最初のパブリケーショ

ンがコンシューム可能になってから、関連するすべてのパブリケーションがデータのパブリッシュを完了
するまでの最長時間を指定します。 
• すべてのパブリケーションが最大時間間隔内にデータのパブリッシュを完了すると、最後のパブリケー

ションがコンシューム可能になった後にサブスクリプションプロセスが開始されます。
• 1 つ以上のパブリケーションが最大時間間隔内にすべての必須トピックへのデータのパブリッシュを完

了しなかった場合、サブスクリプションプロセスはデータをコンシュームせずにキャンセルされます。
• 1 つ以上のパブリケーションが、最大時間間隔内にすべてのオプショントピックではなく、すべての必

須トピックへのデータのパブリッシュを完了した場合、トピックにパブリッシュされたデータのみから
サブスクリプションプロセスが開始されます。

9. サブスクリプションマッピングを定義するタスクがデータ統合に存在する場合は、そのタスクを選択しま
す。存在しない場合は、［新規タスクを作成］をクリックして同期タスクを作成します。 

10. 同期タスクを作成するには、［新規タスクを作成］ウィンドウに次のプロパティを入力して、［作成］をク
リックします。 
タスク名

タスクの名前を入力します。
タスクの名前は組織内で一意である必要があります。タスク名では大文字小文字を区別しません。
タスク名には、英数字とスペースのほか、特殊文字として、_ .+ -を使用できます。

102       第 9 章: サブスクリプション



ソース
データのコンシューム元となるトピックテーブルを選択します。このオブジェクトの形式は
TopicName/tableName です。

接続
データのコンシューム先となるターゲットに接続する接続を選択します。

ターゲット
データのコンシューム先となるターゲットテーブルを選択します。［新規タスクを作成］ウィンドウ
に、リストの最初の 200 のテーブルが表示されます。

Cloud Integration Hub はタスクをデフォルトのフォルダに作成し、タスクをサブスクリプションに割り
当てます。

11. サブスクリプションで大量のデータをサブスクライブする場合は、読み取りバッチサイズを増やしてサブ
スクリプションのパフォーマンスを最適化します。 
注: バッチサイズを増やすと、Secure Agent のメモリ使用量が増え、Secure Agent マシンのパフォーマ
ンスに影響する場合があります。

12. データコンシュームの方法と頻度を選択します。 
パブリッシュされたデータが準備できた場合

パブリッシュされたデータの準備ができたら、すぐにサブスクリプションを実行します。
手動または外部トリガを使用

スケジュールは設定されません。次の方法を使用してサブスクリプションを実行することができま
す。
• Cloud Integration Hub エクスプローラから手動で実行します。
• API で実行する。サブスクリプションを開始する REST API を呼び出します。
ファイルサブスクリプションがこのスケジュールオプションを使用し、複数のファイルをパブリッシ
ュする場合、サブスクリプションの開始時にすべてのファイルがソースの場所に存在している必要が
あります。

スケジュールを使用
定義されたスケジュールに従ってサブスクリプションを実行します。次のいずれかのオプションを選
択します。
• ［n 分単位］。最大 60 分間隔でサブスクリプションを実行します。リストから分数を選択します。
• ［時単位］最大 24 時間間隔でサブスクリプションを実行します。リストから時間数を選択します。
• 日。毎日同じ時間にサブスクリプションを実行します。
• 週。毎週同じ曜日（1 つ以上）の同じ時間にサブスクリプションを実行します。サブスクリプショ

ンが実行される曜日のチェックボックスをオンにします。例えば、土曜日と日曜日を選択して、
サブスクリプションを週末に実行するようにスケジュールします。

• 月。毎月特定の日付または特定の曜日の同じ時間にサブスクリプションを実行します。
分単位および時間単位の間隔については、サブスクリプションを実行する当日でその期間を指定でき
ます。例えば、サブスクリプションが夜間に実行されるようにスケジュールします。
スケジュールのタイムゾーンを選択します。選択したタイムゾーンで、スケジュールに従ってサブス
クリプションが実行されます。ユーザープロファイルでデフォルトのタイムゾーンを変更できます。

［実行の繰り返し］領域で配信間隔を定義します。
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使用するデータ
サブスクリプションが手動で実行されるかまたは外部トリガにより実行される場合、またはスケジュ
ールによって実行される場合、同じパブリケーションからの複数ファイルを、スケジュールされた時
間またはサブスクリプションのトリガ時に消費用に使用可能な場合があります。次のいずれかのオプ
ションを選択します。
• 使用可能なすべてのパブリケーション。使用可能なすべてのパブリケーションからのデータまた

はファイルをコンシュームします。
• 最新のパブリケーションのみ。最新のパブリケーションからのみデータまたはファイルをコンシ

ュームします。
13. 必要に応じて、［再試行ポリシー］領域で、［エラーステータスのイベントの再処理］を選択し、Cloud 

Integration Hub がサブスクリプションの実行の失敗時に再試行する回数と再試行の間隔を選択します。5
分から 23 時間の再試行間隔で、最大 9 回の再試行のポリシーを定義できます。 

14. ［保存］をクリックします。 

ファイル取り込みタスクをトリガするサブスクリプションの作成
ナビゲータを使用して、Cloud Integration Hub ファイルストアパブリケーションリポジトリの特定のトピッ
クからファイルを取得するファイル取り込みタスクをトリガするサブスクリプションを作成します。
サブスクリプションを作成するには、次の条件を満たしておく必要があります。
• ファイルをコンシュームするアプリケーションが 1 つ以上存在する必要があります。既存のアプリケーショ

ンを使用することも、新しいアプリケーションを作成して保存することもできます。
• ファイルのコンシューム元となるファイルストアトピックが存在する必要があります。既存のトピックを使

用することも、あるいは新しいトピックを作成して保存することもできます。
• サブスクリプションファイル取り込みタスクが存在する必要があります。
1. ナビゲータで、［新規］ > ［サブスクリプション］をクリックします。 

［新しいサブスクリプション］ページが表示されます。
2. サブスクリプション名を入力します。必要に応じて、サブスクリプションの説明を入力します。 
3. サブスクリプションモードを選択します。次のいずれかのオプションを選択します。 

• 有効。サブスクリプションは、［スケジュール］ページで定義したスケジュールに従って実行されます。
Cloud 統合ハブからサブスクリプションを手動で実行することもできます。

• 一時停止。サブスクリプションは、スケジュールに従って、または外部 API によって実行されません。
Cloud 統合ハブからサブスクリプションを手動で実行することで、遅延イベントをコンシュームできま
す。

• 無効。サブスクリプションは、スケジュールに従って、または外部 API によって実行されません。無効
化されたサブスクリプションを Cloud 統合ハブから手動で実行することはできません。関連するパブ
リケーションが正常に実行された場合でも、無効化されたサブスクリプションによって遅延イベントが
作成されることはありません。サブスクリプションが［無効］モードの場合、パブリッシュされたデー
タをコンシュームすることはできません。

4. ［ファイル取り込みタスクでファイルをコンシューム］を選択します。 
5. ファイルにサブスクライブするアプリケーションを選択します。 
6. アプリケーションによるファイルのコンシューム元となるファイルストアにファイルを格納するトピック

を選択し、［トピックの追加］をクリックします。 
7. サブスクリプションマッピングを定義するファイル取り込みタスクを選択します。 
8. ファイル消費の方法と頻度を選択します。 
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パブリッシュされたデータが準備できた場合
パブリッシュされたファイルの準備ができたらすぐに、サブスクリプションを実行します。

手動または外部トリガを使用
スケジュールは設定されません。次の方法を使用してサブスクリプションを実行することができま
す。
• Cloud Integration Hub エクスプローラから手動で実行します。
• API で実行する。サブスクリプションを開始する REST API を呼び出します。
ファイルサブスクリプションがこのスケジュールオプションを使用し、複数のファイルをパブリッシ
ュする場合、サブスクリプションの開始時にすべてのファイルがソースの場所に存在している必要が
あります。

スケジュールを使用
定義されたスケジュールに従ってサブスクリプションを実行します。次のいずれかのオプションを選
択します。
• ［n 分単位］。最大 60 分間隔でサブスクリプションを実行します。リストから分数を選択します。
• ［時単位］最大 24 時間間隔でサブスクリプションを実行します。リストから時間数を選択します。
• 日。毎日同じ時間にサブスクリプションを実行します。
• 週。毎週同じ曜日（1 つ以上）の同じ時間にサブスクリプションを実行します。サブスクリプショ

ンが実行される曜日のチェックボックスをオンにします。例えば、土曜日と日曜日を選択して、
サブスクリプションを週末に実行するようにスケジュールします。

• 月。毎月特定の日付または特定の曜日の同じ時間にサブスクリプションを実行します。
分単位および時間単位の間隔については、サブスクリプションを実行する当日でその期間を指定でき
ます。例えば、サブスクリプションが夜間に実行されるようにスケジュールします。
スケジュールのタイムゾーンを選択します。選択したタイムゾーンで、スケジュールに従ってサブス
クリプションが実行されます。ユーザープロファイルでデフォルトのタイムゾーンを変更できます。

［実行の繰り返し］領域で配信間隔を定義します。
使用するデータ

サブスクリプションが手動で実行されるかまたは外部トリガにより実行される場合、またはスケジュ
ールによって実行される場合、同じパブリケーションからの複数ファイルを、スケジュールされた時
間またはサブスクリプションのトリガ時に消費用に使用可能な場合があります。次のいずれかのオプ
ションを選択します。
• 使用可能なすべてのパブリケーション。使用可能なすべてのパブリケーションからのデータまた

はファイルをコンシュームします。
• 最新のパブリケーションのみ。最新のパブリケーションからのみデータまたはファイルをコンシ

ュームします。
9. ［保存］をクリックします。 
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API を使用してデータをコンシュームするサブスクリプションの作成
ナビゲータを使用し、Consume Data REST API を使用して Cloud Integration Hub リレーショナルパブリケ
ーションリポジトリの特定のトピックのデータをコンシュームするサブスクリプションを作成します。
サブスクリプションを作成するには、次の条件を満たしておく必要があります。
• データをコンシュームするアプリケーションが 1 つ以上存在する必要があります。既存のアプリケーション

を使用することも、新しいアプリケーションを作成して保存することもできます。
• データのコンシューム元となるリレーショナルトピックが存在する必要があります。既存のトピックを使用

することも、あるいは新しいトピックを作成して保存することもできます。
1. ナビゲータで、［新規］ > ［サブスクリプション］をクリックします。 

［新しいサブスクリプション］ページが表示されます。
2. サブスクリプション名を入力します。必要に応じて、サブスクリプションの説明を入力します。 
3. サブスクリプションモードを選択します。次のいずれかのオプションを選択します。 

• 有効。サブスクリプションは、［スケジュール］ページで定義したスケジュールに従って実行されます。
Cloud 統合ハブからサブスクリプションを手動で実行することもできます。

• 一時停止。サブスクリプションは、スケジュールに従って、または外部 API によって実行されません。
Cloud 統合ハブからサブスクリプションを手動で実行することで、遅延イベントをコンシュームできま
す。

• 無効。サブスクリプションは、スケジュールに従って、または外部 API によって実行されません。無効
化されたサブスクリプションを Cloud 統合ハブから手動で実行することはできません。関連するパブ
リケーションが正常に実行された場合でも、無効化されたサブスクリプションによって遅延イベントが
作成されることはありません。サブスクリプションが［無効］モードの場合、パブリッシュされたデー
タをコンシュームすることはできません。

4. ［API を使用してデータをコンシューム］を選択します。 
5. 必要に応じて、通知 URL を入力します。データのコンシュームの準備が整うと、Cloud Integration Hub

ではこの URL に通知が送信されます。認証されていない URL または基本認証された URL を入力できま
す。 
詳細については、「サブスクリプションプロパティ」  (ページ 108)を参照してください。

6. データにサブスクライブするアプリケーションを選択します。 
7. アプリケーションによるデータのコンシューム元となるリレーショナルデータベースにデータを格納する

トピックを選択し、［トピックの追加］をクリックします。必要な数のトピックを追加することができま
す。 

8. ［保存］をクリックします。 
次の URL をコピーして、サブスクリプションを実行する要求で使用できます。
• REST API の URL。この URL を使用してデータをコンシュームします。
• サブスクリプションがデータをコンシュームするトピックの Swagger 構造の URL。組織に Swagger

構造のベース URL が構成されている場合、Cloud 統合ハブはベース URL をトピックの Swagger 構造
URL に追加します。詳細については、「システムプロパティ」  (ページ 36)を参照してください。
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サブスクリプションの手動での実行
データ統合タスクをトリガするサブスクリプションを手動で実行するには、［参照］ページを使用します。
ヒント: さらに、トピックページでサブスクリプションを手動で実行することができます。詳細については、

「トピックプロパティ」  (ページ 62)を参照してください。
1. ナビゲータで、［参照］をクリックします。［すべてのアセット］リストをクリックし、［ハブの管理］ > 

［サブスクリプション］を選択します。 
［参照］ページには、既存のサブスクリプションがすべて表示されます。表示内容を名前、説明、モード、

トピック、または最終更新日時でソートできます。
2. サブスクリプションにカーソルを置いて、行の右端にある［アクション］メニューをクリックします。メ

ニューから［実行］を選択します。 

サブスクリプションの以前のパブリケーションの取得
サブスクリプションがトピックにサブスクライブする前にパブリッシュされたためにサブスクライバによって
コンシュームされなかったデータを取得するには、［参照］ページを使用します。生成されたサブスクリプショ
ンイベントは、サブスクリプションスケジュールに従って実行されます。
ヒント: さらに、トピックページでサブスクリプションの以前のパブリケーションを取得できます。詳細につい
ては、「サブスクリプションプロパティ」  (ページ 68)を参照してください。
1. ナビゲータで、［参照］をクリックします。 

［参照］ページには、既存のサブスクリプションがすべて表示されます。サブスクリプションは、名前、説
明、モード、トピック、または最終更新日時でソートすることができます。

2. アセットを右クリックし、［以前のパブリケーションの取得］を選択します。 
3. パブリケーションを取得する日付範囲と時間範囲を定義できます。 
4. ［OK］をクリックします。 
注: 最大 2000 件のイベントに関する、サブスクリプションの以前のパブリケーションを取得できます。イベン
トが 2000 件を超える場合は、日付と時刻の範囲を変更する必要があります。

サブスクリプションの有効化、一時停止、および無効化
［エクスプローラ］ページを使用して、サブスクリプションを有効化、一時停止、または無効化します。有効化

したサブスクリプションは、［スケジュール］ページで定義したスケジュールに従って実行されます。Cloud 統
合ハブからサブスクリプションを手動で実行することもできます。一時停止したサブスクリプションは、スケ
ジュールに従って、または外部 API によって実行されません。Cloud 統合ハブからサブスクリプションを手動
で実行することで、遅延イベントをコンシュームできます。無効化したサブスクリプションは、スケジュール
に従って、または外部 API によって実行されません。無効化されたサブスクリプションを Cloud 統合ハブから
手動で実行することはできません。関連するパブリケーションが正常に実行された場合でも、無効化されたサ
ブスクリプションによって遅延イベントが作成されることはありません。サブスクリプションが［無効］モー
ドの場合、パブリッシュされたデータをコンシュームすることはできません。
有効化したサブスクリプションは、［スケジュール］ページで定義したスケジュールに従って実行されます。
Cloud 統合ハブからサブスクリプションを手動で実行することもできます。
一時停止したサブスクリプションは、スケジュールに従って、または外部 API によって実行されません。
Cloud 統合ハブからサブスクリプションを手動で実行することで、遅延イベントをコンシュームできます。
無効化したサブスクリプションは、スケジュールに従って、または外部 API によって実行されません。無効化
されたサブスクリプションを Cloud 統合ハブから手動で実行することはできません。関連するパブリケーショ
ンが正常に実行された場合でも、無効化されたサブスクリプションによって遅延イベントが作成されることは
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ありません。サブスクリプションが［無効］モードの場合、パブリッシュされたデータをコンシュームするこ
とはできません。
ヒント: トピックページでサブスクリプションを有効化、一時停止、無効化することもできます。詳細について
は、「サブスクリプションプロパティ」  (ページ 68)を参照してください。
1. ナビゲータで、［参照］をクリックします。［すべてのアセット］リストをクリックし、［ハブの管理］ > 

［サブスクリプション］を選択します。 
［参照］ページには、既存のサブスクリプションがすべて表示されます。表示内容を名前、説明、モード、

トピック、または最終更新日時でソートできます。
2. サブスクリプションを選択し、行の右端にある［アクション］メニューをクリックして、サブスクリプシ

ョンを有効化、一時停止、または無効化します。必要に応じて、メニューから［有効］、［一時停止］、ま
たは［無効］を選択します。 

サブスクリプションプロパティ
サブスクリプションプロパティには、サブスクリプションに関する全般的な情報、サブスクリプションに使用
するアプリケーション、トピック、およびタスク、およびサブスクリプションスケジューリングが含まれます。
サブスクリプションページには、次のプロパティが含まれます。
サブスクリプション名

サブスクリプションの名前。名前の最大文字数は特殊文字を含めて 60 文字です。
説明

サブスクリプションの説明。説明には最大 255 文字を含めることができます。
モード

サブスクリプションのモード。次のいずれかのオプションを選択します。
• 有効。サブスクリプションは、［スケジュール］ページで定義したスケジュールに従って実行されます。

Cloud 統合ハブからサブスクリプションを手動で実行することもできます。
• 一時停止。サブスクリプションは、スケジュールに従って、または外部 API によって実行されません。

Cloud 統合ハブからサブスクリプションを手動で実行することで、遅延イベントをコンシュームできま
す。

• 無効。サブスクリプションは、スケジュールに従って、または外部 API によって実行されません。無効
化されたサブスクリプションを Cloud 統合ハブから手動で実行することはできません。関連するパブ
リケーションが正常に実行された場合でも、無効化されたサブスクリプションによって遅延イベントが
作成されることはありません。サブスクリプションが［無効］モードの場合、パブリッシュされたデー
タをコンシュームすることはできません。

注: 一時停止したデータ統合またはファイル取り込みタスクのサブスクリプションをスケジューリングす
るために［パブリッシュされたデータが準備できた場合］オプションを選択した場合、関連するパブリケ
ーションの実行時に遅延イベントは作成されません。ただし、サブスクリプションに遅延イベントがある
場合にのみ、サブスクリプションを一時停止に設定する前に、Cloud 統合ハブでサブスクリプションを手
動で実行することができます。
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コンシューム方法
サブスクリプションがデータまたはファイルをコンシュームする方法:
• データ統合タスクによってデータをコンシュームサブスクリプションプロセスは、データ統合タスクを

トリガして、Cloud Integration Hub リレーショナルパブリケーションリポジトリのトピックからデー
タを取得し、このデータをサブスクライブ元のアプリケーションに書き込みます。ファイル、アプリケ
ーション、およびリポジトリに対してバッチデータをコンシュームするには、この方法を選択します。

• ファイル取り込みタスクでファイルをコンシュームします。サブスクリプションプロセスは、ファイル
取り込みタスクをトリガして、Cloud Integration Hub ファイルストアパブリケーションリポジトリの
特定のトピックからファイルを取得し、このファイルをサブスクライブ元のアプリケーションに書き込
みます。この方法を選択して、ファイルをターゲットの場所にコンシュームします。

• API を使用してデータをコンシューム Consume Data REST API を使用して、Cloud Integration Hub
リレーショナルパブリケーションリポジトリの特定のトピックのデータをコンシュームします。頻度の
高いイベント駆動型サブスクリプションの場合は、この方法を選択します。
サブスクリプションプロパティを設定した後、［サブスクリプション］ページから次の URL をコピーで
きます。
•REST API の URL。この URL を使用してデータをコンシュームします。
•サブスクリプションがデータを使用するトピックの Swagger 構造の URL。この構造はサブスクリプ

ション要求で使用します。
サブスクリプションを実行する要求を作成するときにこれらの URL を使用します。

バインドされていないサブスクリプション
特定のパブリケーションインスタンスに限定されないサブスクリプションのことです。サブスクリプショ
ンがサブスクライブするトピックのパブリケーションリポジトリのパブリケーションイベントデータすべ
てをコンシュームします。データ統合タスクでデータをコンシュームするサブスクリプションに適用され
ます。

アプリケーション
データまたはファイルをコンシュームするアプリケーション。

トピック
アプリケーションがデータまたはファイルをコンシュームするトピック。このリストは必須です。

オプションのトピック
複合サブスクリプションを作成する場合、必須トピックに加えてオプションのトピックを定義できます。
Cloud 統合ハブは、オプションのトピックにデータがパブリッシュされていない場合でも、定義された期
間の後に必須トピックにパブリッシュされたデータセットを使用してサブスクリプションを実行します。

通知 URL
データがコンシューム可能な状態になったときに、Cloud Integration Hub が通知を送信する URL。API
を介してデータをコンシュームするサブスクリプションに適用されます。
通知 URL は認証することができ、HTTP 要求メソッドは POST である必要があります。POST 要求のペイ
ロードには、次のパラメータが含まれる必要があります。

パラメータ 説明
publicationEventId コンシュームするデータをパブリッシュしたパブリケーションのイベント ID。
subscriptionEventId データをコンシュームするサブスクリプションのイベント ID。
subscriptionName データをコンシュームするサブスクリプションの名前。
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以下に例を示します。
{"publicationEventId":123, "subscriptionEventId" : 234, "subscriptionName" : "payrollSubscription"}
HTTP 200 SUCCESS 応答で通知 URL をすぐに返す必要があります。

URL にアクセスするために必要な資格情報
基本認証された通知 URL を認証するには、このオプションを選択します。このオプションを有効にした場
合、URL を認証するためにユーザー名とパスワードを入力する必要があります。

ユーザー名
通知 URL を認証するためのユーザー名を入力します。最大で 50 文字まで入力できます。

パスワード
通知 URL を認証するためのパスワードを入力します。最大で 50 文字まで入力できます。

すべてのトピックが使用可能になるまで待機する最大時間数
最初のトピックの使用準備ができてから、パブリッシュ済みのすべてのデータが使用可能になるまでの最
大待機時間。複数の必須のトピックおよびオプションのトピックからのデータをコンシュームする複合サ
ブスクリプションに適用されます。
この最大時間になる前に、すべてのトピックのすべてのパブリケーションがデータのパブリッシュを終了
した場合は、最後のパブリケーションの使用準備ができるとすぐにサブスクリプションプロセスが実行さ
れます。パブリケーションが最大待機時間内にすべての必須トピックにデータをパブリッシュしない場合、
サブスクリプションは失敗し、データをコンシュームせずにエラーイベントが作成されます。ただし、パ
ブリケーションがすべての必須トピックにデータをパブリッシュし、すべてのオプショントピックにはパ
ブリッシュしない場合は、定義された待機時間の後、トピックにパブリッシュされたデータを使用してサ
ブスクリプションが正常に実行されます。

タスク
サブスクリプションマッピングを定義するタスク。データ統合タスクまたはファイル取り込みタスクをト
リガするサブスクリプションに適用されます。

新規タスクを作成
サブスクリプションマッピングを定義する同期タスクを作成します。データ統合タスクをトリガするサブ
スクリプションに適用されます。

［新規タスクを作成］ウィンドウには次のプロパティが含まれます。
タスク名

タスクの名前を入力します。
タスクの名前は組織内で一意である必要があります。タスク名では大文字小文字を区別しません。
タスク名には、英数字とスペースのほか、特殊文字として、_ .+ -を使用できます。

ソース
データのコンシューム元となるトピックテーブルを選択します。このオブジェクトの形式は
TopicName/tableName です。

接続
データのコンシューム先となるターゲットに接続する接続を選択します。

ターゲット
データのコンシューム先となるターゲットテーブルを選択します。［新規タスクを作成］ウィンドウ
に、リストの最初の 200 のテーブルが表示されます。
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読み取りバッチサイズ
Cloud Integration Hub コネクタが、パブリケーションリポジトリから単一バッチで読み取るレコード数。
データ統合タスクをトリガするサブスクリプションに適用されます。

スケジューリング
データコンシュームの方法と頻度。データ統合タスクまたはファイル取り込みタスクをトリガするサブス
クリプションに適用されます。
パブリッシュされたデータが準備できた場合

パブリッシュされたデータの準備ができたら、すぐにサブスクリプションを実行します。
手動または外部トリガを使用

スケジュールは設定されません。次の方法を使用してサブスクリプションを実行することができま
す。
• Cloud Integration Hub エクスプローラから手動で実行します。
• API で実行する。サブスクリプションを開始する REST API を呼び出します。
ファイルサブスクリプションがこのスケジュールオプションを使用し、複数のファイルをパブリッシ
ュする場合、サブスクリプションの開始時にすべてのファイルがソースの場所に存在している必要が
あります。

スケジュールを使用
定義されたスケジュールに従ってサブスクリプションを実行します。次のいずれかのオプションを選
択します。
• ［n 分単位］。最大 60 分間隔でサブスクリプションを実行します。リストから分数を選択します。
• ［時単位］最大 24 時間間隔でサブスクリプションを実行します。リストから時間数を選択します。
• 日。毎日同じ時間にサブスクリプションを実行します。
• 週。毎週同じ曜日（1 つ以上）の同じ時間にサブスクリプションを実行します。サブスクリプショ

ンが実行される曜日のチェックボックスをオンにします。例えば、土曜日と日曜日を選択して、
サブスクリプションを週末に実行するようにスケジュールします。

• 月。毎月特定の日付または特定の曜日の同じ時間にサブスクリプションを実行します。
分単位および時間単位の間隔については、サブスクリプションを実行する当日でその期間を指定でき
ます。例えば、サブスクリプションが夜間に実行されるようにスケジュールします。
スケジュールのタイムゾーンを選択します。選択したタイムゾーンで、スケジュールに従ってサブス
クリプションが実行されます。ユーザープロファイルでデフォルトのタイムゾーンを変更できます。

［実行の繰り返し］領域で配信間隔を定義します。
使用するデータ

サブスクリプションが手動で実行されるかまたは外部トリガにより実行される場合、またはスケジュ
ールによって実行される場合、同じパブリケーションからの複数ファイルを、スケジュールされた時
間またはサブスクリプションのトリガ時に消費用に使用可能な場合があります。次のいずれかのオプ
ションを選択します。
• 使用可能なすべてのパブリケーション。使用可能なすべてのパブリケーションからのデータまた

はファイルをコンシュームします。
• 最新のパブリケーションのみ。最新のパブリケーションからのみデータまたはファイルをコンシ

ュームします。
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再試行ポリシー
Cloud Integration Hub がサブスクリプションの実行の失敗時に再試行する回数および再試行の間隔
を定義します。データ統合タスクをトリガするサブスクリプションに適用されます。次のパラメータ
を設定します。
• エラーステータスのイベントの再処理。再試行ポリシーを有効にします。
• ...間隔で...回再試行します。再試行の回数と時間間隔を選択します。5 分から 23 時間の再試行間

隔で、最大 9 回の再試行のポリシーを定義できます。
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第  1 0  章

追跡と監視
Cloud Integration Hub は、パブリケーションとサブスクリプションを処理する際にイベントを生成して、パ
ブリケーションおよびサブスクリプションのプロセスを追跡および監視できるようにします。イベントリスト
は、プロセスを完全に表示し、発生する可能性のあるエラーを通知します。
Cloud Integration Hub は、受信および送信するファイルのファイルイベントを生成します。
Cloud Integration Hub は、パブリケーションとサブスクリプションを処理する際にイベントを生成し、イベ
ントに対する処理の段階に応じてイベントのステータスを変更します。［イベント］ページにすべてのイベント
を表示することができます。［イベント］ページから、イベント履歴、セッションログ、および処理情報にアク
セスしたり、イベントの後処理やイベントステータスの変更を行うことができます。フィルタを使用して特定
のイベントを検索できます。［イベント］ページの検索結果で、最新のイベントを最大 2,000 件表示できます。
組織で Data Integration Hub と Cloud Integration Hub の両方を使用している場合は、Cloud Integration 
Hub の［イベント］ページで Data Integration Hub のパブリケーションイベントとサブスクリプションイベ
ントを表示できます。Data Integration Hub のイベントを表示するように Cloud Integration Hub を設定する
には、「「Data Integration Hub のイベントを表示するための Cloud 統合ハブの設定」  (ページ 36)」を参照し
てください。
パブリケーションおよびサブスクリプションイベントを監視するルールを作成し、定義されたステータスのイ
ベントに対してアクションを実行できます。例えば、次のタスクを実行するルールを作成できます。
• ステータスがエラーのイベントが含まれるパブリケーションを無効にする。
• サブスクリプションイベントのステータスが「エラー」の場合に、電子メールを Cloud Integration Hub 管

理者宛てに送信する。

パブリケーションとサブスクリプションのイベント
[イベント]ページに、Cloud Integration Hub が過去 3 か月間に処理したすべてのパブリケーションおよびサ
ブスクリプションのイベント処理に関する詳細情報が示されます。
パブリケーションイベントはルートイベントで、Cloud Integration Hub が処理中に生成するすべてのサブス
クリプションイベントの親イベントです。サブスクライバに対するパブリッシュ済みデータの準備ができると、
Cloud Integration Hub はパブリッシュされたデータを使用する必要がある各サブスクライバにサブスクリプ
ション子イベントを生成します。パブリケーションイベントには、すべてのサブスクリプション子イベントの
集計されたステータス情報が含まれます。
デフォルトでは、［イベント］ページにはルートイベント（パブリケーション、ファイル、集計済みサブスクリ
プション、複合サブスクリプション）が表示されます。パブリケーションがサブスクリプションを行う準備が
できたら、ドリルダウンして、そのパブリケーションに関連するサブスクリプションの子イベントを表示でき
ます。
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イベントタイプ
Cloud Integration Hub は、以下のイベントタイプをパブリケーションイベントおよびサブスクリプションイ
ベントに割り当てます。
• パブリケーション。パブリケーションプロセスに割り当てられます。すべてのサブスクリプションイベント

の親イベントとして、また、複数ファイルをパブリッシュするパブリケーションのファイルイベントの親イ
ベントとして機能します。

• 複合パブリケーション。単一のデータ統合マッピングタスクで、単一または複数のデータセットを複数トピ
ックにパブリッシュするパブリケーションプロセスに割り当てられます。

• サブスクリプション。サブスクリプション処理に割り当てられます。パブリケーションイベントの子イベン
トとして機能します。

• 複合サブスクリプション。単一のサブスクリプションマッピングで、複数のトピックのデータセットをコン
シュームするサブスクリプション処理に割り当てられます。イベントには、各トピックパブリケーションが
データセットのパブリッシュを完了したときに、Cloud Integration Hub によって作成されたすべてのサブ
スクリプションイベントへの参照が含まれます。

• バインドされていないサブスクリプション。特定のパブリケーションインスタンスに制限されないものの、
データがいつどのバッチにパブリッシュされたかに関係なく、パブリケーションがパブリッシュするすべて
のデータにサブスクライブする、サブスクリプションプロセスに割り当てられます。

• 集計済みサブスクリプション。単一のサブスクリプションマッピングで、同じトピックの複数のデータセッ
トをコンシュームするサブスクリプション処理に割り当てられます。イベントには、関連付けられているト
ピックが各データセットのパブリッシュを完了したときに作成されたすべてのサブスクリプションイベント
への参照が含まれます。サブスクリプションイベントのステータスは、集計済みサブスクリプションイベン
トから継承されます。

• システム。システム通知用に生成されたイベント。例えば、Cloud Integration Hub は、複合サブスクリプ
ションがすべての必須パブリケーションからのパブリッシュ済みデータをコンシュームできないと、システ
ムイベントを生成します。

Event Statuses (イベントステータス)
パブリケーションの場合、Cloud Integration Hub は以下のイベントステータスを割り当てます。
• 処理中。パブリケーションインスタンスが実行中であることを示します。
• 完了。パブリケーションインスタンスが実行を完了し、サブスクライバ向けにデータの準備ができたことを

示します。
• エラー。パブリケーションインスタンスでエラーが発生し、実行が完了しなかったことを示します。

注: データを Publish Data REST API 経由でプライベートパブリケーションリポジトリにパブリッシュし、
パブリケーションリポジトリサービスにアクセスできなかったために失敗した場合、Cloud Integration 
Hub は呼び出し元のアプリケーションにエラーを返し、エラーイベントを作成しません。

各パブリケーションイベントは、子サブスクリプションイベントの使用ステータスも表示します。ステータス
は、全体の使用、およびすべてのサブスクリプションイベントでステータスが変更された後の変更を反映しま
す。例えば、すべてのサブスクライバがパブリッシュ済みデータの使用を完了すると、使用ステータスが「完
了」に変更されます。
サブスクリプションの場合、Cloud Integration Hub は以下のイベントステータスを割り当てます。
• 遅延。パブリッシュ済みデータの準備ができてもサブスクライブ元のアプリケーションがデータのコンシュ

ームを開始しなかったことを示します。
• 処理中。サブスクリプションインスタンスが実行中であることを示します。
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• 完了。サブスクリプションインスタンスが実行を完了し、サブスクリプションアプリケーションですべての
パブリッシュ済みデータをコンシュームしたことを示します。

• エラー。サブスクリプションインスタンスでエラーが発生し、実行が完了しなかったことを示します。
• ［破棄済み］。サブスクリプションインスタンスが［破棄済み］に変更されたことを示します。
注: 複合サブスクリプションまたは集約サブスクリプションの並列インスタンスを実行するとき同時タスク実行
を有効にしない場合、Cloud Integration Hub は、最初のサブスクリプションイベントを処理し、残りのすべ
てのサブスクリプションイベントに［破棄済み］ステータスを割り当てます。詳細については、「サブスクリプ
ション用のマッピングタスクの作成」  (ページ 79)を参照してください。

［イベント］ページの［イベントステータス］アイコンにカーソルを合わせると、イベントの詳細が表示されま
す。例えば、イベント処理が完了した時刻、イベントのステータスが変更された時刻、エラーイベントのエラ
ーの原因などの詳細が表示されます。

イベント使用ステータス
Cloud Integration Hub は、以下の使用ステータスをパブリケーションイベントおよびサブスクリプションイ
ベントに割り当てます。
• 処理中。Cloud Integration Hub は、パブリケーションまたはサブスクリプションを処理しています。
• 最終段階。パブリケーションの場合、すべてのデータがパブリッシュされます。サブスクリプションの場

合、すべてのデータがコンシュームされます。
• 遅延。サブスクリプションにのみ該当します。データの準備はできていますが、サブスクライブ元のアプリ

ケーションがデータのコンシュームを開始しませんでした。
• エラー。データのパブリッシュ中またはコンシューム中にエラーが発生しました。

イベント履歴
Cloud Integration Hub が処理するパブリケーションまたはサブスクリプションごとにイベントステータス履
歴を表示できます。
イベント履歴には、パブリケーションまたはサブスクリプションがパススルーした処理ステージ、各ステージ
の開始時間、および累積処理ステータスが表示されます。
以下の表に、パブリケーションのイベント履歴に表示できる処理ステージを示します。

ステージ 説明
処理中 パブリケーションインスタンスが実行されています。
完了 パブリケーションインスタンスの実行が完了し、サブスクライバのデータの準備ができました。
エラー パブリケーションインスタンスでエラーが発生し、実行が完了しませんでした。
破棄済み パブリケーションインスタンスのステータスが［破棄済み］に変更されました。
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以下の表に、サブスクリプションのイベント履歴に表示できる処理ステージを示します。

ステージ 説明
遅延 サブスクリプションインスタンスが遅延しています。パブリッシュ済みデータの準備はでき

ていますが、サブスクライブ元のアプリケーションがデータのコンシュームを開始しません
でした。

処理中 サブスクリプションインスタンスが実行されています。
完了 サブスクリプションインスタンスが実行を完了し、サブスクライブ元のアプリケーションが

すべてのパブリッシュ済みデータをコンシュームしました。
エラー サブスクリプションインスタンスでエラーが発生し、実行が完了しませんでした。
再処理済み サブスクリプションインスタンスが再処理されました。
破棄済み サブスクリプションインスタンスのステータスが［破棄済み］に変更されました。

イベントセッションログ
データ統合タスクをトリガするパブリケーションまたはサブスクリプションが実行されるたび、Cloud 
Integration Hub は Informatica Intelligent Cloud Services でタスクを生成します。
特定のイベントからタスクセッションログにアクセスできます。
ファイルの処理中にエラーが発生した場合は、関連するセッションログを使用して、エラーに関する詳細情報
を表示できます。

イベント処理情報
データ統合タスクをトリガするパブリケーションまたはサブスクリプションが実行されるたび、Cloud 
Integration Hub は Informatica Intelligent Cloud Services でタスクを生成します。
特定のイベントからタスク処理情報にアクセスできます。

システムイベントのメンテナンスレポート
システムイベントの場合、Cloud Integration Hub によりメンテナンスレポートが生成されます。
イベントの［アクション］メニューからレポートにアクセスできます。

イベントフィルタ
フィルタを使用すると、［イベント］ページのビューを絞り込んで、イベントの ID、タイプ、またはステータ
スのイベントを表示したり、選択したアプリケーション、トピック、パブリケーション、またはサブスクリプ
ションのイベントを表示したり、選択したタイムフレームのイベントを表示したりできます。

［フィルタ］アイコンをクリックすると、フィルタペインを展開し、フィルタ条件を定義できます。［フィルタ
の適用］をクリックすると、イベントリストが更新され、関連するイベントが表示されます。
デフォルトでは、イベントリストには過去 24 時間のイベントがすべて表示されます。リストの表示をフィル
タリングした後、デフォルトの表示を復元するには、［デフォルトの復元］をクリックします。
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イベントの管理
イベントを再処理し、イベントの状態を変更します。
注: これらの操作は、Cloud Integration Hub のイベントでのみ実行できます。

イベントの再処理
イベントを再処理するには、［イベント］ページを使用します。すでにコンシュームされているデータを再度コ
ンシュームするために、サブスクリプションイベントだけを再処理することができます。
1. ナビゲータで［イベント］をクリックします。 

［イベント］ページが表示されます。デフォルトでは、ページに過去 24 時間のすべてのイベントが表示さ
れます。

2. フィルタペインを使用して、ページのビューをフィルタ処理します。 
3. 再処理するイベントにカーソルを置いて、行の右端にある［アクション］メニューをクリックします。メ

ニューから［再処理］を選択し、アクションを確認します。 

イベントステータスの変更
イベントのステータスを変更するには、［イベント］ページを使用します。
1. ナビゲータで［イベント］をクリックします。 

［イベント］ページが表示されます。デフォルトでは、ページに過去 24 時間のすべてのイベントが表示さ
れます。

2. 再処理するイベントにカーソルを置いて、行の右端にある［アクション］メニューをクリックします。メ
ニューから［イベントステータスの変更］を選択します。 

3. ［イベントステータスの変更］ダイアログボックスで、新しいイベントステータスを選択し、［OK］をクリ
ックします。 

処理中ステータスにあるすべてのイベントの破棄
トピックを更新する前など、処理中ステータスにあるすべてのイベントを破棄するには、［イベント］ページを
使用します。
1. ナビゲータで［イベント］をクリックします。 

［イベント］ページが表示されます。デフォルトでは、ページに過去 24 時間のすべてのイベントが表示さ
れます。

2. フィルタペインを使用して、ページのビューをフィルタ処理します。 
3. ［ステータス］フィールドで、［処理中］を選択します。 
4. ［トピック］フィールドに、トピック名を入力します。 
5. ［タイムフレーム］フィールドで、［すべて］を選択します。［フィルタの適用］をクリックします。 
6. フィルタリングされたすべてのイベントを選択します。 
7. ［すべて選択済み］をクリックし、［イベントステータスの変更］を選択します。 
8. ［イベントステータスの変更］ダイアログボックスで、［破棄済み］を選択して［OK］をクリックします。 

選択したすべてのイベントのステータスが［破棄済み］に変わります。
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イベントプロパティ
イベントプロパティには、イベントに関する全般的な情報、イベントに使用するアプリケーションやトピック、
タスク、およびイベントのスケジュール設定などがあります。
次の図に、［イベント］ページの例を示します。

［イベント］ページには次のプロパティが含まれます。
イベント ID

イベントの ID。
デフォルトでは、［イベント］ページには親イベントのみが表示されます。パブリケーションイベントのサ
ブスクリプションイベントのリストを表示するには、パブリケーションイベントを展開します。

アセットソース
イベントを生成したアセットのソース。
このフィルタは、［イベント］ページに Data Integration Hub のイベントがある場合に表示されます。

アプリケーション
パブリケーションイベントの場合、データをパブリッシュするアプリケーション。サブスクリプションイ
ベントの場合、データをコンシュームするアプリケーション。

パブリケーション/サブスクリプション
Cloud Integration Hub がイベントを生成するサブスクリプションのパブリケーションの名前。

トピック
パブリケーションイベントの場合、アプリケーションがデータをパブリッシュするトピック。サブスクリ
プションイベントの場合、アプリケーションがデータをコンシュームする 1 つ以上のトピック。

開始時刻
イベントが開始された時刻。

イベントステータス
イベントのステータス。
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使用ステータス
パブリケーションイベントに該当します。イベントのデータコンシュームステータス。

Cloud 統合ハブから Data Integration Hub のアセットを開く
Data Integration Hub のパブリケーションアセットとサブスクリプションアセットは、Cloud Integration 
Hub の［イベント］ページから開くことができます。
Cloud Integration Hub の［イベント］ページで Data Integration Hub のイベントのアセットをクリックする
と、新しいタブで Data Integration Hub が開き、イベントを生成した Data Integration Hub のアセットが表
示されます。

イベントモニタ
イベントモニタを作成すると、イベントステータスに基づいてパブリケーションおよびサブスクリプションを
追跡し、イベントが定義したステータスになったときにアクションを実行できます。
監視ルールを作成することによって、監視するエンティティ、アクションを実行するイベントステータス、イ
ベントが定義したステータスになった場合に Cloud Integration Hub が実行するアクションを定義します。
パブリケーションおよびサブスクリプションイベントを監視するルールを作成し、定義されたステータスのイ
ベントに対してアクションを実行できます。例えば、次のタスクを実行するルールを作成できます。
• ステータスがエラーのイベントが含まれるパブリケーションを無効にする。
• サブスクリプションイベントのステータスが「エラー」の場合に、電子メールを Cloud Integration Hub 管

理者宛てに送信する。

監視ルール
監視ルールは、監視するアセット、アクションをトリガするイベントステータス、およびイベントが定義した
ステータスになったときに実行するアクションを定義します。
監視ルールを作成するときには、次の要素を定義します。
• ルールを適用するアセット。ルールは、単一のパブリケーション、複数のパブリケーション、現在および今

後のすべてのパブリケーション、単一のサブスクリプション、複数のサブスクリプション、または現在およ
び今後のすべてのサブスクリプションに適用できます。

• ルールを適用するイベントステータス。Cloud Integration Hub は、最終状態のイベントにのみルールを適
用します。

• ルールのアクション。次のアクションを 1 つ以上選択できます。
- 電子メール通知を送信する。ルールの条件が真になった場合に Cloud Integration Hub が電子メール通知

を送信するユーザーを定義します。
- サブスクリプションを一時停止する、またはルールの適用対象となるステータスのパブリケーションおよ

びサブスクリプションを無効にする。

監視ルールの管理
監視ルールの作成、編集、表示、無効化、有効化、および削除を行います。
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監視ルールの作成
監視ルールを作成するには、ナビゲータを使用します。
1. ナビゲータで、［新規］ > ［監視ルール］をクリックします。次に、［作成］をクリックします。 

［新しい監視ルール］ページが表示されます。
2. ルール名を入力します。必要に応じて、ルールの説明を入力します。 
3. ルールを保存する場所を選択します。 
4. ルールモード（有効または無効）を選択します。定義されたアクションは、無効になっているルールでは

実行されません。 
5. ルールの影響を受けるアセットのタイプ（パブリケーションまたはサブスクリプション）を選択し、ルー

ルを適用するアセットを 1 つ以上選択します。少なくとも 1 つのパブリケーションまたはサブスクリプシ
ョンにルールを適用する必要があります。 
• 現在のパブリケーションやサブスクリプションだけでなく、ルールの作成後に Cloud Integration Hub

に追加されるパブリケーションやサブスクリプションも含めて、すべてのパブリケーションやサブスク
リプションにルールを適用するには、［すべてに適用］を選択します。

• ルールを適用する 1 つのパブリケーションまたはサブスクリプションを選択するには、パブリケーシ
ョン名またはサブスクリプション名の左側にあるチェックボックスを選択します。

• ルールを適用する複数のパブリケーションまたはサブスクリプションを選択するには、パブリケーショ
ン名またはサブスクリプション名の左側にあるそれぞれのチェックボックスを選択します。

6. 監視するイベントステータスを選択します。少なくとも 1 つのステータスを選択する必要があります。 
7. 次のルールアクションのいずれかまたは両方を選択します。 

電子メール通知の送信
パブリケーションまたはサブスクリプションが影響を受けるステータスのいずれかにある場合に、電
子メール通知を送信します。既存の Cloud Integration Hub ユーザーまたは指定した電子メールアド
レスに通知を送信できます。最大 30 人の電子メール受信者を定義できます。
ユーザーごとに以下の手順を実行します。
1. ［電子メール通知の送信］の右側にある［追加］をクリックします。
2. 既存のユーザーの名前を選択するか、［ユーザー名］リストから存在しないユーザーを選択し、

［メール］フィールドに電子メールアドレスを入力します。
影響を受けるパブリケーションまたはサブスクリプションのイベントが影響を受けるステータスにな
っている場合、ここで定義した受信者に Cloud Integration Hub が電子メール通知を送信します。

拒否済みステータスのパブリケーションとサブスクリプションを無効にする
［パブリケーションおよびサブスクリプションを無効にする］を選択します。

Cloud Integration Hub は、影響を受けるパブリケーションまたはサブスクリプションのイベントが
影響を受けるステータスのいずれかにある場合に、そのパブリケーションまたはサブスクリプション
を無効にします。無効にしたパブリケーションまたはサブスクリプションは、スケジュールに従って
実行されることも、外部 API により実行されることもありません。［参照］ページでは、無効なパブ
リケーションまたはサブスクリプションのみを実行できます。

8. ［保存］をクリックします。 
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監視ルールの編集
監視ルールを編集するには、［参照］ページを使用します。
1. ナビゲータで、［参照］をクリックします。［すべてのアセット］リストをクリックし、［モニタ］ > ［監

視ルール］を選択します。 
［参照］ページには、既存の監視ルールがすべて表示されます。

2. 編集する監視ルールの名前をクリックします。 
［監視ルール］ページが表示されます。

3. 監視ルールを編集し、［保存］をクリックします。 

監視ルールの無効化と有効化
監視ルールの無効化および有効化を行うには、［参照］ページを使用します。
1. ナビゲータで、［参照］をクリックします。［すべてのアセット］リストをクリックし、［モニタ］ > ［監

視ルール］を選択します。 
［参照］ページには、既存の監視ルールがすべて表示されます。

2. ルールが含まれている行で［アクション］をクリックし、次のいずれかのアクションを選択します。 
• ルールを無効にするには、［無効］を選択します。定義されたアクションは、無効になっているルール

では実行されません。
• 無効なルールを有効にするには、［有効］を選択します。

監視ルールのプロパティ
監視ルールのプロパティには、監視ルール、ルールが適用されるアセット、ルールが監視するイベントステー
タス、ルールのアクションに関する全般的な情報が含まれます。
次の図に、監視ルールのページの例を示します。
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監視ルールのページには、次のプロパティがあります。
ルール名

監視ルールの名前。名前の最大文字数は特殊文字を含めて 60 文字です。
説明

監視ルールの説明。説明には最大 255 文字を含めることができます。
モード

有効または無効になっている監視ルールモード。定義されたアクションは、無効になっているルールでは
実行されません。

コンテンツ
監視ルールの条件。

影響を受けるアセット
ルールが適用されるパブリケーションまたはサブスクリプション。

影響を受けるステータス
ルールが適用される影響を受けるアセットのステータス。

アクション
影響を受けるアセットのいずれかが、影響を受けるステータスのいずれかにあるときにルールが実行する
アクション。
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Cloud 統合ハブの REST API
Cloud Integration Hub の REST API を使用してパブリケーションおよびサブスクリプションを実行し、特定の
トピックとの間でデータを直接パブリッシュおよびコンシュームしたり、パブリケーションおよびサブスクリ
プションを有効化および無効化したり、パブリケーションおよびサブスクリプションイベントを再処理したり、
パブリケーションおよびサブスクリプションイベントのステータスをクエリしたり、Cloud Integration Hub
カタログからデータを抽出したりします。
次の REST API を使用できます。
Run Publication Subscription

無効化されたパブリケーションおよびサブスクリプションを含むパブリケーションまたはサブスクリプシ
ョンを開始し、Cloud Integration Hub が生成するパブリケーションまたはサブスクリプションイベント
のイベント ID を返します。
Run Publication Subscription REST API を使用して、データ統合タスクをトリガするパブリケーション
およびサブスクリプション、ならびにファイル取り込みタスクをトリガするパブリケーションおよびサブ
スクリプションによって、データをパブリッシュおよびサブスクライブできます。この API を使用して、
データを直接トピックにパブリッシュするパブリケーションによるデータのパブリッシュ、またはトピッ
クから直接データをコンシュームするサブスクリプションによるデータのコンシュームを行うことはでき
ません。

Publish Data
Cloud Integration Hub パブリケーションリポジトリのトピックにデータを直接パブリッシュします。パ
ブリケーションプロセスのステータスを返します。
Publish Data API を使用すると、API を使用してデータをパブリッシュするパブリケーションでデータを
パブリッシュできます。この API は、Data Integration タスクまたはファイル取り込みタスクをトリガす
るパブリケーションで使用することはできません。

Consume Data
Cloud Integration Hub パブリケーションリポジトリのトピックからデータを直接コンシュームします。
Consume Data API を使用して、ファイルストアのトピックから直接ファイルをコンシュームすることは
できません。Consume Data API を使用すると、API を使用してデータをコンシュームするサブスクリプ
ションでデータをコンシュームできます。この API は、データ統合タスクまたはファイル取り込みタスク
をトリガするサブスクリプションで使用することはできません。
サブスクリプションプロセスが失敗した場合は、この API を使用してサブスクリプションエラーイベント
を再処理することで、パブリッシュされたデータのコンシュームを試行できます。
この API を使用してサブスクリプション完了イベントをトリガすることで、以前に処理されたデータを再
コンシュームできます。

Change Publication Subscription Mode
パブリケーションまたはサブスクリプションのモードを変更します。つまり、パブリケーションの有効化
または無効化、あるいはサブスクリプションの有効化、一時停止、無効化を行うことができます。
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Reprocess Event
無効化されたサブスクリプションのイベントを含むサブスクリプションイベントを再処理します。
Reprocess Event REST API を使用して、Data Integration タスクをトリガするサブスクリプションのイ
ベントを再処理できます。この API を使用して、API でデータをコンシュームするサブスクリプションの
イベントを再処理することはできません。

Event Status
パブリケーションまたはサブスクリプションのイベントのステータスを返します。

Catalog
Cloud Integration Hub カタログからデータ（トピック、パブリケーション、サブスクリプションメタデ
ータなど）を抽出します。

認証ヘッダー
各 Cloud Integration Hub REST API 呼び出しには、認証ヘッダーが含まれている必要があります。
認証ヘッダーのタイプは［基本］である必要があり、ヘッダーには Informatica Intelligent Cloud Services ユ
ーザーと Informatica Intelligent Cloud Services パスワードを含める必要があります。
以下に例を示します。
{Username: Administrator@MyCompany.comPassword: MyPassword}

Run Publication Subscription REST API
Cloud Integration Hub Run Publication Subscription REST API を使用して、特定のパブリケーションまたは
特定のサブスクリプションを実行します。パブリケーションまたはサブスクリプションは、モードに関係なく
実行できます。つまり、有効化および無効化されたパブリケーションや、有効化、一時停止、および無効化さ
れたサブスクリプションを実行することができます。
注: Run Publication Subscription REST API を使用して、Data Integration タスクまたはファイル取り込みを
トリガするパブリケーションおよびサブスクリプションで、データをパブリッシュしたりデータにサブスクラ
イブすることができます。
Run Publication Subscription API は、実行したアクションの応答コードを返します。パブリケーションまた
はサブスクリプションの実行に成功した場合、この API は Cloud Integration Hub が生成したパブリケーショ
ンまたはサブスクリプションイベントのイベント ID を返します。Cloud Integration Hub イベントステータス
API を実行すると、パブリケーションまたはサブスクリプションのステータスをクエリできます。
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Run Publication Subscription REST API の要求
Cloud Integration Hub は、パブリケーションやサブスクリプションを実行するために、さまざまな REST 
URL を使用します。
パブリケーションを実行するには、次の REST URL を使用します。
https://<pod><baseUrl>/dih-console/api/v1/publication/start
説明：
• <pod>は Cloud Integration Hub にアクセスする Informatica Intelligent Cloud Services の point of 

delivery（PoD）の名前です。例えば、cih-pod1 または emw1-cih です。
• <baseUrl>は Informatica Intelligent Cloud Services の URL です。例えば、dm-us.informaticacloud.com/で

す。
例:
https://cih-pod1.dm-us.informaticacloud.com/dih-console/api/v1/publication/start
サブスクリプションを実行するには、次の REST URL を使用します。
https://<pod><baseUrl>/dih-console/api/v1/subscription/start
説明：
• <pod>は Cloud Integration Hub にアクセスする Informatica Intelligent Cloud Services の point of 

delivery（PoD）の名前です。例えば、cih-pod1 または emw1-cih です。
• <baseUrl>は Informatica Intelligent Cloud Services の URL です。例えば、dm-us.informaticacloud.com/で

す。
例:
https://cih-pod1.dm-us.informaticacloud.com/dih-console/api/v1/subscription/start
パブリケーション実行の要求構文

パブリケーションを実行するには、次の要求構文を使用します。
要求ヘッダー

REST API 要求に次のヘッダーを含めます。
Content-Type: application/jsonAccept: application/json
要求本文

REST API 要求に次の項目を含めます。
{            "publicationName": "<publicationName>",            "runDisabled": "<true/false>"}
次のリストに、要求の要素を示します。
• publicationName。実行するパブリケーションの名前。
• runDisabled。ステータスが無効になっているパブリケーションを実行するかどうか。
例:
Content-Type: application/jsonAccept: application/json{            "publicationName": "daily_sales",            "runDisabled": "true"}
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ヒント: Cloud Integration Hub の URL から<pod>および<baseUrl>の値をコピーするには、まず
Informatica Intelligent Cloud Services の［マイサービス］ページからその URL にアクセスする必要が
あります。

サブスクリプション実行の要求構文
サブスクリプションを実行するには、次の要求構文を使用します。
要求ヘッダー

REST API 要求に次のヘッダーを含めます。
Content-Type: application/jsonAccept: application/json
要求本文

REST API 要求に次の項目を含めます。
{            "subscriptionName": "<subscriptionName>",            "runDisabled": "<true/false>"}
次のリストに、要求の要素を示します。
• subscriptionName。実行するサブスクリプションの名前。
• runDisabled。ステータスが無効になっているサブスクリプションを実行するかどうか。
例:
Content-Type: application/jsonAccept: application/json{            "subscriptionName": "daily_report",            "runDisabled": "true"}

Run Publication Subscription REST API アクションの応答
Cloud Integration Hub Run Publication Subscription REST API を使用してパブリケーションまたはサブスク
リプションの実行を開始すると、Cloud Integration Hub により、REST API の応答で実行したアクションの応
答コードが返されます。
パブリケーションまたはサブスクリプションを REST API から実行すると、次の応答コードのいずれかが返さ
れます。
• SUCCESS。Cloud Integration Hub はパブリケーションまたはサブスクリプションを正常にトリガしまし

た。このステータスメッセージには、Cloud Integration Hub が生成するパブリケーションまたはサブスク
リプションイベントのイベント ID が含まれます。

• FAILED。Cloud Integration Hub はパブリケーションまたはサブスクリプションをトリガできませんでし
た。応答には失敗した理由が示されます。例: サブスクリプションでコンシュームできるパブリケーション
がないため、Cloud Integration Hub はサブスクリプションを実行しませんでした。

126       第 11 章: Cloud 統合ハブの REST API



Publish Data REST API
Cloud Integration Hub の Publish Data REST API を使用して、データトランザクションを Cloud Integration 
Hub パブリケーションリポジトリのトピックに直接パブリッシュします。
Publish Data API を使用すると、API を使用してトピックにデータを直接パブリッシュするパブリケーション
でデータをパブリッシュできます。Data Integration タスクをトリガするパブリケーションに API を使用する
ことはできません。
API 経由でデータをパブリッシュするには、Cloud Integration Hub の［パブリケーション］ページから API
の URL をコピーします。
注: プライベートパブリケーションリポジトリを使用する場合、パブリケーションリポジトリサービスが実行す
る Secure Agent またはパブリケーションリポジトリのポート番号を変更すると、API の URL もそれに従い変
更されます。この場合、API ユーザーおよび新しい URL のコンシューマに、必ず通知するようにします。
要求ヘッダー

要求に次のヘッダーを含めます。
Accept - application/jsonContent-Type - application/json
UTF-8 文字エンコードをサポートする（例えば、テーブル名およびカラム名に日本語の文字を使用する）
には、要求に次のヘッダーを含めます。
Accept-Charset: charset=utf-8Content-Type: application/json;charset=utf-8

要求構文
トピックにデータを直接パブリッシュするには、次の構文を使用します。
{            "<table_name>":                        [                        {"<column_name>":"<data>"}                        ]}
トピックテーブルの名前は英文字またはアンダースコアで開始する必要があり、ASCII の英数字およびア
ンダースコアのみを含めることができます。名前は Cloud Integration Hub リポジトリ内で一意でなけれ
ばなりません。
例:
{            "Sales":                        [                        {"Opportunity_Name":"string”,"Opportunity_Owner_Id":"string"}                        ],            "Orders":                        [                        {"Account_Name":"string","Account_Id":"string","OrderId": "string"}                        ]}

DATETIME フィールド
パブリッシュ先のトピックに DATETIME フィールドが含まれている場合、DATETIME 値に次の形式を使用
する必要があります: yyyy-MM-dd HH:mm:ss.SSS。
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Publish Data REST API アクションの応答
Cloud Integration Hub の Publish Data REST API を使用してデータを直接トピックにパブリッシュすると、
Cloud Integration Hub は、REST API の応答で実行したアクションの応答コードを返します。
REST API を使用してデータをパブリッシュすると、次の応答コードのいずれかを返します。
• SUCCESS。Cloud Integration Hub はデータを正常にパブリッシュしました。ステータスメッセージには、

Cloud Integration Hub が生成するパブリケーションイベントのイベント ID、受け入れられた行の数、およ
び正常に処理された行の数が含まれます。

• FAILED。Cloud Integration Hub はデータをパブリッシュできませんでした。
注: データを Publish Data REST API 経由でプライベートパブリケーションリポジトリにパブリッシュし、
パブリケーションリポジトリサービスにアクセスできなかったために失敗した場合、Cloud Integration 
Hub は呼び出し元のアプリケーションにエラーを返し、エラーイベントを作成しません。

トピックの Swagger 構造（Publish Data REST API）
Publish Data REST API は、パブリケーションがデータをパブリッシュするトピックの Swagger 構造を返しま
す。
Swagger 構造を表示するには、Cloud Integration Hub の［パブリケーション］ページから構造の URL をコピ
ーします。

Consume Data REST API
Cloud Integration Hub Consume Data REST API を使用して、API ベースのサブスクリプションに対して次の
アクションを実行します。
• Cloud 統合ハブパブリケーションリポジトリのトピックからデータをコンシュームします。
• サブスクリプション完了イベントをトリガすることで、以前に処理されたデータを再コンシュームします。
• サブスクリプションプロセスが失敗した場合は、サブスクリプションエラーイベントを再処理して、パブリ

ッシュされたデータをコンシュームします。
API は、一度に最大 2,000 のイベントをコンシュームできます。例えば、5,000 のパブリッシュされたイベン
トをコンシュームするには、サブスクリプションの最初のトリガが 2,000 の最も古いイベントをコンシューム
し、2 番目のトリガが次の 2,000 の最も古いイベントをコンシュームし、最後のトリガが残りの 1,000 のイベ
ントをコンシュームします。
データ統合タスクをトリガするサブスクリプションで API を使用することはできません。
注: プライベートパブリケーションリポジトリを使用する場合、パブリケーションリポジトリサービスが実行す
る Secure Agent またはパブリケーションリポジトリのポート番号を変更すると、API の URL もそれに従い変
更されます。この場合、API ユーザーおよび新しい URL のコンシューマに、必ず通知するようにします。
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Consume Data REST API 要求
API 経由でデータをコンシュームするには、Cloud Integration Hub の［サブスクリプション］ページから API
の URL をコピーします。

要求ヘッダー
Consume Data REST API 要求に次のヘッダーを含めます。
Accept - application/jsonContent-Type - application/json
UTF-8 文字エンコードをサポートする（例えば、テーブル名およびカラム名に日本語の文字を使用する）には、
要求に次のヘッダーを含めます。
Accept: application/json;charset=utf-8Accept-Charset: charset=utf-8Content-Type: application/json;charset=utf-8

要求本文
Consume Data REST API 要求本文の構文は、API で実行するアクションによって異なります。
データのコンシューム

トピックのデータをコンシュームするには、次の要求構文を使用します。
{"aggregated": <value>}
<value>は、次のいずれかの値をとります。
• true。サブスクリプションは、各 API 呼び出しで使用可能なすべてのパブリケーションをコンシューム

します。
• false。サブスクリプションは、各 API 呼び出しで最も古いパブリケーションのみをコンシュームしま

す。
以下に例を示します。
{"aggregated": true}
複数のパブリケーションを実行する場合、特定のパブリケーションのパブリケーションイベント ID を要求
本文に追加して、特定のパブリケーションイベントのデータのみをコンシュームできます。要求本文に追
加できるパブリケーションイベント ID は 1 つだけです。キー "publicationEventId" には大文字小文字の区
別があります。特定のパブリケーションのパブリケーションイベント ID を要求本文に追加しない場合、サ
ブスクリプションは使用可能なすべてのパブリケーションイベントをコンシュームします。
特定のパブリケーションイベントのパブリケーションイベント ID を要求に追加するには、次の構文を使用
します。
{            "publicationEventId" : "<publicationEventId>"}  
以下に例を示します。
{            "publicationEventId" : "594210"}  
特定のパブリケーションのパブリケーションイベント ID を要求本文に追加すると、Cloud 統合ハブはサ
ブスクリプションインスタンスを実行する前にキー "publicationEventId" を検証します。
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データの再コンシューム
以前に処理されたデータを再コンシュームするには、次の要求構文を使用します。
{            "requestType" : "RECONSUME",            "eventId" : "<subscriptionEventId>"}  
ここで、キー "eventId" は再コンシュームするサブスクリプションイベント ID です。
以下に例を示します。
{            "requestType" : "RECONSUME",            "eventId" : "40559"}  

サブスクリプションの再処理
失敗したサブスクリプションを再処理するには、次の要求構文を使用します。
{            "requestType" : "REPROCESS",            "eventId" : "<subscriptionEventId>"}  
ここで、キー "eventId" は再処理するサブスクリプションイベント ID です。
以下に例を示します。
{            "requestType" : "REPROCESS",            "eventId" : "40577"}  

Consume Data REST API アクションの応答
Cloud Integration Hub の Consume Data REST API を使用してデータを直接トピックからコンシュームする
と、Cloud Integration Hub は、REST API の応答で実行したアクションの応答コードを返します。
REST API を使用してデータをコンシュームすると、次の応答コードのいずれかを返します。
SUCCESS

Cloud Integration Hub はデータを正常にコンシュームしました。
応答には、コンシュームされたデータが次の構文で含まれています。
{            "<table_name>":                        [                        {"<column_name>":"<data>"}                        ]}
以下に例を示します。
{            "Sales":                        [                        {"Opportunity_Name":"string”,"Opportunity_Owner_Id":"string"}                        ],            "Orders":                        [                        {"Account_Name":"string","Account_Id":"string","OrderId": "string"}                        ]}
SUCCESS 応答には、Cloud Integration Hub が生成するサブスクリプションイベントの集約イベント ID、
正常に処理された行数、処理された合計行数も含まれます。
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FAILURE
Cloud Integration Hub はデータをコンシュームできませんでした。例えば、コンシュームするサブスク
リプションの保留中のデータが存在しない場合があります。応答には、失敗の原因となったエラーの説明
が含まれます。

トピックの Swagger 構造（Consume Data REST API）
Consume Data REST API は、サブスクリプションがデータをコンシュームするトピックの Swagger 構造を返
します。
Swagger 構造を表示するには、Cloud Integration Hub の［サブスクリプション］ページから構造の URL をコ
ピーします。

Change Publication Subscription Mode REST API
Cloud Integration Hub Change Publication Subscription Mode REST API を使用して、パブリケーションま
たはサブスクリプションのモードを変更します。モード変更を行うと、無効化されたパブリケーションまたは
サブスクリプションは有効になり、有効化されたパブリケーションまたはサブスクリプションは無効になりま
す。
パブリケーションのモードを変更するには、次の REST URL を使用します。
https://<pod><baseUrl>/dih-console/api/v1/publication/changemode
説明：
• <pod>は Cloud Integration Hub にアクセスする Informatica Intelligent Cloud Services の point of 

delivery（PoD）の名前です。例えば、cih-pod1 または emw1-cih です。
• <baseUrl>は Informatica Intelligent Cloud Services の URL です。例えば、dm-us.informaticacloud.com/で

す。
例:
https://cih-pod1.dm-us.informaticacloud.com/dih-console/api/v1/publication/changemode
サブスクリプションのモードを変更するには、次の REST URL を使用します。
https:https://<pod><baseUrl>/dih-console/api/v1/subscription/changemode
場所：
• <pod>は Cloud Integration Hub にアクセスする Informatica Intelligent Cloud Services の point of 

delivery（PoD）の名前です。例えば、cih-pod1 または emw1-cih です。
• <baseUrl>は Informatica Intelligent Cloud Services の URL です。例えば、dm-us.informaticacloud.com/で

す。
例:
https://cih-pod1.dm-us.informaticacloud.com/dih-console/api/v1/subscription/changemode
ヒント: Cloud Integration Hub の URL から<pod>および<baseUrl>の値をコピーするには、まず Informatica 
Intelligent Cloud Services の［マイサービス］ページからその URL にアクセスする必要があります。
パブリケーションのモード変更の要求構文

パブリケーションのモードを変更するには、次の要求構文を使用します。
{            "publicationName": "<publicationName>",
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            "mode": "<enable/disable>"}
以下に例を示します。
{            "publicationName": "daily_sales",            "mode": "enable"}

サブスクリプションのモード変更の要求構文
サブスクリプションのモードを変更するには、次の要求構文を使用します。
{            "subscriptionName": "<subscriptionName>",            "mode": "<enable/pause/disable>"}
例:
{            "subscriptionName": "daily_reports",            "mode": "disable"}

Change Publication Subscription Mode REST API アクションの応答
Cloud Integration Hub REST API を使用してパブリケーションまたはサブスクリプションのモードを変更する
と、Cloud Integration Hub は、REST API の応答で、実行したアクションの応答コードを返します。
パブリケーションまたはサブスクリプションのモードを REST API から変更すると、次の応答コードのいずれ
かが返されます。
• Cloud Integration Hub がパブリケーションまたはサブスクリプションのモードの変更に成功した場合は、

API から SUCCESS の応答が返されます。
• Cloud Integration Hub がパブリケーションまたはサブスクリプションのモードの変更に失敗した場合は、

応答に失敗の理由が返されます。例えば、操作を実行するための十分な特権がない場合などです。

Reprocess Event REST API
Cloud Integration Hub の Reprocess Event REST API を使用して、無効化されたサブスクリプションのイベ
ントを含む、Data Integration タスクをトリガするサブスクリプションのイベントを再処理し、パブリッシュ
されたデータをコンシュームします。
サブスクリプションのイベントを再処理するには、次の REST URL を使用します。
https://https://<pod><baseUrl>/dih-console/api/v1/event/reprocess
説明：
• <pod>は Cloud Integration Hub にアクセスする Informatica Intelligent Cloud Services の point of 

delivery（PoD）の名前です。例えば、cih-pod1 または emw1-cih です。
• <baseUrl>は Informatica Intelligent Cloud Services の URL です。例えば、dm-us.informaticacloud.com/で

す。
例:
https://cih-pod1.dm-us.informaticacloud.com/dih-console/api/v1/event/reprocess
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次の構文を使用して、イベントを再処理します。
{                        "eventId" : "<eventId>"}  
例:
{                    "eventId" : "40558"}  
ヒント: Cloud Integration Hub の URL から<pod>および<baseUrl>の値をコピーするには、まず Informatica 
Intelligent Cloud Services の［マイサービス］ページからその URL にアクセスする必要があります。

Reprocess Event REST API アクションの応答
Cloud Integration Hub Reprocess Event REST API を使用してサブスクリプションイベントを再処理すると、
Cloud Integration Hub は、REST API の応答で実行したアクションの応答コードを返します。
応答には次の情報が含まれています。

プロパティ 説明
responseCode アクションのレスポンスは次のとおりです。

- 0: 成功
- 0 より大きい任意の値: エラー

reprocessEventId Cloud Integration Hub が既存のイベントを再処理するときに、サブスクリプション用
に生成する新しいイベント ID。

message エラーメッセージ。応答コードが 0（成功）の場合、API はメッセージ null を返しま
す。

イベントステータス REST API
Cloud Integration Hub Run Publication Subscription API を使用してパブリケーションまたはサブスクリプ
ションの実行を開始して成功した場合、Cloud Integration Hub は生成したパブリケーションまたはサブスク
リプションイベントのイベント ID を返します。
REST API を実行した場合、Cloud Integration Hub は REST API の応答でイベント ID を返します。
Cloud Integration Hub イベントステータス REST API を使用すると、イベント ID に基づいてパブリケーショ
ンまたはサブスクリプションイベントのステータスをクエリできます。パブリケーションまたはサブスクリプ
ションのプロセスが実行中であるかどうか、およびプロセス完了後は、プロセスが正常に完了したかどうかを
確認できます。プロセスに失敗した場合、クエリへの応答には失敗の原因が含まれています。
注: イベントステータスのリストについては、「Event Statuses (イベントステータス)」  (ページ 114)を参照し
てください。
イベントのステータスをクエリするには、次の REST URL で GET コマンドを使用します。
https://<pod><baseUrl>/dih-console/api/v1/event/<eventId>
説明：
• <pod>は Cloud Integration Hub にアクセスする Informatica Intelligent Cloud Services の point of 

delivery（PoD）の名前です。例えば、cih-pod1 または emw1-cih です。
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• <baseUrl>は Informatica Intelligent Cloud Services の URL です。例えば、dm-us.informaticacloud.com/で
す。

例:
https://cih-pod1.dm-us.informaticacloud.com/dih-console/api/v1/event/2435
ヒント: Cloud Integration Hub の URL から<pod>および<baseUrl>の値をコピーするには、まず Informatica 
Intelligent Cloud Services の［マイサービス］ページからその URL にアクセスする必要があります。

イベントステータス API の応答
Cloud Integration Hub イベントステータス API を使用してパブリケーションまたはサブスクリプションイベ
ントのステータスをクエリした場合、API は EventResponse.java モデルクラス内でイベント応答を返します。
以下の表に、応答プロパティを示します。

プロパティ 説明
responseCode Run Publication Subscription API アクションの応答。
eventId Cloud Integration Hub が生成するパブリケーションまたはサブスクリプション

イベントの ID。
eventType Cloud Integration Hub が生成するパブリケーションまたはサブスクリプション

イベントのタイプ。
topicName パブリケーションまたはサブスクリプションに関連付けられたトピックの名前。
publicationName また
は subscriptionName

パブリケーションまたはサブスクリプションの名前。

applicationName 公開元またはサブスクライブ元のアプリケーションの名前。
eventStatus Cloud Integration Hub が生成するパブリケーションまたはサブスクリプション

イベントのステータス。
eventStartTimeLong パブリケーションイベントまたはサブスクリプションイベントの開始時間。Java 

API java.lang.System.currentTimeMillis が返したシステム時間（ミリ秒）です。
eventEndTimeLong パブリケーションイベントまたはサブスクリプションイベントの終了時間。Java 

API java.lang.System.currentTimeMillis が返したシステム時間（ミリ秒）です。
referencedEventsList ファイルパブリケーションイベント、集計済みサブスクリプションイベント、お

よび複合サブスクリプションイベントに該当します。ファイルパブリケーショ
ン、集計済みサブスクリプション、または複合サブスクリプションイベントに関
連するイベント ID のリストです。
例えば、ファイルパブリケーションイベントの referencedEventsList には、パブ
リケーションイベントで公開されるファイルのファイルイベントが含まれます。

isFinal イベントが最終状態かどうか。
isError イベントがエラーステータスかどうか。
sourceSuccessRows Cloud Integration Hub が正常に読み取ったソース行の数。
sourceFailedRows Cloud Integration Hub が読み取りに失敗したソース行の数。
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プロパティ 説明
targetFailedRows Cloud Integration Hub が書き込みに失敗したターゲット行の数。
targetSuccessRows Cloud Integration Hub が正常に書き込んだターゲット行の数。
detailedMessage エラーステータスのイベントに該当します。エラーの原因が Cloud Integration 

Hub の場合、detailedMessage は Cloud Integration Hub イベントのエラーメッセ
ージを返します。認証エラーや REST URL 要求が正しくない場合などのその他の
エラーの場合、detailedMessage にはエラーの原因を示すメッセージが含まれま
す。

イベントステータス API の応答例
パブリケーションイベント 4003 のステータスをクエリする要求への応答:
{    "responseCode": "SUCCESS",    "eventId": 4003,    "eventType": "Publication",    "topicName": "top_120",    "publicationName": "ng_pub_120_1",    "applicationName": "app1",    "eventStatus": "Complete",    "eventStartTimeLong": 1431078308560,    "eventEndTimeLong": 1431078313780,    "isFinal": true,    "isError": false,    "sourceSuccessRows": 10,    "sourceFailedRows": 0,    "targetFailedRows": 0,    "targetSuccessRows: 10}
サブスクリプションイベント 3008 および 3007 を含む集計済みサブスクリプションイベント 3009 のステータ
スをクエリする要求への応答
{    "responseCode": "SUCCESS",    "eventId": 3009,    "eventType": "Aggregated Subscription",    "topicName": "topic1",    "subscriptionName": "sub1",    "applicationName": "app1",    "eventStatus": "Complete",    "eventStartTimeLong": 1431065700088,    "eventEndTimeLong": 1431065704372,    "referencedEventsList": "3008,3007"    "isFinal": true,    "isError": false,    "sourceSuccessRows": 15,    "sourceFailedRows": 0,    "targetFailedRows": 0,    "targetSuccessRows: 15}
パブリケーションプロセスが失敗したパブリケーションイベント 3016 のステータスをクエリする要求への応
答。
Response:
{    "responseCode": "SUCCESS",    "eventId": 3016,    "eventType": "Publication",
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    "topicName": "top_120",    "publicationName": "ng_pub_120_1",    "applicationName": "app1",    "eventStatus": "Error",    "eventStartTimeLong": 1431066353202,    "eventEndTimeLong": 1431066357162,    "isFinal": true,    "isError": true,    "sourceSuccessRows": 2,    "sourceFailedRows": 1,    "targetFailedRows": 1,    "targetSuccessRows: 2    "detailedMessage": "Error while copying several rows :\nSrcFailedRows: 1\nTgtFailedRows: 1\nSrcSuccessRows: 2\nTgtSuccessRows: 2\nPowerCenter workflow: s__DIH_pub_ng_pub_120_1\nPowerCenter session: s__DIH_pub_ng_pub_120_1\n\nCheck the PowerCenter session log for more information."}

イベント REST API
Cloud Integration Hub のイベント REST API を使用して、検索条件に基づいてイベントの詳細を取得します。
API はイベントの詳細と子イベントを返します。

イベント REST API 要求
イベントの詳細を取得するには、次の REST API URL を使用します。
https://<pod>.<baseUrl>/dih-console/api/v1/events
説明：
• <pod>は Cloud 統合ハブにアクセスする Informatica Intelligent Cloud Services の point of delivery

（PoD）の名前です。例: cih-pod1
• <baseUrl>は Informatica Intelligent Cloud Services の URL です。例: dm-us.informaticacloud.com/
例:
https://cih-pod1.dm-us.informaticacloud.com/dih-console/
イベントの詳細を取得するには、次の要求構文を使用します。
要求ヘッダー

イベント REST API 要求に次のヘッダーを含めます。
Content-Type: application/jsonAccept: application/json
要求本文

イベント REST API 要求に以下の項目を含めます。
{    "applicationName": "String",    "topicName": "String",    "pubSubName": "String",    "timeframe": Custom - For more details, refer to the following table,    "firstResult": int,    "maxResults": int,    "useExactMatch": boolean,    "eventType": "String",    "eventStatus": "String"}
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イベントの詳細を取得する要求には、次のオプションのプロパティを含めることができます。

プロパティ 説明
applicationName パブリッシュ元またはサブスクライブ元のアプリケーションの名前。
topicName パブリケーションまたはサブスクリプションに関連付けられたトピックの名前。
pubSubName パブリケーションまたはサブスクリプションの名前。
timeFrame UTC タイムゾーン形式（yyyy-MM-ddTHH:mm:ss.SSSZ）を入力するか、列挙値のリス

トから範囲を選択できます。
{"range": enum values }
範囲は、次の列挙値から選択できます。
- NO_RANGE
- LAST_HOUR
- LAST_TWO_HOURS
- LAST_24_HOURS
- LAST_7_DAYS
- LAST_30_DAYS
- TODAY
- YESTERDAY
- CUSTOM
デフォルトの範囲は LAST_24_HOURS です。
timeFrame の範囲が CUSTOM に設定されている場合は、要求の本文に fromDate と
toDate を記述する必要があります。
{    "fromDate": "Date",    "toDate": "Date",    "range": "CUSTOM"}
fromDate と toDate は UTC タイムゾーン形式（yyyy-MM-ddTHH:mm:ss.SSSZ）で記述す
る必要があります。

firstResult スキップする行数。例えば、最初の 3 行をスキップする場合に使用します。デフォルト
はゼロです。

maxResults 表示する結果の最大数を入力します。デフォルトは 2000 です。
useExactMatch 検索の実行時の、検索式との完全な一致。pubSubName、topicName、および

applicationName プロパティに適用されます。
次のいずれかの値を入力できます。
- true
- false
デフォルトは false です。
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プロパティ 説明
eventType Cloud Integration Hub が生成するパブリケーションイベントまたはサブスクリプショ

ンイベントのタイプ。値は次の列挙値から選択します。
- ALL
- PUBLICATION
- SUBSCRIPTION
- COMPOUND_SUBSCRIPTION
- COMPOUND_PUBLICATION
- UNBOUND_SUBSCRIPTION
- AGGREGATED_SUBSCRIPTION
デフォルトは ALL です。

eventStatus Cloud Integration Hub が生成するパブリケーションイベントまたはサブスクリプショ
ンイベントのステータス。次のいずれかの列挙値を入力します。
- ALL
- COMPLETE
- DELAYED
- DISCARDED
- エラー（ERROR）
- PROCESSING
- REPROCESSED
デフォルトは ALL です。

例:

    Basic Auth    {        Username: Administrator@MyCompany.com        Password: MyPassword    }
Accept - application/jsonContent-Type - application/json
{   "eventStatus": "COMPLETE",   "eventType": "PUBLICATION",   "applicationName":"API_App",   "topicName" :"APIT",   "pubSubName" :"APIPUB",    "timeframe": {        "range": "NO_RANGE"           },    "eventType": "ALL",    "useExactMatch" : true}
レート制限ポリシーにより、指定した期間中に API コンシューマが管理対象 API を呼び出すことができる回数
を制御します。この API には、1 分あたり 5 回の呼び出しというレート制限ポリシーがあります。1 分あたり 5
回の呼び出し制限に達すると、Cloud 統合ハブは、API へのアクセス試行を却下します。

イベント REST API 応答
Cloud Integration Hub のイベント API を使用してパブリケーションイベントまたはサブスクリプションイベ
ントの詳細を取得すると、API は次のイベント応答を返します。
以下に、イベントの詳細を照会する要求に対する応答の構文を示します。
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応答ヘッダー
イベント REST API 応答には次のヘッダーが含まれます。

Retry-After - <time in seconds>
Retry-After は、フォローアップ要求を行う前に待機する時間（秒単位）です。Retry-After は、応答コードが
TOO_MANY_REQUESTS である場合に表示されます。
応答本文

イベント REST API 応答には次の本文が含まれます。
{    "eventId": "Long",    "eventType": "String",    "applicationName": "String",    "topicName": "String",    "pubSubName": "String",    "createTime": "Event StartTime :: Date",    "completionTime": "Event Completed Time :: Date",    "parentEventId": "Long",    "descendantState": "enum mentioned in the request body.",    "childEvents": "List<EventDetailResponse>",    "runID": "String",    "eventHistory": {        "eventId": "Long",        "timeStamp": "Date",        "eventStatusName": "String",        "comments": "String"    }}
次の表に、応答の要素を示します。

プロパティ 説明
eventId Cloud Integration Hub が生成するパブリケーションイベントまたはサブスクリプシ

ョンイベントの ID。
eventType Cloud Integration Hub が生成するパブリケーションイベントまたはサブスクリプシ

ョンイベントのタイプ。
applicationName パブリケーションまたはサブスクリプションに関連付けられたアプリケーションの

名前。
topicName パブリケーションまたはサブスクリプションに関連付けられたトピックの名前。
pubSubName パブリケーションまたはサブスクリプションの名前。
createTime Cloud Integration Hub がパブリケーションイベントまたはサブスクリプションイベ

ントを作成した時間。
completionTime パブリケーションイベントまたはサブスクリプションイベントの終了時間。
eventStatus パブリケーションイベントまたはサブスクリプションイベントのステータス。
parentEventId プロファイル ID に基づいて子イベントを作成し、子イベントのイベント ID を返し

ます。
descendantState すべての子イベントの累積ステータス。
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プロパティ 説明
childEvents 親イベント内で使用可能なイベント。

パブリケーションイベントに適用されます。
eventHistory 完全なイベントプロセスの詳細。次のような構文が eventHistory 応答に表示されま

す。
{    "eventId": "Long",    "timeStamp": "Date",    "eventStatusName": "String",    "comments": "String"}

sourceSuccessCount Cloud Integration Hub が正常に読み取ったソース行またはソースファイルの数。
sourceFailedCount Cloud Integration Hub が読み取りに失敗したソース行またはソースファイルの数。
targetSuccessCount Cloud Integration Hub が正常に書き込んだターゲット行またはソースファイルの

数。
targetFailedCount Cloud Integration Hub が書き込みに失敗したターゲット行またはターゲットファイ

ルの数。
runId 関連するデータ統合タスクまたはファイル一括取り込みタスクの実行 ID。

応答コード
Cloud Integration Hub のイベント API を使用して既存イベントの詳細を取得すると、Cloud Integration 
Hub では、API の応答に、実行したアクションの応答コードが返されます。
この API から返される応答コードは次のとおりです。

コード 説明
200 SUCCESS。要求が成功しました。
429 TOO_MANY_REQUESTS。失敗した要求の数が組織の許容制限を超えました。

例:
{    "eventId": 32010,    "createTime": "2023-04-20T02:45:58.094Z",    "completionTime": "2023-04-20T02:46:40.130Z",    "eventType": "PUBLICATION",    "eventStatus": "Complete",    "descendantState": "ERROR",    "applicationName": "DI_App",    "pubSubName": "DSS_Pub",    "topicName": "DI_Topic",    "sourceSuccessCount": 1,    "sourceFailedCount": 0,    "targetSuccessCount": 1,    "targetFailedCount": 0,    "runId": "28",    "childEvents": [        {            "eventId": 32011,            "createTime": "2023-04-20T02:46:40.157Z",
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            "completionTime": "2023-04-20T02:47:04.801Z",            "parentEventId": 32010,            "eventType": "SUBSCRIPTION",            "eventStatus": "Error",            "descendantState": "NONE",            "applicationName": "DI_App",            "pubSubName": "DSS_Sub",            "topicName": "DI_Topic",            "sourceSuccessCount": 0,            "sourceFailedCount": 0,            "targetSuccessCount": 0,            "targetFailedCount": 0,            "runId": "9",            "eventHistory": [                {                    "eventId": 32011,                    "timeStamp": "2023-04-20T02:46:40.158Z",                    "eventStatusName": "Processing",                    "comments": ""                },                {                    "eventId": 32011,                    "timeStamp": "2023-04-20T02:47:04.801Z",                    "eventStatusName": "Error",                    "comments": "Subscription to topic failed. The job failed."                }            ]        }    ],    "eventHistory": [        {            "eventId": 32010,            "timeStamp": "2023-04-20T02:45:58.095Z",            "eventStatusName": "Processing",            "comments": ""        },        {            "eventId": 32010,            "timeStamp": "2023-04-20T02:46:40.130Z",            "eventStatusName": "Complete",            "comments": "Publishing to topic completed successfully"        }    ]}

Cloud Integration Hub カタログ REST API
Cloud Integration Hub カタログから、トピックのメタデータや各トピックに関連付けられているパブリケー
ションおよびサブスクリプションに関するメタデータなどのデータを抽出するには、カタログ REST API を使
用します。
表示特権と読み取り特権のあるトピック、パブリケーション、およびサブスクリプションに関連するメタデー
タを抽出できます。
カタログからデータを抽出するには、次の REST URL を使用します。
https://<pod><baseUrl>/dih-console/api/v1/catalog/topics
説明：
• <pod>は Cloud Integration Hub にアクセスする Informatica Intelligent Cloud Services の point of 

delivery（PoD）の名前です。例えば、cih-pod1 または emw1-cih です。
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• <baseUrl>は Informatica Intelligent Cloud Services の URL です。例えば、dm-us.informaticacloud.com/で
す。

以下に例を示します。
https://cih-pod1.dm-us.informaticacloud.com/dih-console/api/v1/catalog/topics
ヒント: Cloud Integration Hub の URL から<pod>および<baseUrl>の値をコピーするには、まず Informatica 
Intelligent Cloud Services の［マイサービス］ページからその URL にアクセスする必要があります。

Cloud Integration Hub カタログ API の応答
Cloud Integration Hub カタログ API を使用して、Cloud Integration Hub カタログからデータを抽出する場
合、必要な特権のあるすべてのトピックに関するメタデータを含む JSON 文字列が返されます。
文字列には、応答の各トピックの次のデータが含まれます。
topicName

トピックの名前。
topicDesc

トピックの説明。
topicType

トピックのタイプ: 差分または完全。
topicTables

トピック内の各テーブルについて、テーブル名とその各フィールドの詳細情報が含まれるエントリ。
パブリケーション

トピックに関連付けられているパブリケーションごとに、次のデータが提供されます。
publicationName

パブリケーションの名前。
publicationDesc

パブリケーションの説明。
applicationName

アプリケーション。パブリケーションは、このアプリケーションからデータまたはファイルを公開し
ます。

publicationSourceType
パブリケーションソースのタイプ。

publicationConnectionName
リレーショナルデータベースパブリケーションおよび HDFS パブリケーションの場合: 接続の名前。
パブリケーションワークフローは、公開されるデータまたはファイルをこの接続から読み取ります。

publicationDBType
リレーショナルデータベースパブリケーションの場合: データベースのタイプ。

サブスクリプション
トピックに関連付けられているサブスクリプションごとに、次のデータが提供されます。
subscriptionName

サブスクリプションの名前。
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subscriptionDesc
サブスクリプションの説明。

applicationName
トピックのデータまたはファイルを使用するアプリケーション。

subscriptionTargetType
サブスクリプションターゲットのタイプ。

subscriptionConnectionName
リレーショナルデータベースサブスクリプションおよび HDFS サブスクリプションの場合: 接続の名
前。サブスクリプションワークフローは、アプリケーションが使用するデータまたはファイルをこの
接続に書き込みます。

subscriptionDBType
リレーショナルデータベースサブスクリプションの場合: データベースのタイプ。

Data Integration Hub カタログ API の応答例
次の例は、Cloud Integration Hub カタログからデータを抽出する要求に対する応答を示しています。
{    "responseCode": "SUCCESS",    "catalogTopics": [        {            "topicName": "FileTopic",            "topicDesc": null,            "topicType": "Delta"            "topicTables": [                {                    "tableName": "Orders"                    "tableFields":[                        {                            "name":"_Name_"                            "fieldType":"STRING"                            "nullable":false                            "scale":-1                            "precision":255                            "length":255                            "primaryKey":false                            "filterAccelerator":false                            "encrypted":true                        },                        {                            "name":"_Type_"                            "fieldType":"STRING"                            "nullable":false                            "scale":-1                            "precision":255                            "length":255                            "primaryKey":false                            "filterAccelerator":false                            "encrypted":true                        },                        {                            "name":"_ParentId_"                            "fieldType":"STRING"                            "nullable":false                            "scale":-1                            "precision":255                            "length":255                            "primaryKey":false                            "filterAccelerator":false                            "encrypted":true                        }
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                }            ],            "publications": [                {                    "publicationName": "FilePub",                    "publicationDesc": null,                    "applicationName": "FileApp",                    "publicationSourceType": "CUSTOM",                    "publicationConnectionName": null,                    "publicationDBType": null                }            ],            "subscriptions": [                {                    "subscriptionName": "FileSub",                    "subscriptionDesc": null,                    "applicationName": "FileApp",                    "subscriptionTargetType": "CUSTOM",                    "subscriptionConnectionName": null,                    "subscriptionDBType": null                }            ]        },        {            "topicName": "OrderTopic",            "topicDesc": null,            "topicType": "Delta",            "topicTables": [                {                    "tableName": "OrderTable"                    "tableFields":[                        {                            "name":"_Name_"                            "fieldType":"STRING"                            "nullable":false                            "scale":-1                            "precision":255                            "length":255                            "primaryKey":false                            "filterAccelerator":false                            "encrypted":true                        },                        {                            "name":"_Type_"                            "fieldType":"STRING"                            "nullable":false                            "scale":-1                            "precision":255                            "length":255                            "primaryKey":false                            "filterAccelerator":false                            "encrypted":true                        },                        {                            "name":"_ParentId_"                            "fieldType":"STRING"                            "nullable":false                            "scale":-1                            "precision":255                            "length":255                            "primaryKey":false                            "filterAccelerator":false                            "encrypted":true                           },                        {                            "name":"_StartDate_"                            "fieldType":"STRING"                            "nullable":false                            "scale":-1                            "precision":255                            "length":255
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                            "primaryKey":false                            "filterAccelerator":false                            "encrypted":true                           },                        {                            "name":"_EndDate_"                            "fieldType":"STRING"                            "nullable":false                            "scale":-1                            "precision":255                            "length":255                            "primaryKey":false                            "filterAccelerator":false                            "encrypted":true                        }                },                {                    "tableName": "CustomerTable"                    "tableFields":[                        {                            "name":"_Name_"                            "fieldType":"STRING"                            "nullable":false                            "scale":-1                            "precision":255                            "length":255                            "primaryKey":false                            "filterAccelerator":false                            "encrypted":true                        },                        {                            "name":"_Type_"                            "fieldType":"STRING"                            "nullable":false                            "scale":-1                            "precision":255                            "length":255                            "primaryKey":false                            "filterAccelerator":false                            "encrypted":true                        },                        {                            "name":"_ParentId_"                            "fieldType":"STRING"                            "nullable":false                            "scale":-1                            "precision":255                            "length":255                            "primaryKey":false                            "filterAccelerator":false                            "encrypted":true                           },                         {                            "name":"_ExpectedRevenue_"                            "fieldType":"STRING"                            "nullable":false                            "scale":-1                            "precision":255                            "length":255                            "primaryKey":false                            "filterAccelerator":false                            "encrypted":true                           },                        {                            "name":"_IsActive_"                            "fieldType":"STRING"                            "nullable":false                            "scale":-1                            "precision":255                            "length":255                            "primaryKey":false
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                            "filterAccelerator":false                            "encrypted":true                        }                },                {
                },            ],            "publications": [                {                    "publicationName": "OrdersPublication",                    "publicationDesc": null,                    "applicationName": "OrderPublications",                    "publicationSourceType": "CUSTOM",                    "publicationConnectionName": " null",                    "publicationDBType": " null"                }            ],            "subscriptions": [                {                    "subscriptionName": "OrdersSubscription",                    "subscriptionDesc": null,                    "applicationName": "OrderSubscriptions",                    "subscriptionTargetType": "CUSTOM",                    "subscriptionConnectionName": null,                    "subscriptionDBType": null                },                {                    "subscriptionName": "OrderSubs",                    "subscriptionDesc": null,                    "applicationName": "OrderSubscriptions",                    "subscriptionTargetType": "CUSTOM",                    "subscriptionConnectionName": " null",                    "subscriptionDBType": " null"                }            ]        }            ]        }    ]}
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第  1 2  章

用語解説
application: アプリケーション
他のシステムとデータを共有する必要がある、組織内のシステムを表すエンティティ。アプリケーションには
パブリッシャおよびサブスクライバを使用できます。各アプリケーションは複数のデータセットを公開できま
す。
Cloud Integration Hub リポジトリ
Cloud Integration Hub でのパブリケーションおよびサブスクリプションを処理するのに必要なメタデータを
含むリレーショナルデータベーステーブルセット。Cloud Integration Hub がのパブリケーションおよびサブ
スクリプションの処理中に生成するイベントも含まれています。
compound subscription: 複合サブスクリプション
単一のタスクを使用して複数のトピック内のデータセットをコンシュームするサブスクリプション。複合サブ
スクリプションが手動で実行されるかまたは外部トリガにより実行される場合、またはスケジュールによって
実行される場合、同じパブリケーションからの複数のデータセットまたはファイルを、スケジュールされた時
間またはサブスクリプションのトリガ時に消費用に使用可能な場合があります。最新のパブリケーションのデ
ータまたはファイルを使用するように選択できます。
event: イベント
処理の各ステージでのパブリケーションまたはサブスクリプションの発生。Cloud Integration Hub サーバー
は、パブリケーションまたはサブスクリプションの処理中に、イベントを生成し、イベントステータスを更新
します。
topic: トピック
アプリケーションが Cloud Integration Hub を介して公開および使用するデータドメインを表すエンティティ
です。トピックはデータ構造や、データ保持期間などの追加のデータ定義を定義します。 同じトピックに対し
て複数のアプリケーションから公開できます。 複数のアプリケーションが同じトピックのデータを使用できま
す。
unbound subscription: バインドされていないサブスクリプション
特定のパブリケーションインスタンスに限定されないサブスクリプションのことです。これは、サブスクリプ
ションフィルタに基づいてパブリケーションが公開および使用するすべてのデータにサブスクライブします。
データがどのバッチでいつ公開されたかは関係ありません。
サブスクリプション
Cloud Integration Hub パブリケーションリポジトリからデータターゲットへのデータフローのタイプ、形式、
およびスケジュールを定義するエンティティ。 サブスクリプションを実行すると、Cloud Integration Hub は
パブリケーションリポジトリからデータセットを抽出し、そのデータを処理して、ターゲットアプリケーショ
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ンにデータを書き込みます。 1 つ以上のトピックにサブスクライブできます。 トピックのリスト. サブスクラ
イブ先の各トピックには、複数のパブリッシャのデータを格納することができます。
データ統合タスク
データ統合タスクは、データの分析、抽出、変換、およびロードを行うために構成するプロセスです。Cloud 
Integration Hub でのデータ統合タスクは、ファイル、データベースまたは別のソースから読み取り、ターゲ
ットへ書き込むタスクのことです。データ統合タスクを使用して、Informatica Intelligent Cloud Services
で、Cloud Integration Hub パブリケーションおよびサブスクリプションを処理します。
データ統合タスクを使用してパブリケーションを処理する場合、Cloud Integration Hub クラウドコネクタを
パブリケーションターゲットとして使用します。データ統合タスクを使用してサブスクリプションを処理する
場合、Cloud Integration Hub クラウドコネクタをサブスクリプションソースとして使用します。
パブリケーション
データソースから Cloud Integration Hub パブリケーションリポジトリへのデータフロー および データパブリ
ッシュ スケジュールを定義するエンティティ。. パブリケーションは、パブリケーションリポジトリ内のデー
タ構造を定義するトピックにデータをパブリッシュします。 パブリケーションを実行すると、Cloud 
Integration Hub はアプリケーションからデータセットを抽出し、そのデータを処理して、パブリケーション
リポジトリにデータを書き込みます。 その後、パブリッシュされたデータセットを処理し、ターゲットアプリ
ケーションに書き込むサブスクリプションを 1 つ以上作成することができます。
パブリケーションリポジトリ
サブスクライバがコンシュームできるパブリッシュされたデータセットを格納するリレーショナルデータベー
ステーブルセット。Cloud Integration Hub は、データの保持期限が切れるまでそのデータをパブリケーショ
ンリポジトリに保存します。
子イベント
親イベントとして機能する別のイベントの階層内にあるイベント。 子イベントは親イベントの子です。
簡単なサブスクリプション
データ統合または一括取り込みタスクまたは API により、1 つまたは複数のデータセットまたはファイルを 1
つのトピックからコンシュームするサブスクリプション。
簡単なパブリケーション
データ統合または一括取り込みタスクまたは API により、1 つまたは複数のデータセットとファイルを 1 つの
トピックにパブリッシュするパブリケーション。
複合パブリケーション
単一のデータ統合マッピングタスクで、単一または複数のデータセットを複数トピックにパブリッシュするパ
ブリケーション。
親イベント
イベント階層の一番上のレベルにあるイベント。
集約サブスクリプション
単一バッチワークフローを使用して同じトピック内の複数のデータセットを消費するサブスクリプション。 集
約サブスクリプションではデータ処理に自動マッピングまたはカスタムマッピングを使用できます。 自動マッ
ピングを使用する場合、サブスクリプションはパブリケーションインスタンスのパブリケーション日時に従っ
てデータをソートします。
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